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データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

楽器 デー タベースの構築

平成5年3月

財団法人 デ ー タ ベ ー ス 振 興 セ ン タ ー

委 託 先 株式会社 ダインメデ ィアサ ー ビス



本事業は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成 したものである。
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デー タベー スは、 わが 国の情 報化の 進展上 、重要 な役割 を果 たす もの と期待 されて い る。

今後 、デー タベー ス の普及 によ り、 わが 国にお いて健全な 高度情 報化社 会の形 成が 期待 さ

れる。 さ らに海外 に対 して提供 可能 なデー タベー スの整備 は、 国際的 な情報化 へ の貢 献お

よび 自由な情 報流 通 の確保 の観 点か らも必 要で ある 。 しか しなが ら、現 在 わが 国で流 通 し

てい るデー タベ ース の 中で わが 国独 自の もの は1/3に す ぎない のが現 状 であ り、 わが 国

データベー ス サー ビス ひい てはバ ラ ンスあ る情報産 業 の健 全な 発展 を図 るため には 、わが

国独 自の デー タベ ー スの構 築 お よび デー タベ ース関連技術 の研 究開発 を強 力 に促進 し、デ

ータベ ー スの拡 充を 図 る必 要が ある。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ー タベ ー ス振 興セ ンタ ーでは 日本 自転 車振 興会

か ら機 械工業 振興 資 金の交 付 を受 けて、 デー タベ ー スの構 築 お よび技 術 開発 にっ いて民間

企 業、団体 等 に対 して委託 事業 を実施 してい る。委 託事 業 の内容 は、社会 的、経 済的 、 国

際的 に重要 で 、 また地域 お よび産業 の発展 の促進 に寄与 す る と考 え られ てい るデータ ベー

スの構築 とデ ータベ ー ス作成 の効率 化、流 通 の促進 、利 用 の円滑化 ・容 易化な ど に関 係 し

た ソフ トウェ ア技 術 ・ハ ー ドウェア技 術 であ る。

本 事業 の推進 に当 って、 当財団 に学 識経 験者 の方 々で構成 され るデー タベー ス構築 ・技

術 開発促進委 員会(委 員 長 山梨学 院大学 教授 蓼 沼 良一氏)を 設置 してい る。

この 「楽 器 デー タベー ス の構 築 」は平成4年 度 の データベ ース の構 築促進 お よび技 術開

発促 進事業 と して、 当財 団が(株)ダ インメデ ィアサー ビスに対 して委 託 実施 した課 題の

一つで あ る
。 この成 果が 、 デー タベ ー スに興味 をお持 ちの方 々や諸分 野 の皆様 方 のお 役 に

立 てば幸 いで あ る。

なお 、平成4年 度 デー タベ ー スの構 築促進 お よび技術 開発促 進事業 で実施 した課 題 は次

表 の とお りで あ る。

平成5年3月

財 団法 人 デ ータベ ース振興 セ ンター



平成4年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

祖

1変 異タンパク質配列データベースの構築

2新 聞縮刷版見出しデータベースの構築

3フ ァジィに関する文献データベースの構築

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築

5交 通事故調査データベースの構築

6楽 器データベースの構築

会7人 体計測データベースの構築

8大 学におけるデータベー一…ス利用教育システムのプロ

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調

査

日本電子計算㈱

㈱朝日新聞社

(財)日 本情報処理開発協会

㈱小田島

(財)日 本自動車研究所

㈱ダインメディアサービス

(社)人 間生活工学研究センター

日外アソシエーツ㈱

(財)次 世代金属 ・複合材料研究

開発協会

(財)地 図情報センター

11地 域荒通最適化データベースのプロ トタイプ作成

中小企業振興12異 分野研究のための知的オリエンテーション ・デー

(社)日 本ボランタリー ・チェー

ン協会

㈱けいはんな

地域活性化 タベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 ㈱志木サテライトオフィス ・ビ

ジネ スセ ンター

14銅 基複合材料日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプX乍成 (財)日 本国際協力システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

17マ ーケテ ィングコー ドの英文 デー タベー スの構築 ㈱帝国データバンク

18安 全研究における多重シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元マッピングデータベースの技術開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ータベース検索サポー トシステムの調査研究 セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ループウェアにおけるデータベースシステムに関 ㈱イフ ・ア ドバタイジング

する調査研究

22パ ーソナルコンピュータとLANの 利用による非定 ㈱ メイテック

形データベースのプロ トタイプ作成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジャパ ンコミュニケー シ ョン

ズ インスティテユー ト
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■.概 要

1.1.目 的

この数十年 の間 に、我 々が接する音楽 は地域的および時代 的 に拡大す る傾向を見せて きた 。

民族音楽学の調査 、研究 の進展 と共 に世界各地の民族音楽が紹介 され 、一般 にも民族音楽 のC

Dや ビデオテープ等が数多 く流通 し、それ を専門家で はな い人達 まで もが聞 いて楽 しむよ うに

な った。また、民族音楽 に興味を示 す現代作 曲家 も多 く、その影響の色濃い音楽作品 も生 み出

されてい る。ポピュ ラー音楽の世界 では昔 から民族音楽の要素を取 り入れたジャンルを次 々 と

生み出 してきたが 、1980年 代か らは民族音楽をいっそう積極的 に取 り入れたポ ップスの総

称である 「ワール ドミュー ジッ ク」が 隆盛 し今 日に至 ってい る。

時代 的な拡大の傾向も顕著で ある 。西欧芸術音楽 においては1960年 代後 半か ら中世 、ル

ネサ ンス、バ ロック等の音楽を新 しい観点で再 現する動きが 起 こった 。それ以前 にもそ うした

古い時代 の音楽の演奏は行 われ てい たが 、多分 に学問的な興味 に支 えられた演奏 という傾向が

顕著 だった。それ に対 して、これは古 い時代の音楽を 当時の楽器 と演奏 習慣をふ まえた上で生

きた音楽演奏 として再現 しようとす る動 きで 、専門家だけでな く一般 に もこう した音楽の愛好

者が非常 に増 加 した 。また、これ以降 、古 い時代の音楽の演 奏においては、当時のオ リジナル

楽器 を用 いるのが一般的 にな り、古楽器の復興が盛ん に行われる ようになった。これ と似 た動

きは 日本の雅 楽 において も見 られ、古代の楽器 を復元 するこ とに よって、長 らく演奏 され るこ

とのなか った古曲を再現 す るという試みが 行われてい る。

研究 され、演奏 され 、耳 にす る音楽が地域的 、時代的に拡 大す るにっれて 、おび ただ しい種

類の民族楽器 や古楽器、お よび それを扱っ た資料 と接 する機会が増 えて きた。音楽や文化人類

学の研究者、学生 はもち ろん、音楽資料や楽器 に関す る資料を扱 う図書 館お よび博物館 、教師 、

マ スコミ関係 者等 々、更 には一般の音楽愛好者 にとっても、楽器 に関す る情報の必要性は高 く

な ってきた。

ところが、楽器の情報 には混乱が 生 じや す く、この分野特有の 入 り組 み方 を している場合が

多い。同一な い しは同様 の楽器が民族や国、時代 によって様 々な名称で呼ばれ 、逆 に、同一の

名称が複数の異な る楽器 に用 い られ た り、時代 によって別の楽器 を指す ことも少な くないか ら

で ある。別称 の多いことも混乱 を助 長する 。また、民族楽器 の場合 には演奏者が その時の条件

や 目的 に合わせ て楽器を作 るこ とが 多いため個体差が大き く、楽器の類別や定義 に混乱が生 じ

ることも珍 しくな い。

楽器データベー スはそ うした状況 と事情 をふ まえ、様々な楽器 に関する情報を整 理 し、それ

をで きるだけ調べやす く、わか りや すい形 で提供することを 目的 として計画 され た。その ため

に、次の2っ の基本方針を設定 しデータベースの構築作業を行 うことと した。

(1)楽 器 に関す る総合的な情報ではな く、簡潔でその場で役 立っ情報を次の2と お りの手段 に

よって提供 する 。

・楽器 の特徴、イ メージが手短 にっ かめ る解説

・専門 家用 および図書館用の楽器分類番号

1一



(2)さ らに詳 しい情報の あ りかを調 べ るための二次資料 と しての機能を もたせ る 。その ため に、

まず出典別の楽 器情報を収集 し、それ に基づいてデー タを作成 し、そこに出典 と記載ペー

ジを表示す る。

1.2.デ ー タベ ー ス構 築 体 制

デー タベー スの 構 築 は次 の メ ンバ ー によ り行 っ た 。

役 割 氏 名 所属団体または会社名 役職

技術顧問 ・総合指導 岸本 宏子 東京芸術大学講師 電気通信大学講師

(株)ダ インメディアサービス 顧問

技 術 指 導 者 草野 妙子 埼玉大学講師 桐朋学園大学音楽学部講師

樋口 昭 埼玉大学助教授 東京芸術大学講師

ワーキ ング

,グ ル ー プ

リー ダ ー 細田 勉 (株)ダ イン メデ ィアサー ビス 研究所副所長

メ ンバ ー 田島 みどり 立正大学教養部非常勤講師

佐竹 悦子 (株)講 談社 第一出版セ ンター編集部

他に音楽学の専門家および専攻者数名

1.3.実 施概要

楽器データベ ース仕様の設計

楽器データベースのデー タ作成 ・登録

出典別楽器データの 入力

出典別楽器データの総合化

データベー ス登録用 のテキ ス トファイルの作成

楽器デー タベー スへ の登録

図像資料の試験登録

作業用マニュアルの作成 ・整備
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1.4.楽 器デー タベース専門技術会議(講 演及び指導)の 実施

データベー スのデータ作成上 の基本的な方法論 、お よび高度な具体的 問題を音楽学 、楽器学

の専門家に講 演、指導 していただくための 「楽器デー タベース専門技術会議(講 演及 び指導)」

を下記の とお り実施 した 。

第1回12月17日

・世界 の楽器 と楽器デー タの特徴 にっい て(講 師 .

・楽器 分類法 の歴 史(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

・ 草野 妙子)

第2回1月20日

・ホル ンボ ステル ニザ ックス楽器 分類法 にっいて(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

第3回1月28日

・雷鳴楽器 と分類(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

第4回2月5日

・世界の体 鳴楽器 と分類(講 師:草 野 妙子)

・日本の体 鳴楽器 と分類(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

第5回2月10日

・世界 の膜 鳴楽器 と分類(講 師:草 野 妙子)

・日本の腹 鳴楽器 と分類(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

第6回2月15日

・世界 の気鳴 楽器 と分類(講 師:草 野 妙子)

・日本 の気 鳴楽器 と分類(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

第7回2月23B

・世界の弦 楽器 と分類(講 師:草 野 妙子)

・日本の弦 鳴楽器 と分類(講 師:樋 口 昭)

・質疑応答

乙

戸
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図2-1楽 器データベースの構築手順
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2.実 施 内 容

今回の楽器 データベー ス構築 のデータ入力においては 、データを紙 に記入 し入力するので は

な く、直接パ ソコンに入 力 しそれを加工す るとい う方法を用 いた。このデー タベー スに二次資

料 と しての機能を ももたせ るため に、第一段階 として楽器名等のデータを出典別 に収集 、入力

す る作業 から開始 した 。次 に、その出典別データを総合化 し、さ らに編 集 し、基礎 カー ドを出

力 した。最終段階 と して、基礎 カー ドを基 に、や は りパソコ ンに直接 入力す る方法 により最終

的な楽器 デー タベースの データを作成 した。その詳細を以 下 に順を追 って示す 。また、図2-1

は構築 の手順 と各段階の状態を イメージ化 したもので ある。

2.1.出 典別楽器データの入力

このデータベー スの目的の一つ と して楽器 に関する二次情報 、っ まりある楽器の情報が記載

され てい る資料 にっ いての情報を提供することがある。その ため 、まず最初 に楽器 にっいての

基礎資料、すな わち現在 市販 され ている日本語の文献 と英語 の代表的な文献 、および楽器分類

表を対象 に、出典別楽器 データの収集 ・入力作業を行 った。

可能な限 り広範な楽器 の名称を網羅的に収集す るよ うに心が け、文献 は包括的な い しは体系

的な資料を中心 とし、さらに種 々の分野の資料 も加えるように努 めた。楽器分類表 としては研

究者用の合理的な もの と図書館用の実用的な もの とを選択 した。

結果 として、次の19文 献お よび2種 の分類 表を出典別楽器データの対象 とした。

◆文献

①大 阪 音 楽 大学 附属 楽 器 博 物 館 目録 豊 中:大 阪音 楽 大 学,1984

②音 楽 大 事 典 東 京:平 凡 社,1981-1983

③楽 器 資 料集W～X東 京:国 立 音 楽 大学 楽 器 学資 料 館,1984-1992

④楽 器 の 博 物誌 東 京:朝 日新 聞社,1986

⑤黒 沢 隆 朝 著 図解 世 界 楽 器 大事 典 東 京:雄 山閣,1972

⑥郡 司す み 著 世 界楽 器 入 門 東 京:朝 日新 聞社,1989

⑦佐 竹 悦 子 編 中南 米 の楽 器(非 売 品)

⑧柴 田南 雄 著 楽 器へ の招 待 東 京:新 潮 社,1983

⑨ 泌ク・ロードの楽 器 と芸 能 具 展 楽器 東 京:国 立 劇 場,1989

⑩ダ 仲 グ ラムグ1}・一フ。編 楽 器 東 京:マ ー1レ社,1992

⑪東 京 芸 術 大学 音楽 学 部 小 泉 文 夫記 念 資 料室 所 蔵 楽 器 目録 東 京:藝 術 研 究振 興 財 団,

1987

⑫ 日本 音 楽 大事 典 東 京:平 凡 社,1989

⑬マ刀 ウ著 柿 木 吾郎 訳 中世 ・瞬サンスの 楽 器 東 京:音 楽 之 友 社,1979

⑭民 族 音 楽 大集 成 解 説 書 東 京:キ ング レコード,1981

⑮ンケティア著 龍 村 あや 子 訳 アフリカの音 楽 東 京:晶 文 社,1989

⑯CellectionofMusicalInstruments.Tokyo:KunitachiCollegeofMusicResearch

Institute,1986

⑰Marcuse,Sibyl.MusicalInstruments:AComprehensiveDictionary.NewYork:

W・W.Norton,1975

⑱NewGroveDictionaryofMusicandMusicians,AppendixA.London:Macmillan,

1980
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⑲NewGroveDictionaryofMusicalInstruments.London:Hacmillan,1984

◆楽 器分 類 表

(a)ホルンボステル、ザ め ス著 岸 辺 成雄 訳 ・増 補 楽器 分 類 表(平 凡 社 音 楽 大事 典 第2巻

「楽 器学 」よ り)

(b)AV/MARC分 類 表 東 京:ダ インメデ ィアサービ ス,1990(非 売 品)

作業は、各 々の資料を調査 しそこ に掲載 され ている楽器名 とそれに関する情報を抽出 し入力

す るとい う方 法 によ り行 われた。楽 器名は資料 により日本語 であ った り、欧文であ った り、ま

たは両者が併 記 されてい たりまちまちであ る。 また、同一 言語の 中でも種 々の綴 りが存在す る。

楽器 に関する情報 も資料 ごとにその精度や情報 の種類が相違 する。(資 料間で内容 に矛盾があ

る場合 も少な くない。)し か し、二 次情報 の基礎 データと して用 いる情 報は、原 典 にあるその

ままの形で収集 されなければな らな い。その点 および作業の 円滑 さを考慮 し、第 一段階 と して

の 出典別楽器データは各 々の資料の特性に合 わせ た形 式で 入力 した。また、一部の資料は後の

総合化のための編集作業 を容易 にす るため に、一覧表 の形式 で入力 した 。

収集 ・入力 した出典別楽器データの うちのい くっかの実例 を図2-2、2-3に 示 す 。

2.2.出 典別楽器データの総合化

2.2.1.出 典 別 デ ー タの 編 集

次 に、出典別楽器デー タを総合化す るための準備作 業 として、各出典 のデータを共通のデー

タベー ス ・ソフ トに読み込むための フ ィール ド(項 目)分 けを行 った。それぞれ資料の特性 に

合 わせ た形式で入力され ている出典別楽器 デー タを基 にし、その 内容を次の ような フィール ド

に類別 し、一覧表の形に編集 した。なお 、楽器 名の意 味や 語源等 にっい ての情報は 、整理用デ

ータベースで は取 り扱わな い方針で あるため、た とえ入力 されていて も、これ以後の段階のデ
ータか らは除外 された。

・楽器名

・異称

・HS項 目、AVMC項 目(い ずれ も楽器 分類表 の場合)
・楽器のタイプ ・属 を示す名称

・民族 ・地域 ・時代

・用途

・備考

・記載箇所(番 号/頁)

・HS番 号 、AVMC番 号(い ずれ も楽器分類表 の場合)
・参照楽器名

フィール ド分 けにおいて情報が長 すぎる場合 には、略語の使用 、お よび数詞の アラビア数字

化、重要性の低 い部分の 削除等 の手段 によ り、各項目をフィール ドの制 限文字数の範囲内 に縮

小 させた。タイプ名 にっ いては、同類 の楽器を まとめ て配列す る目的で使用するため、修飾語

が前 にある場合 にはその 多 くを倒置形 に変更 した。(例:s血allkettledrum→kettledru皿,

s田a11)
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編集済 の出典 別データの一例を図2-3に 示す 。

また、 この 段階で、次 の総合 化用 フ ィール ドを追加 した。

◇ レコー ドの配列 のため に用 いるフィール ド
・カナsort(楽 器名の カナの配列形)

・アル ファベ ッ トsort(楽 器名 の小文字アル ファベ ッ トの配列形)

・統一名sort

◇ レコー ドの特定 化のための コー ド

・アイテムcode

◇情報 の出典を示 す フィール ド

・コ レクシ ョン名

◇楽器 分類番号

※基礎 カー ド出力 までの過程 においては、整理用 データベ ースの ファイル区分 、

お よび同類の楽器 の レコー ドを まとめるため に使用 された(た だ し、この段

階では大 まかな観 点で付与 され た)
・HS番 号(ホ ルンボステルニザ ックス楽器分類番号)

・AVMC番 号(AV/MARC分 類番号)

2.2.2,整 理 用 デ ー タベ ー ス(総 合 化 フ ァ イル)の 作 成

前述 の とお り、出典別楽器データの情報 の種類は資料によって相違 す るため 、それを統合す

るための整理用 データベー ス(総 合 化 ファイル)は 、各々の 出典 別データの項 目を網羅 したフ

ィール ドを必要 とする。さらに、総 合化用 フィール ドが追加 され 、整理 用データベ ースには2

9フ ィール ドが設定 され た。

その設定の もとに、前項の編集が 完了 した出典別楽器デー タを順次読 み込 み、最終的 に、1

9の 文献および2種 類の分類表 から33,865レ コー ドか らなる整理用デー タベ ースを作成 した 。

整理用 デー タベ ースは全 出典 の レコー ドが共通のフ ィール ド構造を もち、中身 のないフィー

ル ドが数多 く存在す るため、非常 に容量が 大 きくな った。そ こで 、その ファイルは、総合化用

に付加 された 「HS番 号 」(ホ ルンボ ステル=ザ ックス楽器分類番号)の1桁 目に従って、次

の ようにファイル区分された。(た だ し、0と6は 整理用に仮 に使用 したもので 、本来のHS

番号ではない 。)

0… 楽器 ではな いが楽器 と して使用されるもの

1… 体鳴楽器

2… 膜鳴楽器

3… 弦鳴楽器

4… 気鳴楽器

5… 雷鳴楽器

6… 楽器 名以外 のもの

表2-1は 整 理用 データベ ースの構造 と件数 、および その元 とな った編 集済 の出典 別デー タの

項 目と件数を まとめ たものであ る。
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中 世 ・ル ネサ ン ス の 楽 器ln3trumentsoftheMiddleAgesandRenaissance

デ イ ヴ ィ ッ ド ・マ ン ロ ウ 著 柿 木 吾 郎 訳 音 楽 之 友 社1979

第1部:中 世(17-86)第2部:ル ネ サ ンス(89-221)数 字 は へ。一ジ 数 。

索 引 よ り楽 器 名(太 字)の み を 抽 出 し て入 力 す る 。 欧 文 名 の 記 載 の あ る も の は付 記 す る 。

ア.・

ア ウ ロス ・19、24、27

ア ル パ ・ ドッ ピ ア'arpadoppia179'

ア ン ジェ リ カangeiica192

ア ン ジ ェ リッ クang6|iquelg1、193

ア ン ト ラ ー ・ ホ イ ッ ス ル(枝 角

イ

ィ ェー ガ ー ・ ト ロ ン マ ーJtiger

ウ

ヴ ァ イ オ リ ン ∨ioTin,>ioTon

ヴ ァ ー ジ ナ ル56、87、126、139、

ヴXウ エ ラ ∨ihuela2e2-2e5

ヴ ィ エ ラ64、7e、206

ヴ ィ エ ルSO、65、206

ヴ ィ エ ル ・ア ・ル ー ∨ielleti

ヴ ィ オ ラviola(伊)65、174

ヴXオ ラ ・ダ ・ ガ ン バviola

ヴ/オ ラ ・ ダ ・ ブ ラ ッ チ ォ10

ヴ ィ オ ラ ・バ ス タ ル ダ ∨iola

ヴ ィ オ リ ー ノ219

ヴ ィ オ ル(ヴ ァ イ オ ル)5e、6

-一 ア ル ト ゥ ス208

--5弦2e8

-一ーー デ ィ ヴXジ ョ ン213 -

一 一 デ ィ ス カ ン トdescan

[以 下 略]

白

AbE5heAtn:EGYPT,II;ISLAMICRELIGIOUSnUSIC,1iii

→n～t'nEパ1},ル ノi幻E♪bθ ノ∂di 、5メ'♪5

Abafi層 ノe凸パ5h∂rρ:PHIL!PPINES.lI2iii.寧

AbakueCubaninstrumentofρfricanorigin:L自TINAMERICO,III3

Abengcow-hornt/L〃nクet:JAMnlCA,2傘 傘

AbigolO.rJ"ophone:IGBoMUSIC,1

Aboba.AbObasaerophone=JE↓ ↓ISHMUSIC,14iii

Abut'unク θt:KENYA,4,『.5

Abubaerophone:JEWISHMUSIC,14iii

禽ocotnpanimientoPuertoRican♂1〃n:JAMAICA,2-『

禽ccord;on自CCORDION・.三 白RGENTIN自,II3,f.2;∩USTROLIA,1!1iii;AUSTRIA,11;B自ILECTIO;

COLO「1BIA,II1;CONGOLESEMUSIC;COSTARIC自;DO門INIC∩NREPUBLlC,f.1;ESKII10MUSIC;

ETHIOP!A,4;EUROPE,14,II2;FR自NCE,II2;GURTEMALA,II1,2;GUSし1;IREL自ND,II6,

7;ITALY,II3v,5;L∩TINAMERICA,!Ilii,IU3;LOWCOUNTRIES,II3卓,15;「IALAGRSY

REPUBLIC,4,5,7牟;「1ALTA;MENTO;MICRONESIA,1,2ii;NORTHAMERIC自,11,II3>i,4ii;

P自N∩ 「1A,1,2;PARAGUAY,2;POLAND,II5;POLYNESIA,2i,4∨;SCOTLAND,II7,10;SOUTH

-EOSTASIA
,16;SしJEDEN,II4;SUITZERLAND,II3;TANGO;TANZANI自,2;TURKEY,2ii;UNION

OFSOUIETSOCIOLISTREPUBLICS,II2iv,III,U2i,UII2ili,∨i,IX2i×,×,4i,日i,

v,vi,XI4,9iv,f.21;URUGUAY,II2牢 牢;YUGOSL自UIA,II2v,3>iii,4iv,5ii;Z自MBIA,9

小

→ ♪θρイ∂ηθ6〃,b∂nd・neon,bey∂n ,e・ 刀cer〃n∂,〃5∂r〃o〃 〆c∂..gonbo5カ ∂r"6n〆 緬,or.q∂ ηθ〃o,

5chA'メ'ξ θrOtξ7θ ノ∫,z〆 θh∂rnθn∫k∂

[以 下 略]

図2-2 入力 した出.典別楽器データの実例(1)

①name/namθ(PD/∨ariants

'Q
aba

Qaba

Qabus

Qachel

Qadib'

Qakel

Qalam

Qalqa|ノqa|aqi1(p|}

Qana

Qanabir(p1)

Qanbus

Qand

Qanda

Qanum

Qanun/qat・sanim〈Pl)

Qanunmisri

Qaramut

Qaraqib/qarqabu

Qarna/qurun(P1)

Qarna

Qarnai

Qarnu

Qarqabu

Qasa,

[以 下 略]

◎1anguage

Orab.

Turk.

Areb.

Arab.

Arab.

Rrab、

Arab.

Arab.

自rab./Pers.

Oram.

Akk.

Arab.

◎tリpe

zamr

zurna,obs.

Iute,parchment-bellied

stick,stamped

rattle

reed/pipe

jingles

horn

qabus

drum

qanun

psaltery

qanun

garamut

castanets,P|ate-shaped

nafi1㍉asuccessorto

hornortrumpet・

qarna,smal|

horn

kettledrum,smal|

④place/time/tribe/user

Egリpt,modern

Turkey

Arab.

Ethiopi.a--Christienpriests

Ethiopie--shepherds

Mali.14th-c.sultan'scourt

Hadramaut

Ethiopia

N、India

10thc.topresent(Arab.spekingcountries)

The∩rabianNightst

GazellePeninsula,NewBritain

N劒Africa

IslamduringaI、dafterthe14thc.

anciθntBabりlon

10thc.topresent

図2-3編 集済の
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クワベナ ・ンケティア著,龍 村あや子訳:ア プリ力音楽1989よ り

アプリ力用語解説

楽器名 説明

Aburukuwaア ブ ル ク ワ

Adenkumア デ ン ク ム

Adeudeuア デ ウ デ ウ

Akadindaア カ デ ィ ン ダ

nkasaaア カ サ ー

Amadindaア マ デXン ダ

Otamoア タ モ

自tsim6則 ,ア ツ ィ メ ウw

Atumpanア ト ゥ ン パ ン

Bagリendanwaバ ギ ェ ン ダ ン ワ

Begana

Bendair

BOIOIl

Bummaωor

Coraコ

Embilta

Endingid

Entθnga

EtVJie琵 琶

Ganga

Ghaita

Gonje,go

Goraゴ

[以下 略1

ガーナのアカソ族で,ト ーキング・ドラムとして使われる小さな高い音の太鼓.

ガ ーナのアカソ族で用いられているひょうたんの地打ち筒.

ケニアで用いられている6弦 のリラ.

ウガンダで使われている22鍵 の木琴.

ア カソ語で太鼓の膜面にぶらさげ られ る金属のラッ トル.

ウガンダで用いられている12鍵 の木琴.
エチオピアで使われている小さな太鼓で,手 で打たれる.

ガ ーナのアンロ ・エウェ族で用いられている長い形 の太鼓.

ガ ーナで言葉を打つのに使われている太鼓.[ト ー キング ・ドラムのこと]

ウ ガンダのアンコーレ族の聖な る太鼓.

「シロクロー ドの楽器と芸能具展」 図録

発行:国 立劇場 編集:調 査養成部費料課

諸 民 族 の 楽 器

ひ きもの ・はじく一琵琶のなか ま一

図版

番号 楽器名 地域名 備考(長 さは除 く)

バイ

畑

テ.
ド

ン

}

ヘタ

ウ

dtintジbb

ウ ー ドud

ル バ ー ブrublib

[以 下略]

ヴェトナム

エジプト

トルコ

アフガニスタン

4弦(絹 糸)24フ レ ッ ト,リ ュ ー ト属,撮 弦,独 奏

・合 奏 ・語 り物 の 伴 奏 に 使 用

4i弦,19フ レ ッ ト

5コ ー ス9弦,フ レ ッ トな し,撮 弦,西 ア ジ ア の古 典 音

楽 ・都 会 の 軽 音 楽

6コ ーース,11弦,フ レッ トな し,機 弦,古 典 音 楽

別 称 ロバ ー・一ブ 、 巻 き 付 け 式 フ レ ッ ト4,

旋 律弦3本,ド ロ ー ン 弦 お よび 共 鳴i弦多 数

(1e-13),古 典 ・民 俗 音 楽

主 要 弦8本,ド ロ ーーン弦2本,共 鳴i弦1了本(全 て 金 属 弦

フ レ ッ トな し,橡 弦,金 属 製 の共 鳴 器 付 き,古 典

音 楽

図2-3入 力 した出典別楽器データの実例(2)

⑤description/size/materiaI ◎X-refs(see→;seeal5。 → →ISりn.=)

58-60cm.10ng

7frontfingerholesandarearthumbholeandwasca.600m.long

singleblockwoodca.1m.×ma×.25cm.・,p|aりedwithpTectrum → →qubuz

→qakel

clusterofpe||etbe|1tobeshaken

former1りhungoTImule5andcamels

cowhorn/antelopehorn

gold/sil∨er(unknownconstruction)

→qabUS

→qana

ca.80cm.10ng

→qanun

trapezeorha|ftrapezeFormlOstr.qOthc.)to645trs.(14thc.)

→garamut

jo}nedinpairsbり1eatherthollgs,ca.30×10cm.

10ngS-shapedtrumpet

Cf.karranay

==qaraqib

出典別データの実例

一9一



表 2-{ 出 典 別 デ ー タ の 項 目 と 件 数 、

No 資 料 名

分 類 関 係 フィールド 禽unc専 用

フ ァ イ ル 名/ア イ デ ムCODE

「"一'一 ≡≡≡≡

:フ ィールド/

iバ ・・数
:

一"←-"一 一 一1

レコード

数

/
㌔

・体 －

i猫 糞

着 帯
彫》三y〔

藻 フ

i糖類
…藪募
ン⇔ 爵'工

llll
SHlSH'SHl主 要'主 要

``1`

分 類:分 類1分 類1地 域 等1楽 器 名

項 目;ENG:GER:1

._一_」__」_.-L__」___づ::l
l

::ll

llll
l:ll

llll

癒 ぷ づi
・鰻 圭ぷ{'メ

名鵬… 」
一 二苦≡:±

,諜';:

';
"‡'"ば ・‡

.‡ 、 」

整 理 用 テ㌧ タベ ース

(総 合 化 フ〉イル)

1GOKKI99
-0日 日06-Ol㊧ 一983

…

33865

,'

,,

七

.駕

iiii

②i◎i④i◎i◎
64:58:59124:10

■

i・【『 ・i

.豊i豊{
a HS分 類表 ・・C・S・ 囲 … 吐 ・iぽ181 613

7・P『7P

層P

.演.,,9

矯 奪

il{

56i・68・i・ ・i24i1・ τ…]
b AVMC

:ρ∪ト1C
O向一〇〇〇〇9-61⑤ 一147

`

4go 「ら .漬 食 ・ 臼…臼…-LL ユ=
C LC分 類表 LC岡 ・C㎜ ・Hi ii-ii ii
1 大阪音楽大学附属 ・・GHn。5.㎜ 。翻i⑯ 一622

:
728

㍉畠や ∨ ㌔' 　 llll
…;一 一1--1--1--

ll}1

'　

・一 ド:一;

は;

辛1

2 音楽大事典
:

HODNi6-00000-Ol⑦ 一137
1

1947 ::ll-一 一 ー 一 一 ー一{一

:lll
ξい;

.い 」

3 楽器資料集y～X
国立音楽大学

:KOGS岡図3
-0随00-Ol⑭ 一632

i
431

「 一…一「 ヒ …一 "‡;‡

;

;;

1 ..望

'4 楽器の博物誌
:

GHSGBO2-0舶00-Ol⑬ 一446

:

585

串...'

1-=]一
‡ 『」

‡]

± ・{・1

5 黒沢隆朝著:図 解
`

KURO7-ooooa－ 日1◎-167 1436

・…
' ._帳 …

… 一 に … …-
1

‡;

1:i

6 郡司すみ著:世 界
…

GSSGN98-00009-Ol◎-192
「

304

H亡 † 1

{lll

_1_1-一:_1_

1::1

・ ・撒・;

ポ 」

‡.」

7 佐竹悦子編:中 南
;

CS自15一 日0900-9;⑬ 一496

:
532

,,,.

,二 ≡ 1㌔ に 一 一
一'"r㌍';
層レ;

⊆1

8 柴田南雄著:楽 器
:SHIBOT自09

一朋009-Ol⑩ 一356

■

129

,汽㌔

+「 …一に
1

_t.三

. ,ら1、i

9 シルリ ロード の 楽 器 と
;

SRGG11-00009-ol⑭ 一572
…

220、

Σ7

;i;;
一 一 ー ー ー ー 一 一__

:ll:
1

;;

‡;

10 ダ 什 ゲ ラムグ ルーフ。編
:h

1↓」06-0000② 一〇1⑤ 一190

:

894

},7
llll

.口.」 一.1..1.-

llll

・さ・ ナ ・x・`・;

‡
、;‡;

11 東京芸術大学音楽
l

GEID川01-00000-Ol⑮ 一706

:
710

r,,「

一 …÷i-… 一
'「"1 ・;

:.1

,.圭!

12 日本音楽大事典
:NODHOBR12

-00000-Ol◎-137

:

312
・:"

=一=一
1

‡ ㌔;

‡;

,・ ・ 峠.}・,III-;

13 マ氾 ウ著:中 世 ・口
1

湘R10-00四 〇-Ol⑩ 一396

:
761

`,

i:li
-一 ー 一 一 一 一ー 一_

ll:1
‡;
‡]

14 民族音楽大集成
:岡ODNDX

13-00000-Ol⑩ 一167

:

2012
7

{lll

--1_:一 一1--1-.

ll;1

撒;

‡;

‡;

15 ンケティア著:ア フリカの
`

OFRICO14一 四 朋0-Ol⑫ 一444

:
60 .

毒中 ・

:"　 早 ㌍iー ト
'一=';

]'1

二..1

16 Collectlonof
:KOGS

H(2}脳 一〇四 朋 一〇1⑪ 一432
1

1619 LLL「
‡;

‡;

・≧17ホ.;

17 11arcuse
}

n臼RPT18-00000-ol◎-387
:

3369

1

+ト1一 ト
,

1:;

い;

18 NewGroveDlc.

負ppendl×

:NGq17
-000図0-Ol◎-303

i
5285i

i －i-=二 'Σ ・1'男

。T;:;

19 NeuGro∨eDlc.

nuslcalInstr

:
NG卜1119-000臼0-Ol⑬ 一349

i
11488

",=

i'":

1

一…ぐ … 一 ±'.・i
・・ぷ ・;

‡;

‡;
」P1

[]の クフ　 ルド
必ず入力する
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お よ び 整 理 用 デ ー タ ベ ー ス の 構 造 と 件 数

フィール ド名/内 容/レ コード長

個々の資料/個 々の楽器
[

麟 搬.

1毅 ・

i・一ドー 卵 円

1、
I

l・

アイテ4

CODE

－ 梧 ～.一 一

コレクシ

ョン名

分類

1

_一__一_」 一 ←_一 層 一

日本
語

分類
2

≡ 一 一 ー 一 ←

欧語

分類
3

⊥ 一_一 一_一

特殊

番号

L-一,一 一≡

or

員数

Xref

'一'噺 一 一

楽器名

一 一 ー 一 一'一,一

漢字
形

一 一 一 ー 一 一

欧語
形

一'← 一 一 一 ≡ 一 ー ー 一 指 一

別称 別 称
sort

≡ 一 ⇒ 一 一 一

カナ

sort

-一 合 一 →,

アルファ

sort

-一 一 ー 一 一

地域
■

民族
一 ≡-r← 一 ← ・

=細 目

(使用

者の)

材質
◆

奏法
一 ≡ ≡ ≡ ≡'

用途

一 一 一 一 ・ 一

備考

L← 一__,_一 一

製作
関係等

.,.
…
『 ・

i◎

浄
⑩

8

⑳

18

⑫

36

⑬

50

⑭

14

⑮

108

⑯

2

⑰

32

⑮

24

⑲

34

⑳

30

@
14

㊧

24

⑬

32

@
58

㊨

116

⑮

56

㊧

36
."』

..』.』

F'1 8 10 一 一 一 一 一 一 一 一 2 24 一 一 一 一 14 一 一 24 一 一 22 一 一 一 一 一 一

…
f　 鳩 山

8 4 一 一 一 〔 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

1

ゼ
、i_.

享'∵

8 12 30 一 一 一 一 4 2 20 18 26 20 14 14 24 58 62 38 26‡

1二。

i一
8 16 一 一 一 一 一 一 28 一 一 28 ～ 一 22 一 一 一 一 14 29 一 一 一 一 一 一 一 一

'5

t・

1::i

i'

8 16 26 28 14 12 一 一 22 8 26 一 一 一 一 16 24 36 6 一 一 36

rご
;

8 14 20 一 一 一 一 98 2 22 20 20 22 一 一 22 22 20 一 一 12 一 一

・ド竺 ≒
・:

c 8 12 一 一 一 一 一 一 24 一 一
28 一 一 30 10 一 一

24 39 一 一 一 一 一 一 一 －

i〔一
: 8 12

一 一 一 一 一 一 76 2 28 一 一 一 一 一一 一 一 20 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ピ ー
} 8 16 22 一 一 一 一 29 2 32 一 一

28 22 一 一 22 28 54 22 一 一 一 一

1・rii・ ・

輻'
8 12 一 一 一 一 一 一 8 2 16 14 一 一

14 一 一 12 一 一 20 一 一 14 一 一

1`Illl…

i・
8 14 36 一 一 一 一

4 2 16 18 24 22 一 一 12 22 32 68 46 一 －

i㌔二

8 10 一 一 一 一 一 一 64 一 一 22 一 一 一 一 ～ 一 一 一 16 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー

i.
H1

8 14 22 50 一 一 4 2 22 18 26 30 一 一 22 22 50 116 38 36
ド・r

∫!
1≒_'

8 14 16 14 一{ ,一 一 一 一 32 一 一 {一
10 一 一 10 一 一 『 一 一 一 一 一 一 －

ll』

い
8 18 一 一 一 一 一 一 108 2 28 4 24 20 一 一 16 24 一 一 一 一 一 一 一 一

'F.・rヒ

上

t猴

r

8 14 }一 一 一 一 一 28 一 一 20 14 24 一 一 一 一 18 24 6 一 一 10 一 一

ξ一 『i-

㌧: 8 6 24 一 一 一 一 一 一 2 22 一 一 18 6 一 一 14 20 36 48 56 一 一

捧1・1・ ・'・』・i

じ '

1'

8
.

12 一 一 28 一 一 36 2 14 14 32 一 一 一 一 12 32 56 一 一 一 一 一 一

8 6 一 一 36 一{ 一 一 一 一 一 一 一 一 30 30 一 一 一 一 30 58 102 56 一 一

1"㌔="

ぷ.
1・,・・1

8 4 50 一 一 一 一 一 ～ 一 ← 一 一 一 一 32 30 一 一 ←一 28 58 一 一 56

.

36

(refs,

ピ
[・.

8 4 一 一
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2.3,登 録用 テキス トファイルの作成

2.3.1.整 理 用 デー タベ ー スの デ ー タ の整 理

楽器 データベー スのデー タ作 成の よ りどころ とする基礎カー ドを出力するため に、出典別 デ

ー タの総合化 によって構築 した整理用 デー タベ ー スのデー タの整 理 ・編集を行 った 。それは以

下 に示す手順 によ り行われた6

(1)す で に大 まか に付与 されている楽器分類番号(「HS番 号 」と 「AVMC番 号 」)を 、

同類の楽器を集め ることが可能 な程 度の桁数 まで精度 を高め た。

(2)デ ータベ ースのデータを作成す るの には必要 としないフィール ドを削除す ることによ り、

フィール ド数 を29か ら20に 絞 り込んだ 。

(3)基 礎カー ドによるデータ作成作業を容 易にするために、(2)で 付与 した楽器分類番号を

用 いておおむね近 い分類 番号を もっ楽器 を まとめ、さらに次の方法によ りレコー ドをグ

ルーピ ング して抽 出 した 。

・カナsort/ア ルファsortで 配列 して近 いもの

・分類2(タ イプ名)で 配列 して近 いもの

・説明の中 に同 じ楽器名やタイプ名が入 っているもの

この段階で、データベー スのデータ作成 には不 要な レコー ドは抽 出か ら除外 した。抽出

された レコー ドの ファイルに対 しては、グ ルー ピング に用いた楽器名やタイプ名を ファ

イル名 として用い た。

(4)レ コー ドのデータをCSV形 式か ら改行 区切 り形 式に変換 し、各 フ ィール ドの先頭 にそ

のフィール ド名を付加 した。

2.3.2.基 礎 デ ー タ の カー ド出 力

基礎カー ド出力用データからA5の 大 きさの基礎カー ド約33,500枚 をプ リン トア ウ トし、そ

れ をファイル名順 、ペー ジ順 に配列 した。

プ リン トア ウ トした基礎 カー ドの実例を 図2-4に 示 す。

2.3.3.デ ー タの編 集 ・作 成

基礎 カー ドを基 にして 、図2-5に 示す書 式を用 いて、直接 パソコンに入力す る方法でデータ

ベ ースのデー タを作成 した。データ項 目の うち 「楽器名 」 「解説 」 「HS番号 」 「AVMC番 号 」

「記載資料 」は必ず入力 されているが 、その他 は必要 に応 じて記録 したため 、書 式 に用意 され

てい る項 目名が必ず しも全部使 用されているわ けではない。基礎 カー ドの出典名は 「記載資料 」

と して記録され、事典以外の場 合にはその記載 箇所(収 録ページ または収録番号)も 付記 され

た。複数の基礎 カー ドが1デ ー タに集約されるこ とが 通例で あるが 、その場合 には1デ ータに

出典名が複数列記 された。出典 別楽器 デー タの対象 と しなか った資料を参考 と して用い た場合

には、それも記載資料 として記録 した 。
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け
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so
皿

π

so
名
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名

so
万

一
独
器

滑

川
統

胃
薬

類
口
分
ゾ

形
形

内
内
名
所
族
材

号
白

字
語
称
料
料
的
箇
民
乗

号
目
番
項

漢
欧
別
資
資
の
当

・
・

番
項
㎜
配

ル
該
域
質
途
考
朋
鉗
酬
酬

地
材
用
備

シク

siku

シク

01004880

シーク

X

siku

　

気 鳴 一一パ ンパ イフ6

鍋 、莱冒嬰'pes
443

ヘ ルー、 ホ"リヒ"ア・=アイマラ

葦 管7管1列
×

×

421.112

768.37

図2-4基 礎 カー ドの実 例

楽器名

演字形

欧語形

別称

解説

地域 ・民族 ・時代:

材質 ・素材

用途

備考

HS番 号

AVMC番 号

LC番 号

[記載 資料]

図2-5楽 器データベー スのデー タの書式

1デ ータを作成する単位 にっ いては次の基準 に従 った。

◆タイプを表す名称/総 称的な名称

◇通常は楽器群の単位の名称に対して作成する。
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◆個別楽器名

◇通常 、同一種類の楽器の 単位 で作成 され る。

・同一種類の楽器 に対 する別称等は共通のデータに表示 し
、それに対 して独立 したデ

ータは作成 しない 。

◇同一種類 の楽器であ るが別の側面や性格 、背景 をもっ ものが独特の名称で呼ばれる場合

には、それに対 して独立 したデータを作成する 。

「解説 」の作成 にあたっては 、このデー タベ ースの意図す る目的か ら、で きる限 り1～2行

でその楽器の イメージが わ くような説 明を心が けた。類似異 種の楽器が ある場合 には相違がわ

かるよ うに、より詳 しい解説を行っ た。 「解説 」の作成においては、基礎 カー ドと共に下記の

資料 を、この優先順序で参考 と して使 用 した。

①NewGroveDictionaryofMusicalInstruments.London:Macmillan,1984

②Marcuse,Sibyl.HusicalInstru皿ents:AComprehensiveDictionary.NewYork:

W・W.Norton,1975

③ そ の 他 の 参 考 資 料

短 い 「解説 」によってその楽器を表現で きる場合には、 「地域 ・民族 ・時代 」や 「材質 ・素

材 」、 「用途 」の項 目に関する内容 も 「解 説」の 中に含め た。逆 に、 「解説 」が長 めになる場

合 には、その他の項 目名 も用 いて記 録 した。

多数の基礎 カー ドを集 約 して作成 されたデー タの実例を図2-5に 示す 。

今回の委託事業の期間 内 には、約3,500枚 の基礎 カー ドを処理 し、約1,000件 のデータを作成

した。当初は、非統制楽 器名データを独立 したデータ として登録 する予定だったが 、検索機能
への考慮か らそれを本デ ータに別称 と して表示 し、そのデー タの索引 と して登録す る方法 に変

更 したので、データの登録件数 は予 定 よりも少な くな った。 しか し、処理 した基礎データの件

数は計画 どお りで ある。

作成されたデー タは文 書型データベース ・ソフ トに読み込 むために、テキス ト・ファイルの

形式で登録された。

詳 しいデー タの仕様 にっいて は、 「3.1.デ ータの仕様 」を参照 の こと。

2.4.楽 器 デ ー タベ ー スへ の登 録

2・3'3・で作 成 され たテ キ ス ト ・フ ァイル を文 書 デー タベ ー ス ・ソ フ トに読 み 込 み 、さ らに表

題 お よび索 引(キ ー ワー ド)の 登 録 を行 っ た上 で 、最 終的 に楽 器 デ ー タベ ー ス の デ ー タ と して

登 録 した。 ・

2.5.図 像資料の試験 登録

今 回の構築作業 においては、試験的 に下記の楽器に関す る図像 資料の登録 を各1点 ずっ行 っ

た。

◇楽器の写真

◇楽器を演奏している写真

◇歴史的な文献にに見られる楽器の図
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SHONo.35

SHONo.34

カナsort ルシヨン

アルファsort 1usheng

統 一 名s。rt シ1ン ル

アイテムCODE 050日1190

楽器名 芦 笙(防 ヨン)

漢字形 芦笙

欧語形 1usheng

別称 ×

資料内分類 気鳴楽器一白由蓑欝屈
資料 内ジ臼 ル
コの ション名 板書大楽博館
該当箇所 1日ユ

地 域 ・民 族 中国 苗(ミヤわ 族1中 国南 部か ら東南アジア北部 山地)
材 質 ・素 材 竹管・木鞄6管

SHONo.33

SHONo.32

SHONo.24 1

集
SHoNo.]9 基

SHONo.18

カナ50rt ロシヨウ

アルファ50rt

統 一 名5。rt ショウo

アイテムCODE B8003030

楽器名 薦笙
漢字形 薗笙
欧語形
別称

資料内分類
資 料内ジ ャW
]レ助 ヨン名 世界楽器入門

該当箇所 2]7

地 域 ・民族

材 質 ・素 材

用途
備考
SH番 号 422.32

SH項 目

一

自)門C番号 768.82

有りnc項 目:

1デ ー タに

集約 され る

基 礎カー ド

↓

上 の基礎カ ー ドを集約 して作 成 さ

れ た楽器 デ ータベ ースのデ ー タ

楽器名

月日読

別称

材質 ・素材

用途

HS番 号

AuMC番 号

LC番 号

[記 載資料]・

:董 笙/芦 笙 ロショウ(日 本 語)ノtl－ションtu{02}she{95}ngilusheng/

1u-sheng(中 国 語 ・漢 族}

:蒼 笙/芦 笙 アジショウ(日 本 語}借 シェ;(中 国 語};kaengケ ーン(ラオ語);・

梗gaeng・geng(三 ・1ff・ ト)族 ・スィ族);嗅 斗gad・u(ミ ャ牙旗P;

ll裏襟ミgajie(三eオh渠)

:東 南 アジ ア、中 国 南 西 部(ミ+オ 族/桝 族/ト ン族/チ ワン族/イ 族)で 用 い られ

る マウ㍗ 祐 ガ)。 細 長 い 木 製 の 気 室 に 竹 管 が 差 し 込 まれ て い る
→ ヶ一)(D→ 請 薗 笙 →甜 董 絡 を 参 照

:竹 管(通 常6)/木 製 の 気 室/金 属 製 のLt－ド

:独 奏/合 奏 ・舞 踊 の 伴 奏 。野 外 で の芦 笙 舞(種 々 の 祭 で 芦 笙 を吹 き

な が ら踊 る)、i若 い 男 女 の交 流 、葬 儀 な ど で 重 要 な 役 割 を 果 た す

:412.132

:768.82

大 阪 音 楽 大 学 附 属 楽 器 博 物 館 目録

音 楽 大 事 典 平 凡 社

楽 器 資 料 集W国 立 音 楽 大 学 楽 器 学 資 料 館996

楽 器 の 博 物 誌 朝 日 新 聞 社49-51,se,127

郡 司 す み 世 界 楽 器 入 門217

Wク ・0一ド の 楽 器 と 芸 能 具 展 楽 器94

中 国 少 数 民 族 楽 器 志 中 央 民 族 学 院 少 数 民 族 文 学 芸 術 研 究 所13e

民 族 音 楽 大 集 成 解 説 書 ‡ンゲ レコート"133

CollectionofMusica|Instruments.KunitachlCollegeofMusicResearch

Institute93,94

NewGro∨eDictionarりof阿uslcand「lusiclans,ApPendixA

NewGro∨eD}ctionarUofMusicalInstruments

図2-5基 礎 カー ドを基 に した楽 器デ ー タベ ースのデ ー ヲの作成
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3.デ ー タ の 作 成 基 準

楽器データベースのデータは以下の基準で作成されている。

3.1.全 般 的事項

3.1.1.デ ータの各部分 の名称

「楽器名 」等

(「漢字形 」

も含む)

L[十

別称等

(「漢字形 」
も含む)

見出語…楽器名に表示される楽器名称群の最初の表記

楽器名称群(各 アンダーライン部分)〈 をも見よ形〉参照

(平凡社

図3-1デ ータの部分の名称

3,1,2.デ ータ項 目

楽器データベースのデータは次の項目から構成されている。
◇ 「楽器名 」等

楽器名 、漢字形 、欧語形 、別称

◇ 「解説 」等

解説 、地域 ・民族 ・時代 、材質 ・素材、用途 、備考
◇楽器分類番号

HS番号 、AVMC番 号

◇記載資料

記載資料
※ただし、各データにおいて上記の項目を必ず しも全部入力するわけではない。

3.1.3.デ ータ作成の基本原則

■1デ ータとする単位

◆タイプを表す名称/総 称的な名称

◇通常は楽器群の単位の名称に対 して作成される。

◆個別楽器名

◇通常 、同一種類の楽器の単位で作成 される 。
・同一種類の楽器の同称別表記や別称等は共通のデータに表示 し、それ に対 して独立 したデー

タは作成 しない。

◇同一種類の楽器であるが別の側面や性格 、背景をもっものが独特の名称で呼ばれ る場合には、そ
れ に対 して独立 したデータを作成する。
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■基本的に次の2種 類の材料を基に作成する

(1)基 礎 カー ド(文 字資 料)で わか る範囲の情 報
・複 数の カー ドを 同一 データ とす ることが で きる場 合はそ れ らを統合 し、わか る範 囲 で作成

す る 。出典 によ って説明 の精度 が異 なる こ とが 少な くな いが 、適 宜処理 す る 。

(2)参 考 資料(次 の優先 順序 で用 いる)

(1)NewGroveDictionaryofMusicalInstru皿ent

②Marcuse,Siby1.MusicalInstruments:AComprehensiveDictionary

③ その他 の参考資 料

3.1.4.楽 器名称の種類 とデータとの関係

■基礎 カー ドにある楽器名称はおおよそ次の①～③に大別 され、通常下記のようにデータ化され る。

◇ただ し、これは類型であり中間的な楽器名称も存在する。

名称の種類 該当するもの データ化

①個別楽器名 ◇個別の種類の楽器に対す

る代表的な名称

・通常 これを見出語 としてデータを作成す る。

②別称 ・呉織 ◇個別楽器名の別称 ・異綴 ・通常 、個別楽器名のデータの中に表示される。
・個別楽器名と同一種類の楽器であるが 、別の側面

や性格、背景をもっ ものが独特の名称で呼ばれる

場合のみ独立 したデータとなる。

③タイプをあ
らわす名称

◇楽器群の単位の名称 ・これを見出語 としてデータを作成する。

■同一名称の異楽器の取扱方法

◇次のいずれかの方法を用いる。

①一つのデータにまとめ、 「解説」の定義で(1)(2)...の 項番を用 いて区別す る。

②次のように 「楽器名 」の見出語を特定化 し、各々別データとす る。

(1)

(2)

(3)

3.1.5.楽 器名称の関係の表示

(1)前 提事項

■下記①②の楽器 データベース構築の目的、条件を考慮 し、このデータベースにおいては、楽器名称の

等価関係および連想関係 、階層関係の厳密な整理 は行わない。

① このデータベースが 目的 としているのは、概念ではなく、実際の物(楽 器)と 呼び名の整理であ
る。

②多数の言語にわたる名称を1っ のデータベースにおいて取 り扱 う必要がある。

(概念の整理をするシソーラスは、基本的に1っ の言語の範囲で作成され る。)

◆従 って、各データにおいて他の楽器名称 との関係を可能な範囲で表示するが 、それはシソーラスの

ような厳密性をもたない 。
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(2)各 データにおいて他の楽器名称との関係を表示する手段

(a)「 楽器名」の項目に見出語 に続いて列記される、見出語 と同一楽器名称群の別表記(漢 字 、カナ、

アルファベッ トの別の形)
…これらはほぼ 〈を見よ形〉に近 い関係である。

(b)「 漢字形」 「欧語形」 「別称 」(以 後 これらを 「別称等 」と総称 する)

,…ここに表示される名称は、必ず しも 「楽器名 」に対する 〈を見よ形 〉ではな く、 「楽器名」
といろいろな重な り合 い方をする。

(c)〈 をも見よ形 〉参照

※ この表示形式にっいては次項を参照のこと。

(3)デ ータにおける 〈をも見よ形 〉参照の表示形式

◆参照すべ きデータの見出語のみを表示する。

◆ 「解説 」等の末尾に 「→OO －を参照 」の形式を用いて表示する。
・解説、備考等の文章の最後に2ス ペース(uu)を 置 いてから表示する。
・ただし、改行後の新 しい行に表示する場合は、項 目名の コロンの後の桁位置から表示する。

◇参照すべきデータが複数ある場合は 「→○〇一→○〇一を参照 」の形で表示する。

(例)山 一→竈太鼓 → 日月太鼓 を参照

(4)楽 器名称の関係の表示基準(関 係のパターン別)

◆凡例

套:::㌶議 ㌶ ㌶ 一夕作成の有無 〔]・ ・地 一ン図

[パ ター ン図の見方]
・①②③…楽器名称

・〈 〉…1デ ータ

・【 】は各データで作成する別称等および
、 〈をも見 よ形 〉参照の表示を示す 。

※ 「別称等 」は 「漢字形 」または 「欧語形 」、 「別称 」のいずれかの項目名のもとに表示す

ることを意味する 。

■パターン1:重 な り合 う、またはほぼ重な り合 う

◇通常の別称等がこれにあたる

☆①を 「楽器名 」とす るデータのみ作成 し、②の独立 したデー タは作成 しない 。

★②は①のデータの別称等 に表示する。

〈楽器名:① 【別称等:② 】〉

※②の独立 したデータは作成 しない
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(例)① 「ティン・ホイ※ ルtinwhistle」 と② 「pennywhistle」

楽器名

解説
別称

材質 ・素材

:ティン・ホイッスルtinwhistle

:へ。ニー・ホイッスルpennywhistle

:ダ 外 切 レートの 普 及 版 、6っ の指 孔 を 伴 う 。19世 紀 末 か ら路 上 の 音 楽 に

広 く使 用 され て き た 。特 にアイルランド で は 、今 日 で もパ グ な どで よ く

使 用 さ れ る → アイリッシュティン・ホイッJVb→ へ'二一・一ホイッ刃レを 参照

:通 常 は 真 鍮 製

■パターン2:重 な り合 う部分が ある(非 階層関係)

☆① と②共に独立 したデータを作成する。

★相互 に他方を別称に表示する と共に、相互に他方への 〈をも見 よ形 〉参照を作成す る。

◆このパターンの別称等お よび参照語の表示にっいての考 え方

◇b(①=②)の 部分が存在することの表現:→ ①の別称等に②を、②の別称等に①を表示す る。

◇①②は重な り合う部分 と相違す る部分があるという関係を相互 に作成する 〈をも見よ形〉で

表現する。

r

|

一

①

a b

②

C

一 三'

一

〈楽器名:① 【別称等:②;解 説:→ ② を参照 】〉

〈楽器名:② 【別称等:①;解 説:→ ① を参照 】〉一 一

寒

_一

(例)① 「ホ郁1レwhistel」 と② 「呼 子 ヨフ"コ/ヨピコ」の場 合

①

②

楽 器名:ホ イッ苅whistle

漢 字形:呼 子 ヨプコ/ヨピコ

解説:

①
②∈

→呼子 を参照

楽器名
欧語形
別称
解説

呼 子 ヨブ コ/ヨピ コ

whistleホ イッス1レ←

呼 子 の 笛 ヨプ コノブエ

→ ホイ城1レ を 参 照

←

←

‥

]

」

(注)上 記の方法は両方が優先語で非優先語であるという形式であ り、通常の シソーラスの理論から

すると矛盾 している 。しか し(1)の 前提事項に示 したように＼ このデータベースはシソーラスが

行 うような概念の整理を目的 とするものではないため、この方法を用いる。

■パター ン3:あ る楽器名 とその楽器が特定の条件 に置かれた場合の名称

☆① と②共に独立 したデータを作成する。

★相互 に他方への 〈をも見よ形 〉参照を作成す る。
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①回 〈楽器名:① 【解説:→ ② を参照 】〉

〈楽器名:② 【解説:→ ① を参照 】〉

◆その1:あ る楽器名 とその楽器の特定の地域における名称

(例)

①

② 楽器名
解説

:ティン・ホイッスルtinwhistle

:へo二一・ホイッスルpennywhistle

:ダtiF・71レートの 普 及 版 、6っ の 指 孔 を 伴 う 。19世 紀 末 か ら路 上 の 音 楽 に

広 く使 用 され て き た 。特 に ア栃 ンド で は 、今 日で もパ ブ な ど で よ く

使用 さ れ る → アイリッシュ・ティン・ホイvAレ → へ。二一・ホイッ.rnを 参 照

:通 常 は真 鍮 製

:アイリッシュ,ティン・ホイッスjbIrishtinwhistle

:アイルランド で用 い られ る ティン・ホイッスル → ティン・ホイッスル を 参 照

◆その2:あ る楽器名とその楽器がある状態に置かれた場合/特 定の属性を持った場合の名称

(例)

① 楽器名
解説

②

:竈 太鼓/大太鼓 ダダイコdadaiko/dadaiko

:日 本の大型の樽型太鼓 。雅楽の舞楽で使用される
→火焔太鼓 →日月太鼓 を参照

:日 月太鼓 ニチゲッダイコ

:竈 太鼓/大 太鼓 ダダイコ

:日 本の雅楽で用いる左方、右方の壺太鼓(だ だいこ)名 称は火

焔の上方に日輪 と月輪の装飾を持つことに由来する →竈太鼓
→火焔太鼓 を参照

■パターン4:階 層関係

☆①②③共に独立 したデータを作成する。

★全体と各構成部分との間で相互に 〈をも見よ形〉参照を作成する。

① 【解説:→ ② →③ を参照 】
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(例)
◇①は用途 、②③は形態を示す名称であるが 、いずれも日本における具体的な楽器を示す言葉 とし

ての使われ方 には階層関係があると判断され る。

① 楽器名

解説

:題 目太 鼓/お 題 目太鼓 ダイモクダイコ/オダイモクダイコdai皿okudaiko/

daimoku-daiko

:日 蓮宗 で 、題 目を唱 える際 に用 い る団扇太鼓 と柄太 鼓の総称
→団扇 太鼓 →柄 太鼓 を参照

② 楽器名
解説

用途

:団 扇太鼓/う ちわ太鼓 ウチワダイコuchiwadaiko

:日 本で用いられる片面の枠太鼓 。円形の団扇に似 た形状を してい

る。片手で柄を持ち、ばちで打つ 。
:主 として日蓮宗で題目を唱える ときに用いる。また、歌舞伎の下

座音楽で殺人場面の伴奏にも用 いる →題目太鼓 を参照

③ 楽器名

解説

:柄 太鼓/柄 付太鼓/柄付 け太鼓 エダイコ/エッキダイコ/エッケダイコedaiko

:日 蓮宗徒で用いる、柄の付いた両面の枠太鼓 。片手に持ち、ばち

で叩 く →題目太鼓 を参照

■パターン5:連 想関係

◇非階層関係にあるものにおいて、その関連性が出典に言及されている場合

◆パターン5-(1)出 典 に関連性が明確に説明されている場合

☆① と②共に独立 したデータを作成する。

★相互に他方への 〈をも見よ形 〉参照を作成する。

=tmuc　　 　 　 　 　 ノ　 泌一 ≡　 一 　 x　 　 遠田才 ー ー 一

[十[ま たは固 ± または回 → 「
(一 → は出典に関連性が表示されている方向、… 一→ は暖味な関連性の表示を示す)

_二攣 玉 璽㌧抵繋 駕二三遼竃=遼 麓=禦L!__」

(例)

① 楽器名

説
途
解

用

備考

別称

:i阻fengwane

:i皿pempe(1)/indweba

:アフリカ南部 のZulu族 が用 い るホWスル

:し ば しば少 女達 に よって 、娯楽 の踊 り歌の リズムを強調 す るため に用

いられ る

:ヨーロッパ の警 官の用 い るホイッスルは 、この楽器 を模 倣 して作 られ 、

imfengwaneと も呼ばれ る →itankiを 参照
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②
説
途
考

瀦
解
用
備

楽 :itanki

:ア万力南部 のXhosa族 が用 いるホイッスル

:通 常 は踊 りのリータ㌧ によって 、踊 りの 変わ り目の 合図 に用 い られ る

:ヨーロッ1、oの警 官の用 いるホィッス)レの別 名 で もあ る →i田fengwaneを 参

照

② の 出 典 にお け る説 明
,,lt
anki.WhisteoftheXhosapeopleofsouthernAfrica. ...SeeaIsoI田fengwane.,,

◇関連はあるが 、その実体が不明である場合はここに含める。

(例)か ってミャンマーから中国へ伝わったという記録の ある 「ケーン」と現在の 「ケーン」

◆パターン5-(2)出 典に関連性が曖昧に説明されている場合

☆① と②共に独立 したデータを作成する。

★両方のデータ共に 〈をも見よ形 〉参照を作成 しない。

巨]… →回 またはロ ー一日 またはロ ニ::恒
は出典に関連性が表示されている方向、・… → は暖昧な関連性の表示 を示す)

※両方のデータ共に〈樋 よ〉参照を作成幽

(例)

① 楽器名

説
途
解

用

備考

別称

:imfengwane

:i皿pe血pe(1)/indweba

:アフリカ南 部のZulu族 が用 いるホイッスIP

:し ば しば少 女達 によ って、娯楽 の踊 り歌 の リズムを強 調す るため に用

い られ る

:ヨーロッパ の警官 の用 い るホイッスルは 、この楽器 を模倣 して作 られ、

imfengwaneと も呼 ばれ る →itankiを 参照

② 楽器名
解説

:impembe

:アフリカ南 部 のSwazi族 が 用 い るホイッス}レ

① の 出典 に お け る 説 明
"l
mfengwane[impempe,indweba].WhistleoftheZulepeoPleofsouthernAfrica...

areoftenusedbyZulugirlstoaccentuatetherhythminrecreationaldance-songs,

asalsoamo㎎theSwazitowhomthewhistleisknownas《."

② の 出 典 に お け る 説 明
"lmpembe

.WhistleoftheSwazipeoPleofsouthernAfrica.SeeImfengwane."

3.1.6.文 字 、カナ表記

■片仮名

◆半角を使用する。
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■丸かっこ
◆半角の丸かっこを使用するデータ項 目

◇楽器名等 における名称に対する付加的説明

◇宜S番 号 、AVMC番 号のデータ項目においては:→ 半角を使用する。

◆全角の丸かっこを使用するデータ項目
◇解説 ◇材質 ・素材 ◇備考

◇地域 ・民族 ・時代 ◇用途

■特殊文字の入力

◆音標符号付ローマ字/特 殊アルファベッ ト(半 角)

◇資料3「 音標符号付ローマ字/特 殊アルファベッ ト仮表示付加コー ド表 」のコー ドを使用す る。

◇ 「対応するローマ字+{コ ー ド}」の形で表示する

(例)「F16te」 → 「Flo{08}te」

「BaB」 → 「Bass{55}」

※上記の方法 はAV/MARCオ ンラインシステムで作る予定の外字(691字)に いずれ置 き換

えることを考慮 した処置である。

◆全角外字

◇MS-DOSの 「ユーザ定義文字 」による外字(84字 まで可能)を 使用する 。

3.2.楽 器名 、漢字形 、欧語形 、別 称

(1)各 種の楽器名称の表示方法

■楽器名 、漢字形 、欧語形、別称(以 下 、 「楽器名 」等 、とする)に は次の名称表記のみを表示する。

①1デ ータに集約する基礎カー ドおよび参考資料として用いた資料にある楽器名の表記
② ①に含まれる漢字や平仮名の楽器名の片仮名表記

■楽器名称群単位で表示する

◆ある楽器名称 とその音訳語からなる、1っ の楽器名称か ら派生 した名称のグループ(同 一名称の異

綴を全て含む)を 楽器名称群 と呼ぶ こととする。 「楽器名 」等においては、楽器名称群単位で各種

の楽器名およびその表記を表示す る。

(注)意 訳語や別系統の名称は別の楽器名称群 として扱 う。

例:「 ピアノpiano」 に対する 「洋琴 ヨW」

■複数の楽器名称群がある場合のその表示箇所

◆1っ のデータに統合される複数の楽器名称群がある場合にはその中か ら代表的な1っ を選択 し 「楽

器名 」として表示する。

◆ 「楽器名 」に選択 しない名称群にっいては、次の手順によってどの項目名のもとに表示するかを決

定する。

(a)「 楽器名 」として選択 しない当該名称群 と選択 した名称群が 、それぞれ漢字形 と欧語形の いずれ

に類別 され るかを判断する。類別は下記のフロー図およびケース別類別表 に従 って行 う。

一23一



る
器
称

あ
薬
名
群

漢字の
名称を
含

→ 漢字形 〈ケース1～4>

漢字の
名称を
含まな
い

カナを含む

アルファへ"ット

が な い

日本固有の楽
器である

→漢字 形

くケース5>

日本固有の楽
器ではない

→欧語 形

くケース6>

アルファベ ットも あ る →欧語形 くケース7>

ア旧 アベットのみ → 欧語形 〈ケース8>※

図3-・2楽 器名称群類 別 フロー図

表3-1楽 器名称群のケース別類別表

ケ ー ス
楽器名称 を構成する表記文字 楽器名称

群の類別
備 考漢 字 カ ナ ア1レファペ ット

漢字がある

1 ① ② ③

漢 字 形
2 ① ②
3 ① ②
4 ①

漢字
が
ない
カナがある

5

旦
7

① …日本固有の楽器
…上記以外

欧 語 形① ② ※
ア1レファペ ットの み 8 ①

(b)「 楽器名」に選択 しない当該名称群の類別を 「楽器名 」に選択 した名称群のそれ と比較の上、次

の基準 によりその表示 に用いる項目名を決定す る。

・類別が同一の場合:→ 「別称:」

・類別が相違する場合:→ それぞれ該 当する類別の項目名(「 漢字形:」 または 「欧語形:」)

◆上記のフロー図およびケース別類別表の※印のケースに該 当する、ヨーロッパの言語以外の楽器名

を 「楽器名:」 以外の項 目名を用いて表示する場合 には適宜 、 「欧語形:」 以外の違和感のない項

目名のもとに表示する。通常 は 「別称:」 として表示するのが適切である。

■ 「楽器名」等の表示形式

◆各々の楽器名称群を構成する各種の表記を記録する順序

◇ 「楽器名」 「漢字形」 「別称」の場合

①漢字(ま たは、漢字 十かな/カ ナ)→②赫→③ア輝アペットの順
◇ 「欧語形」の場合

①ア脚アペット→②カナの順
◆各々の表記の種類の間は半角スペース( 一)で 区切る。
◆同一種類の表記が複数ある場合にはそれ らを半角スラッシュ(/)で 区切る。

◆ 「楽器名 」以外の項 目には複数の楽器名称群を記録することが ありうる。その場合にはその間を

半角セミコロン+半 角スペー ス(;一)で 区切る 。

(例)楽 器名

別称

:盧 笙/芦 笙 ロショウ(日 本 語)/}レーションlu{02}she{05}ng/lusheng/

1u-sheng(中 国 語 ・漢 族)

:盧 笙/芦 笙 アシショウ(日 本 語)/}レシカ(中 国語);kaengケ ーン(ラオ語);

梗gaeng/gen9(ミ ャオ族/D族/ス イ族);嗅 斗gadou(ミ ャ牙旗);

口臭茶gajie(ミ ャオ族)
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(2)楽 器名称の個別化

■異なる楽器 に対する同一の名称表記

◆異なる楽器に対する同一の名称表記の中に見出語(「 楽器名:」 の最初に記入す る表記)が 含 まれ

る場合にのみ 、(1)(2)(3)...を 付加することにより各々の楽器の種類を特定化す る。
・この場合 、見出語だけでな く、別称等 も含めた異なる楽器に対する同一の名称表記全てに付
加する。

(例)楽 器名:楽 太 鼓(1)が クダイコgakudaiko/gakudaiko

別称:吊 太 鼓/釣 太 鼓/っ り太鼓 ツリダイコ

楽器名

別称

:平 吊 太 鼓/平 釣 太 鼓 ヒラツリダ イコ/ヒラツ"リダ イコhiratsuridaiko/

hiratsuri-daiko

:楽 太 鼓(2)が クダ イコ;平 丸 太 鼓 ヒラマ}レダ イコ'

■音標符号等の相違する同綴

※っ まり、音標符号付ローマ字/特 殊アルファベ ッ トを対応するローマ字に直す と、同綴にな る名
称が存在する場合 。(こ れ らは通常別の楽器 に対する名称である。)

◆各データの見出語のみに限定 し、それ らの中に音標符号の相違する同綴がある場合 に(ア)(イ)(ウ)...

を付加 し、綴 りの音標符号等の相違を区別する。
・この場合には見出語にのみ付加する

。見出語以外 にそ うしたものがあっても無視する。

■同名異楽器を区別するための(1)(2)(3)...お よび音標符号の相違する同綴を区別するための(ア)(イ)(ウ)

_は 、蓄積 されているデータの範囲内でそれが必要な場合 にのみ付加す る。

◆っ まり、参考資料か ら将来付加することが必要になると予想 されるというような場合には付加 しな

い 。

(3)楽 器名称に対する付加的説明

■必要 に応 じて、次のような種類の説明語句を丸か っこ(半 角)に 入れて付加する。

◆言語名ないしは民族名

(例)楽 器名

別称

:ヴ ァイオリン/バ イオリンviolin(英 言吾)

:ヴ ィオリ「ノviolino(イ タリア語);ヴ ィオリーネVioline(ド イツ語);

カ"イケ"Geige(ド イツ言吾);ゲ ィオロンviolon(1)(フ ランス吾吾)

(例)楽 器 名:萌 盧 緑/萌 芦 糸 フ1レスhu{e2}lu{02}si{05}/hu-lu-si(中 国 語 ・漢 族)

別 称:董 朗 明bilangdao(タ イ族);溌 勒 翁poleweng(ア チャン族);萌 盧 篇

:huluxiao(ア チャン族);拝 洪 麿baihongliao(ワ 族);布 頼bulai

(ド アン族)

◆表記の綴りの単数形、複数形の別

(例)楽 器名

解説

:gwizdek/gwizdki(複 数形)

:ホ'一ランドの 、柳 の樹 皮や木 、土でで きた、子供 用のホイ洞 レ。大 きさ形

とも に多種 多様 であ る

◆HS(赫 ンボス邦=ザ ッ奴)楽 ・器分類の第一区分を示すタイプ名

◇同一の楽器名の表記が全 く別類の楽器に使用 されるときこの説明語句を付加する。

一一一一ーー一(1)G玄 鳴)

一一ー一一一一(2)(気 鳴)
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■説明語句として付加 しないもの

◆別称等に表示 する楽器名称 に対す る 「(俗称)」

〈4)「 楽器名」等の表示における注意事項

■カナ表記を記録する場合には連濁音をその まま正確に表示するように注意すること。

火焔太 鼓/火 炎太 鼓 力Wダ イコ[「 カエンタイコ」で はな く]

呼子笛 ヨプコプエ/ヨピコプエ[「 ヨグコフエ/ヨピコフエ」で はな く]

3.2.1.楽 器 名

■見出語

◆ 「楽器名 」の最初に記録する表記を 「見出語」と呼ぶこととする。

(例)楽 器名:呼 子 ヨグコ/ヨピコ

T

◇漢字はあるが それを使わない傾向の楽器名(例 えば 、朝鮮語の楽器名)の 場合であっても、漢字

を見出語 とする。

■日本の楽器の名称のアルファベ ッ ト形のみあり、日本ではそのよ うな呼び方は しない場合

◆日本語の漢字形が判明する場合には、楽器名称表示原則の例外 として、欧語形に漢字形を丸かっこ

に入れて説明語 として付記する 。

(例)楽 器名:asobi-daiko(遊 び太鼓)

◇片仮名は不要である。(日 本でそのように呼ばないのだか ら。)

■次のような楽器名のデータは作成 しない 。

◆楽器名が造語ないしは翻訳者 による新語であると判断される場合

◇例:「 民族呼子笛 」
・これは 「世界の楽器 」の翻訳者による造語ない しは新語であると判断 され る。

◆ある範囲の楽器 に対する説明的な語

◇例:「 雅楽の太鼓 」 「アゾアの太鼓 」 「中国 ・朝鮮の太鼓 」

3.2.2.漢 字 形

この項 目に表示 され る楽器名称 にっ い ては 「3.2.(1)」 の項 を参照 の こ と。

3.2.3.欧 語 形

この項 目に表示 され る楽器 名称 にっ いては 「3.2.(1)」 の項を参 照の こ と。

3.2.4.別 称

この項 目に表示 され る楽器 名称 にっ いては 「3.2.(1)」 の項を 参照 のこ と 。
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3.3.解 説 、地 域 ・民 族 ・時代 、材 質 ・素 材 、用 途

3.3.1.全 般 的基準

■句読点

◇日本語の全角句読点(、 。)を 使用する。
・ただ し、1っ のデータ項目の最後の読点は不要である。

■ルビの付け方

◇その文字の直後に平仮名を丸か っこ(全 角)に 入れて付記する。例:「 丸(が ん)」

■ 「解説 」の一部 として記録 した他のデータ項目に関す る内容の取扱

◆全 く重複 している場合:→ 省 く

◆独自の要素が ある場合 、または迷 う場合:→ 残す

3,3.2.解 説

(1)全 般的事項

■ 「解説 」作成 にあたっては 、このデータベースの意図する目的か ら、できる限 り1～2行 でその楽器

のイメージがっかめるような説明を心が ける。

◆短い 「解説」によってその楽器を表現で きる場合には、 「地域 ・民族 ・時代 」や 「材質 ・素材 」、
「用途 」の項目に関する内容 も 「解説 」の中に含める。

◇従 って、他のデータ項 目と内容が重複するとしても、それを 「解説 」に反映させ ることが必要

な場合があ る。

◆解説が長めになる場合 、その中に他のデータ項目に移すことができる内容が あればそこへ移す 。

■同一楽器名の別の実体を一つのデータにまとめて取 り扱 う場合

◆ 「解説 」の定義において(1)(2)...の 項番を用いて区別する。

■出典にある誤 った定義は次のいずれかの方法で扱 う

①取 りあげない 。(無 視す る)

②間違 っていると指摘 して備考に記録する。

(2)言 葉の使用

■言葉の選択

◆こなれていない表現/不 自然な表現を避ける

(例)「 数音 」(「 単音 」はいいが)→ 「数個(ま たは 、複数/い くっか)の 音が出せ る」

(kiluka(Alur族))

◆全体の色調か ら浮いてしまうような表現は避 ける

(例)「 ジャマイカの人里離れた地域 にみ られる、3または4弦 の切 り出し弦式擦奏ツィター」の 「人里離れ
た地域 にみられる 、」は削除する。(bambooviolin)

◆専門的な用語でも音楽事典を引けばわかるような言葉な ら使用 してよい 。(用 語の説明までは しな

い 。)

(例)「 循環呼吸 」(管 楽器の専門家は知っている)
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■助詞 「の」の頻繁な連続は避ける。(連 続 は2っ までな ら許容で きる。)

(例)「 竹管の一方の端近 くの小 さな長方形の...」(把 ■ パウ)

■造 語 を 避 け る 。

(例)「 フリー リード 気 鳴 楽 器 」→ 「フリー リード の 気 鳴 楽 器 」 「フリー リードを も っ 気 鳴 楽 器 」(把 ■ パ ウ)

※NGMIの 原 文 は"Free-reedaerophoneoftheMiao(Hmong),Yi,Haniandother皿inority

culturesofsouth-westernChina...)t

■概念 の重複 を避 ける

(例)「 刃一 リードを もつマウス加 がンの総称 」→ 「マウス訓 がンの 総称 」(笙 管属 ショウカンゾク)
・フリー リードを もたな いマウス・加が ンはな い

。

■な くて も十分 わか る言葉 は省 く 。

(例)「 中国の漢民族 の 」→ 「漢民 族 の 」(排 笙pa{02}ishe{05}ng)

■地名

◆古 い地名の使用 に注意 す る 。

(例)「 地域 ・民族 ・時代:イ ンドネシア/Vレーシア/ホ"ルネオ」(Wク ルライengkerurai)
・インドネシア々 レーシアは国で

、ボル材 は島 で あ る 。(「 世界楽 器 大事典 」が出典)
・ホ'ルネオ島 は現 在で はカリマンタン島 の別称 で あ る 。

◆不 自然 な地域 の呼び方 は避 ける 。

(例)「 特 に中央お よび北方 中国で 用 い る 。」(笙she{05}ng)
・ 「中央 中国 」は不 自然 で ある

。(NGMIの"incentarlandnorthChina"の 訳語 。)

■記号の使用 法

◆範囲 を示 す ための記 号…記載 資料の 記載箇所 以外 で は 「～ 」(全 角)を 用 い る 。

◇数字が 連続 す る場 合 に も範 囲の表 現 にす る 。

(例)「5、6、7管 」→ 「5～7管 」(萌 芦笙 コロショウ(日本語)/フールーション(中国語))
「3または4弦 の 」→ 「3～4弦 の 」(bambooviolin)

■植物 名

◆植 物名 は漢 字 を使用 で きるものは漢字 で書 く。

(例)「 リュウピ ツラン」→ 「竜舌蘭 」 、 「エゾマツ」→ 「蝦 夷松 」、 「カラマツ」→ 「落 葉松 」

(3)文 章

■解説の最初の文章は長 くな りす ぎないように注意する。

◆ 「〈場所 〉の 〈楽器の最 も特定的なカテゴリー 〉」に1っ 限定要素を加える程度が適切である。
◇限定要素を加 えないと 「_の 一種」を付加する傾向が生ずるがそれはできるだけ避 ける。
◇加 える1っ の限定要素以外の限定要素は次の文章 に入れる。

(例)
「中国の半音階演奏の可能な、25本の竹管を持つマウス・オルがン」(二 十五管笙 ニジュウゴカンショウ)
→ 「中国の25本 の竹管を持つマウス・オ励"ン。半音階の演奏が可能である」

■解説の最初の文章 に盛 り込む楽器のカテゴ リー

◆その楽器が含 まれているカテゴリーを表す最 も特定的な言葉で表現する 。
・気鳴楽器→管楽器→ トランペ ッ ト

※その特定的な言葉が一般 にな じみがない場合もそれを使用する。

(その言葉でデータベースを検索すれば意味がわかる。)
◆できるだけ形を表す言葉を使用する。
・「管楽器 」は形を表すのに対 して、 「打楽器 」は行為を表す言葉なので使用 しない方がいい。

◇ただし、打楽器としか出典における説明に出てこなければそれを使 うしかない 。

◇また、次のように形を表す言葉の使用が不自然な場合 は行為を表す言葉を使用 してよい 。

(例)「 吹奏楽器 」…普通の管楽器のイ メージからはほど遠いもの に対 して使用する。

■最初の文章の体言止めは気にならないが 、途中[2番 目以後]の 文章では不自然である。

(例)「_。 蛙の鳴き声の擬音」(ンゴ ㎎o)→ 「_。 蛙の鳴き声を模倣する」
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■伝聞の形式の文章
…次の場合には伝聞の形の文章にする。

◆内容が不確実な場合

(例)「 日本の子供が用 いる柄の付いた片面の枠太鼓 。欧米の文献で紹介されている」

(asobi-daiko)※ 日本 には 「遊び太鼓 」という名称は存在 しない。
◆細か過ぎて不自然な説明

(例)「 鳥の鳴 き声を模する、鳥の呼び寄せ笛 。Marcuseに よれば1380年 以降の使用 とされている」

(appeau(2))

■表現の不統一を避ける。

(例1)・ 「イタリアで の 小 さな ホイッス}レを 総 称 す る語 」(zuffolo)

・ 「ホイ朔 レを意 味 す るイタリア語 」(fischietto)

(例2)・ 「ホイ頭 ルを指 すKurdの 語 」→ 「ホイ・yXSレを 指 すKurd語 」(fiqna)

・ 「ホイッス1レを意 味 す るKurd語 」(fiffita)

■時制の相違の不 自然さに注意する。

(例)「 ウカ"ンタ"のLango族 が用 い る長 い円錐状の動物 の骨製のホイッス}レ。(中 略)戦 争や狩 の際 に各人

を識別 す るこ とが で きた 」(ecoc)
→ 最後の文 の 「で きた 」を 「で きる 」に変更 す るのが望 ま しい

。

◆時 制 の表 現を含 む動詞を 用 いた形 か ら助 詞 「の 」を 用い た体 言止め の形 に変更 す るのも1っ の 方法

で あ る 。(助 詞 「の 」の 連続 は2っ まで な ら不 自然 ではない 。)

(例 〉 「セネが ルのJola族 が 用 いるホイッ刃レ」→ 「セネカ"}レのJola族 の杯 ソス1レ」

(4)内 容の選択

■次の内容は解説等 に含めない(た だ し、それを除 くと類似異種の楽器の区別ができな い場合を除 く)

◆弦鳴楽器の調弦

3.3.3.地 域 ・民族 ・時 代

■ 「地域 ・民族 ・時代 」はそこに記録する内容がその一部だけの場合でもこの項 目名を用いる。

■地名の表記 について

◆ 「コンサイス外国地名事典 」の表記 に従って統一をはかる。

■民族名の表示

◆次の民族名は片仮名ではな く、アル ファベッ トを用 いて記述する。

◇ ア フリカの民 族名

(例)ザ イールのLubataが 用 い る動物 の角で で きた狩 猟用のホ有スル

※た だ し、 「ピグミー」お よび 「ブッシュマン」は片 カナで表示 す る 。

(例)中 央アフリカ共和 国のピグ ミーが用 いるホイ荻ル
◇北 アメ リカの イ ンデ ィアンお よびエ スキモー の民族 名

(i　fl)Navajoイ ンチ"イアン

◆ 「ピグ ミー 」の表示 にっ いて

◇民 族が わか る場合:→ 「MbutiヒGグ ミー」 「Leseヒoク'ミー」の形 で表示 す る 。

◇民族 が わか らな い場 合(ピ グミーとだ け指定 されて いる場 合):→ 「tllbutilt"グミー」とす る。
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◆ 「エ スキ モー 」の場 合 も 「ピグ ミー 」と同様 の形で表示 す る 。

(例)Innuitエ スキモー

3.3.4.材 質 ・素材

楽器の材質や素材に関する情報がある場合、それを簡明な形で記録す る。

(例)胴 は木製 。弦は金属またはがット

3.3.5.用 途

楽器の用途 に関する情報がある場合 、それを簡明な形で記録す る。

(例)歌 舞伎の下座音楽 、寄席の噺子

3.4.備 考

■次 の情報は この項 目に記録 す る

◆楽 器名称 の本来 の意味

(例)「 「請芦 」は瓢箪 の意味 であ る 」(萌 芦笙 コロショウ(日本語)/フ→トション(中国語))

◆た だ し書 きの ような 内容

(例)「 和音 を奏す るこ とがで きる双管 フルートのAkkordflo{08}teと 混同 してはな らない 」

(accordflo{08}te)

(例)「...。 ヨ一口ッ}、。の 警官の用 い るホイッスルの別 名で もあ る」(itanki)

◆一般 的で ない 、な い しは誤 っ た定 義 をその 旨こ とわって記録す る場合

(例)「 竈太鼓(だ だい こ)、 吊太鼓 、荷太 鼓(に ない だい こ)を 楽太 鼓 と総称 す るこ ともあ る」

■備考 の内容 が複数 あ る場合 の記 録方法

備考:(1)

(2)

3.5.HS番 号 、AVMC番 号

3.5.1.全 般的事項

(1)表 示形式

■同一データ項目に複数の分類番号を記録する場合は、複数の分類番号の楽器名 との関係に応 じて次の

区切 り記号を用いる。

複数の分類番号の楽器名との関係 区切記号

複数の両方に該当する(AND) _十_

範囲のある番号に該当する ～

複数の番号のいずれかに該当する(OR) ;_
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「一
(2)分 類付与方針

■機械楽 器 にっいて

◇発 音そ のもの は何 らか の原 理を使 って いるの でHSは それ に従 う。

◇AVMCは 次 のいずれ かで ある 。
・一 まとめ の項 目に分類 され るもの(766 .6)
・個別 の番号が あ る もの(766 .64-.69)

■いわゆる音具は楽器 として扱い番号を付与する。

(例)カ シークダンスで使 うスプー ン

3.5.2.HS番 号

(1)分 類表

対象 とする楽器のホル ンボステル=ザ ックス楽器分類表[資 料1]の 番号をここに記録する。

(2)分 類付与方針

■HSの 扱い方に違和感のあるものについて

◆HSの 正統的な番号を最初に付与 し、可能性のある他の番号を 「O」 に入れて付記する。

(一般の人の感 じる違和感を考慮 して。)

(例)中 国の笹子(デ ィーズ)の 場合は膜鳴楽器の番号を付与 し、気鳴楽器の番号を付記 する。

■オルガン

◆リー ドオルガ ンとそれ以外は区別する必要がある。

◇楽器が大きい場合 は多種の発音原理のパイプを含むため 「4」 のみを付与する。

■雷鳴楽器の分類法

◆次の2っ に分 ける。これは 「図解音楽事典 」で も用いている方法だが 、HSの 正統的な方法ではな

く、楽器データベース独 自の方法 と考えるべ きである。

◇増幅楽器…51
・「/」(半 角)に 続 けて形状 による2次 分類(通 常のHS番 号)を 付加する

。
◇電気振動の楽器…52

※ 「52」 の展開の可能性は、将来検討す る。

3.5.3.AVMC番 号

対象 とする楽器のAV/MARC分 類表[資 料2]の 番号をここに記録する。

3.6.記 載資料

3・6,1.記 録 す る対象

次の資料名をここに記録する。
・データの基になった基礎カー ドの出典名

・参考資料 として用いたその他の資料名
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3.6.2.記 録 の位置

◇データの末尾の 「[記 載資料]」 という行の次行の1桁 目か ら記録する。
◇1資 料 ごとに改行 して記録する。

◇1資 料の表示が複数行 にわたる場合 、2行 目以降は半角で5列 目か ら記録する。

3.6.3.各 資料 の記録 の形式

◆ 「資料名 」→ 「記載箇所 」の順に記録する。
・資料名 と記載箇所の間 には

、日本語の場合は全角スペース(一)、 欧文の場合は半角のハイ
フン+ス ペース(,⊃ により区切 る。

◆資 料名…代表 的な ものは次の 形 とす る(※ 資 料名 の先頭 の冠 詞 は除 く。)

網代景介 ・岡 田知之 共著 新版 打楽器事 典

大阪音楽 大学附属楽 器博 物館 目録

音楽 大事 典 平 凡社

楽器 マール社

楽器資料 集 国立音楽大 学楽器 学資料館

楽器 の博物 誌 朝 日新聞社

黒沢 隆朝 図解 世界楽器 大事典

郡 司すみ 世界楽器 入門

佐竹悦子 編 中南米の楽 器

柴 田南雄 楽器へ の招待

シルク・ロードの楽器 と芸能具 展 楽 器

弾 ・吹 ・打 日本 の楽器 とその 系譜 国立歴史 民俗博物 館

東京芸術 大学音 楽学部小 泉文夫 記念資料 室所蔵 楽器 目録

日本音楽 大事典 平凡社

ホルンボステル、ザックス著 ・岸辺 成雄訳 ・増補 楽器分 類学 分類表(平 凡社 音楽 大事典 よ り)

マン的著 ・柿 木吾 郎訳 中世 ・1ネサンスの楽 器

民族音楽 大集成 解説書 キング レコード

ンケティア著 ・龍村 あや 子訳 アフリカの音楽

AV-MARC分 類表

CollectionofMusicalInstruments.KunitachiCollegeofMusicResearchInstitute

Marcuse,Sibyl。MusicalInstru皿ents:AComprehensiveDictionary

NewGroveDictionaryofHusicandHusicians,ApPendixA

NewGroveDictionaryofMusicalInstruments

◆記載箇所

◇資料におけるその楽器の記載ページ(ま たは記載番号)を 記録する。

◇複数ある場合の記録方法
・複数のページ数を半角のハイフン+ス ペース(

,一)で 区切る。(例:20,279)
・範囲を示す場合は半角ハイフンを用いる

。(例:210-212)
※だだ し、事典の場合には記載箇所を記録 しない。

3.6.4.記 録 す る順 序

次の順序で記録する。(上 記の資料名 リス トの順序 に等 しい。)

① 日本語(五 十音順)

②欧文(ア ルファベッ ト順)
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4.デ ー タ の 表 題 お よ び 索 引 の 登 録 基 準

デー タの表題 と索引(キ ーワー ド)に っいては以下の基準に従 って登録された。

■表題 と索引には次を登録する。

「楽器名 」に表示 されている楽器名称群全体

※ただ し、64文 字(半 角で)を 越える場合 には、楽器名称の表記単位で可能な範囲ま

でを登録す る。

① 「楽器名」等に表示されている全ての楽器名称の表記

② 〈をも見 よ〉参照 に表示 されている見出語

「AVMC番号 」に表示 されている個々の分類番号

■索引が28を 越 える場合

◆同一データをもう1っ 読み込み、29番 目以降の索引はその2番 目のデータに登録する 。

◆2番 目のデータには 「楽器名 」の上部に次の2行 を追加 し、表題には最初の行の表示を登録する。

・「・」→ 『○○』と同一内容 」(○ ○は見出語)

・(空 白の1行)

■表題および索引登録の実例

楽器名 呼子 ヨプコ/ヨピコ

欧 語形whistleホ イッスル

別称 呼子 の笛 ヨプコノフエ

解説 人を 呼ぶ合図 に吹 き鳴 らす小 さい笛 →ホイ胤 を参照

HS番 号421.221;421.221.4;421.222

AVMC番 号768.35;768.37;768.38

LC番 号

[記 載資料]

楽器 マー1レ社14,18,20,265,279

ホルンボス元 、ザックス著 ・岸 辺成 雄訳 ・増補 楽器分類 学 分類 表(平 凡 社 音楽大事典より)

表題 呼子 ヨプコ/ヨピコ

索引 ① 呼子/ヨ フ"コ*/ヨピコ/ホイッ肌/whistle/呼 子の笛/ヨ フ"コノブエ

② 新ッスル[た だ し①に同一のものがあるので登録を省略す る]

③ 421.221*/421.221・4/421◆222/768.35/768・37/768.38

(注)*の 索引は他の索引の前方一致で検索 されるので索引に入力したとしても

登録の際に自動的に削除される。
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5.シ ス テ ム 構 成

5.1.機 器 構成

◇パー ソナルコ ンピュータ

◇ハー ドデ ィスク

◇デ ィスプ レイ

◇プ リンタ

NECPC-9801RA

5.2.ソ フ トウェ ア構 成

◇基本 ソフ トウェア

◇ 日本語 入力 システム

◇デ ー タベ ー ス ・ソ フ トウ ェア

MS-DOS1)Ver.3.30

ATOK72)

知 子 の 情 報3)Ver.4

6.デ ー タ ベ ー ス の 機 能

6.1,使 用 す るデ ー タベ ー ス ・ソ フ ト

楽 器データベースの構築 を計画す るにあ たって、当面は市販のデータベー ス ・ソフ トを使 用

し、パ ソコン単体で運用 で きるデー タベースを構築す るとい う基 本方針 を設定 し、ソフ トの選

定を行 った。その結果、次の理 由か らこのデー タベー スには文書 データベー ス ・ソフ ト 「知子

の情報 」3)を 用い ることとした。

◇検索機能が充実 している。
・and検 索 、or検 索、not検 索が可 能である。
・1デ ータに28個 までキーワードを付 与で きる。

・絞 り込み検索、追加検索 が可能 である。
・キー ワー ド検索だけでな く全文 検索 も可能である。

◇データの情報量の差に柔軟に対応で きる二

◇MS-DOSの 「ユーザ定義文字 」による全角外字を使用で きる。

◇扱 えるデー タ数 と容量が楽器データベースの構築に適 する。

◇MS-DOSの テキス トファイルの読み込みが 容易で ある 。

◇値段が安価であ り、デー タベー スを普及 させやすい。

楽器データベ ースにお いては、文書デー タベ ース ・ソフ ト 「知子の情報 」をその ままの形で

用 いる。従って、以下に説明す るデ ータベ ースの機能 は、全 てこのソフ トが本来有 している機

能 の一部を楽器 デー タベ ースに適用 したもので ある。

1)MS-DOSは 米国マ イクロソフ ト社の登録商標 です 。
2)ATOK7は 株式会社 ジャス トシステムの登録商標です

。
3)知 子の情 報は有限会 社テグ レッ ト技術開発 の登録 商標 です 。
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6.2.検 索 機能

6.2.1.検 索 の手順

楽器データベースの検索は次の手順により行 う。

■起動

① 「知子の情報 」を起動する

②読み込みファイルの指定…楽器データベースのファイルを指定する
→ 〈新規入力画面 〉

■検索

③[f・1]→ 〈ファイル操作メニュ・一一1>

④ 「S:検索 」を選択→ 〈検索索引入力画面 〉

⑤検索索 引の入力→[f・1]→ 〈検索方法選択画面〉

⑥検索方法の選択→(⑦ 非優先索 引との一致数の指定[非 優先索引の指定を した場合のみ])
→ 〈検索された最初のデータを表示 〉

6.2.2.検 索方法

選ぶ ことができる選択方法は9種 類ある。これは検索の種類が3種 類 、検索対象データの指定方法が
3種 類あ り、その組み合 わせ により指定す るからである。

■検索の種類

検索の種類 には高速検索 、普通検索 、全文検索の3種 類がある。それぞれの機能を表6-1に 示す。

表6-1検 索の種類と機能

検索の

種 類

検 索 対 象
検索方法

半角大/小 文字の区別を

するかどうかの切り換え
拡張検索

索引 表題 本文

高速検索 ○ 前方一致

普通検索 ○ ○ 任意一致 可能 可能

全文検索 ○ ○ ○ 任意一致 可能 可能だが時間がかかる

■検索対象データの指定方法

検索対象データの指定方法 には全データ検索 、絞 り込み検索、追加検索の3種 類があるが 、1回 目の

検索は 「全データ検索 」でな ければな らない。1回 目の検索結果にさらに別の条件を加えて絞 り込むの
が絞 り込み検索 、また、別の条件を加えて1回 目の検索の該 当データに追加するのが追加検索である。

その関係を図6-1に 示す。

A全 データ検索

最初は必ず全データ

ー －
B絞 り込み検索 ※Aの検索の該当データが1件 の場合は

不可

C追 加 検 索

図6-1検 索対象データの指定方法
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6.2.3.論 理演算

検索索 引の入力の際に、優先索引、非優先索 引、否定索引を指定 して論理演算を行 うことができる。

優先索引の指定をするとOが 、否定索引を指定す ると×が検索索引の行の左端 に表示される。これ らの
機能 と指定方法を整理 したものが表6-2で ある。

表6-2優 先索引 、非優先索引、否定索引

指定の種類 記号 指定方法 説 明

①優先索引 ○ [fl2]/ ◇必ず含 まれていなければならない索引 。

[TAB] ★これを指定すると検索が早 くなる。

②非優先索引 な し ◇その中の一部が含 まれていればよいという索引。
・1つ の場合→優先索 引と同等になる

・2っ 以上の場合→検索開始直前に 「非優先索引との一致

数 」(そ の内いくっが含 まれていればよいか)を 指定

③否定索引 × {f田/ ◇その索引が含 まれていないデータを検索するとい う指定 。

[SHIFT] ★これを指定す ると検索が遅 くなる 。① と一緒 に使 うと

+口醐 検索時間が短 くなる。(た だし、①と③では③の方が
検索時に優先 される。)

6.2.4.楽 器 デー タベ ースの検索例

(1)「whistle」 を優先索 引 として 、

入 力 。

「penny」 「swanee」 「antler」 を 非 優 先 索 引 と して検 索 索 引 を

(2)非 優先索引との一致数を 「1」(っ まり3っ のうちの1っ を含むデータを検索する)と 指定 。

検 索 優 先 否 定 解
:¥GDB.TMMNo.0/1500(新 規 入力)

、索 引の入力

()1:whistle

penny
swanee3個 の非 優先 索引 との 一致数(省 略=1)

4:antler

5:

10:

11:

12:

13:

Tas,SHIFT+TABで 、 優 先 、否 定 の 設 定 が 可 能

222KB-〈 知子 の情報 〉
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(3)検 索方法として 「普通検索(全 データ)」 を選択 。

検 索 優 先 否 定 解

:¥GDB.TMMNo.0/1500(新 規 入 力)

索 索 引の 入 力

(=)1:whistle

penny

swanee

antler

10:

11:

12:

13:

T田,SHIFT+TABで 、 優 先 、否 定 の 設 定 が 可能

222KB-〈 知子の情 報〉

検索方法の選択
1:高全1高 速検索(全 データ)

2:高 絞1高 速検索(絞 り込み)
3:高 追1高 速検索(追 加)

5:替 紋1普 通検索(絞 り込み)

6:普追1普 通検索(追 加)

7:全 全1全 文検索(全 データ)

8:金 紋1全 文検索(絞 り込み)

9:全 追1全 文検索(追 加)

(4)検 索されたデータの最初のデータが画面た表示される。表示データの全データ件数中の番号 、

および検索されたデータ件数中の番号が左上のファイル名の後に次のように表示されている。

「No.203/1500(該 当番 号1,該 当数4)」

↑ ↑
1表 示 しているデー タは検索 され た4件 中の1番 目

表示 してい るデー タは全1500デ ー タ中の203番 目

ファイル1索 引 編 集KIT－ 覧 範 囲 削 除 確 定 複

:¥GDB.TMMNo.203/1500(該 当番号1,該 当数4)
写 窓管理

楽器名
別称

解説

地域 ・民族 ・時代:ヨ ー酬o/イ ギリス

材質 ・素材

備考

HS番 号

AVMC番 号

LC番 号

[記 載資料]

楽器 マーrレ社

:スワニー・ホイッスルswaneewhiste/swanneewhistle

lスライド ・ホイ状1レslidewhistle;ス ワ二一笛;ソ ング ・ホdvスllsongwhistle;

jazzflute;lotusflute;pistonflute;pistonpipe

:指 孔 の な い開 智 の ダ クト・フiレート。音 高 は ピ ストンや ストッll㌧に よ り調 整 す る

:民 俗楽 器 は竹製 、近代 西洋の ものはプラスティックまたは金 属製

:(1)名 称 のスワニーは 、スワニ一河 と直接の関連 はな い と思 われ る

(2)玩 具 と して用 い られ るバード ・ホイッ刃レbirdwhistleも スワ:一・愉 ス}レ

の一種で あ るが 、その起源 は19世 紀 にあ り、時 としてオーケストラ作品

でも使われ た → バード ・ホイッスルを参照

:421.221・312;421.221.4

:768.35;768.38

18

ホルンボ ステル、ザ ックス著 ・岸 辺 成 雄 訳 ・増 補 楽 器 分 類 学 分 類 表(平 凡 社 音 楽 大 事 典 よ

り)

CollectionofMusicalInstruments.Kunita〔 珈iCollegeofMusicResearch

Institute174

NewGroveDictionaryofMusicalInstru皿ents

I1:1]222KB-一 く知 子 の 情 報>16:11-NFHOK[挿 入]
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(5)[fl5]を 押す と検索された4件 の表題一覧が表示される。

ファイ胆 索 引 編 集 覧 範

題 一 覧

203[ス ワニー1ホイッスルswaneewhistle/swanneewhistle

204[へoニ ー,ホイッスルpennywhistle

205[テ ィン・ホイッスルtinwhistle

2括

除 確 定 複 写 窓管理

善

書

善

書

文

文

文

文

]

1

]

]

り)

CollectionofHusicalInstru皿ents.KunitachiCol}egeofMusicResearch

Institute174

NewGroveDictionaryofMusicalInstruments

[1:1222KB-<知 子 の 情 報>16:11-NFHOK[挿 入]

(6)[↓][↑]で カーソルを移動 し回を押すとそのデータを画面に表示する。例 えば 、表題一覧の
4列 目にカーソルを移 し回を押す と次のデータを表示する 。

ファイJP1索 引 編 集KIT覧 範 除 確 定 複 写 窓 管理

:¥GDB.TMMNo.212/1500(該 当番号4,該 当数4)

楽器名:ア ントラーホイッスルantlerwhistle

漢 字形:枝 角ホイッスルェダ ッノホイッ苅

解説:鹿 などの枝 角でで きたホイッスル引}一ト。青銅 時代 以降 多 く発 見 され てい

る

HS番 号:421.221

AVMC番 号:768.35

LC番 号

[記 載資 料]

マンロゥ著 ・柿木吾 郎訳 中世 ・瞬 サンスの楽器32

222KB-〈 知 子の情 報〉 16:11-NFHOK[挿 入]
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6.3.登 録機能

「知子の情報」は直接データを入力 して登録することもで きるが
、楽器データベースの構築において

は通常 、別 に入力 したデータをテキス トファイル形式で保存 し、それを 「知子の情報 」に読み込んで登

録するという方法を用いた。その手順を以下に示す 。また、その実例を図6-2に 示す 。

6.3.1.デ ータのテキス トファイルの読み込み

①作成 したデータをテキス トファイルの形式で保存 してお く。

② 「知子の情報」を起動する。

③読み込むファイルを指定する 。
◇最初のデータを登録する場合には新規に作成するファイル名を入力す る。

◇作成されているファイルに追加登録する場合はそのファイル名を指定する。

④新規入力画面 において[f・1]を 押す→ 〈ファイル操作 メニュー1>

⑤ 「1:文中への ファイル読み込み 」を選択する。

⑥ ドライブ名を指定 し、読み込むテキス トファイルを指定する。
→ 〈テキス トファイルが読み込 まれて画面に表示される〉

6.3.2.読 み込んだデータの表題 と索引の入力

■表題および索引の登録の対象にっいては 「4.デ ータの表題および索 引の登録基準 」を参照のこと。

■入力方法

◆表題

◇キーボー ドか ら入力するすることもで きるが 、データか ら範囲指定 して入力す る次の方法が最も

便利である。

[方法]
・[f・6]を 押す 。
・[→][←]で 範囲指定す る。
・[SHIFT]+[f・2]を 押す と範囲指定 した文字列が表題に入力 される

。

◆索引

◇キーボー ドから入力するするなどい くっかの方法があるが 、データか ら範囲指定 して入力する次

の方法が最 も便利である。

[方法]
・[f,6]を 押す 。
・[→][←]で 範囲指定する

。
・[fl2]を 押す と範囲指定 した文字列が表題に入力される。

◆表題 ・索 引入力画面 とデータ表示画面 とは[f・2]を 押すことにより切 り替わる。

6.3.3.デ ー タ の登 録

①表題 ・索引入力後 、デー タ表示画面に切 り換 え、[f・1]を 押す→ 〈ファイル操作メニ ュー1>

② 「W:デー タ登録 」を選択する。→ 〈データの 《追加》保存確認画面 〉

③ 「S:登録 」を選択す る。→ 〈データが登録される〉
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作成したデータの

テキス トファイル

↓①読み込む

登録 され る とデー タの番 号表示が
「No.1501/1501」 に変 わる

↑④登録

↓
読

み
込

ま

れ
た

デ

ー

タ

ファイ胆 索 引 編 集K工 丁 一 覧 範 囲 削 除 確 定 複

:¥GDB.TMMNo.0/1500(新 規入 力)

楽器名

写 窓管理

別称

解説

用途
HS番号

AVM幡 号

LC番号

[記載資料]

:平 吊太鼓/平 釣 太鼓 ヒラッリダ イコ/ヒラヅ リダイコhiratsuridaiko/

hiratsuri-daiko

:楽 太 鼓(2)が クダイコ;平 丸太 鼓 ヒラマ}レダイコ

:日 本 の胴 の浅 い両面太鼓 。枠 に吊され 、ば ちで 奏す る

:歌 舞 伎の 下座音 楽な ど

:211.312

:766.92;766.95

大阪音楽大学附属楽器博物館目録
音楽大事典 平凡社
楽器の博物誌 朝日新聞社
黒沢隆朝 図解世界楽器大事典112

東京芸術大学音楽学部小泉文夫記念資料室所蔵楽器目録190
民族音楽大葉成 解説書 キングレコード120

{1:1]222B-〈 知 子 の情 報 〉 16:11-NFHOK[挿 入]

↓
表

題

・
索

引

入

力

画

面

↓②データか ら範囲指定 して入力する ↑③[f・2]

ファイ}}:

表 題:平 吊太 鼓/平 釣 太 鼓 ヒラッリダ イコ/ヒラッ"リダ イコhiratsuridaiko/hiratsuri-daiko

1:平 吊 太 鼓

2:平 釣 太 鼓

3:ヒ ラツリタ"イコ

4:ヒ ラツ寸リタ"イコ

hiratsuridaiko

hiratsuri-daiko

7:楽 太 鼓(2)

8:カ"ク タ"イコ

9:平 丸 太 鼓

10ヒ ラマルタ"イコ

11211.312

SCで 終 了 、T胡 で 索 引 、表 題 、 フ ァイ ル 名 聞 を 移 動 し ます

222KB-〈 知子 の情報 〉

図6-2テ キス トファイルの読み込み によるデータ登録
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7.デ ー タ ベ ー ス の 評 価 と 今 後 の 課 題

7.1.デ ー タベ ー スの 評 価

今回の 「楽器デー タベ ー スの構築 」事業 にお いて計 画 した中心 的な業務 内容 は 、楽器 に関す

る市販 されている日本語の文献 、英語の代表的な文献を対象 とした基本デー タを収集 し、その

第一次 分のデー タ作成 ・登録を行 うことだった。また、楽器お よび演奏 場面の図像 デー タも試

験的 に登録す ることも予 定 した。以上 にっいては、ほぼ計画 に沿 った作業を完 了す ることがで

きた。普及を はかれ る程 度のデ ータ件数にできるだけ早期 に到達 するために、計画 よ りも多 く

のデータ作成 ・登録を行 うことをめ ざ していたが 、準備作 業 としての出典別楽器デ ータの収集

・入力の件数 が、予定をは るか に上 回 ったため 、それ に対 して予 定以上 の労力を注 ぐことが で

きなかった。

当初 は、非 統制楽 器名 データを独 立 したデータ として登録 する予定 だったが 、検索機能への

考慮か らそれを本 データ に別称 として表示 し、そのデータの索引 として登録 す る方法 に変更 し

たため 、データの登録件数 は予定よ りも少な くなった。しか し、処理 した基礎 デー タの件数 は

計画 どお りである。

内容お よび特性 、機能 に関 しては、楽器デー タベー スは次を 目標 と して構築 され た。

①現在一般 に使用 されている楽器 だけでな く、民族楽器 、古楽器 、電子楽器を含むあ らゆ

る楽器を対象 とす る。

②非統制楽器名 デー タによ り、日本で知 られている自然語の楽器名のあ らゆ る形 か らの検

索 を可 能 とす る。

③基本的にシソー ラスの形を念頭 に作成 し、楽器名の階層的な関係を知 るこ とがで きるよ

うにす る。

④研究者用の分類番号(HS)と 図書館用 の分類番号(AVMC)の 両方を付与 し、種 々の分野

で活用 で きるもの とす る。

構築 したデー タベ ースは 、上記の目標をおおむね実現 していると思われ る。ただ し、③の楽器

名の階層関係 にっいては十分な形で表現す るこ とがで きなか った。すな わち 、英語 の文献 にの

み ある楽器名称が予想以 上 に多かった という事情か ら、全て 日本語表記 にする予定 だった見出

語を多言語 にせ ざるを得 ず、技術的 にシソーラスの形 のまとめ方が難 しくなったか らで ある。

そこで、結果的 にソシー ラスを念頭 におい た辞書形式 に落ち着い た。

一41一



7.2.今 後 の課 題

(1)早 急に取 り組むべ き課題

このデータベースの普及 をはかる ために次の課題 に早急 に取 り組む必 要が ある。

a)基 本データ二次分のテキス トの追加

今回の事業では楽器 に関する市販 されて いる日本語の文献 、英語の代表的な文献を対象 と

した基本デー タを収集 し、その第 一次分のデー タ作成 ・登録を行 った 。従 って、楽器名等の

データを出典別 に収集 、入力 、加工 、出力 した基礎 カー ドは、基本 デー タの対象 と した文献

全体に対 して作成 されているが 、それを元 に したデータベー ス ・データの作成 ・登録 はその

第一次分のみが行 われている。楽器 デー タベー スの普及を はか るためには、収録 している楽

器名称の網羅性を高める必要が ある ため、基本 デ一夕二次分のテキス トの追加が必要であ る。

b)オ フライン形態のデータの普及

楽器データベースは各種の検索機能を備 えてお り、デ ータベース として使用す る場合 に最

もその特長を発揮する ことは勿論で ある 。しか し、このデータベースのデータはシソー ラス

を念頭 におい た辞書形 式で作成 されているため 、適切な索 引を付加 した冊子形態で も利用が

可能である。a)の 課題が 実現 した後 には この形態 によって 、パ ソコンや ソフ トを保有 してい

ない層 に対 しても普及を はか ることがで きる。

(2)長 期的な展望による課題

a)ヴ ィジュアルな部分の強化

楽器の情報 においてはヴ ィジュアルな情報が非常 に大 きな効果を発揮す る。図や 写真 は言

葉 による説明を補強す ることがで きる し、時には言葉で説明するよ りも見 る方が 早 く、わか

りやす いとい う場合も多 いと思われ る。今 回も楽器および演奏場面の図像データの試験的な

登録を行 ったが、そうしたヴ ィジュ アルな部分 を強化 してい くことが必要であ る。

ただ し、ヴ ィジュアルな情報はその入手手段 、著作権等 の問題があ り、実現 のためには今

後 クリア しな ければな らない課題が少な くない と思 われ る。

b)オ ンラ イ ン化 、CD-ROM化 、マ ル チ メデ ィア化

「楽器データベー ス」は市販の ソフ トを用いてパ ソコン単体 で運用 する という方針で構築

された。しか し、利便の向上の ため に将来は、 当社のAV/MARCネ ッ トワー ク等 による

オ ンライ ン化 を実現 したい。また、CD-ROM化 、さらにヴ ィジュアルな情報 と共 に楽器

の音の情報 も加 えたマルチ メデ ィア化 につ いて も展望 して いきたい 。
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ホルンボステル=ザ ックス楽器分類表

《資料1》
ホ ル ン ボ ス テ ル ニ ザ ツ ク ス 楽 器 分 類 表

※主綱表と要目表は体系全体を鳥撤するための表なので、具体的な分類項目は細目表で確認すること。

■ 主 綱 表

分 類 名 ド 鉱番号 イ ツ 頭 英 語

体鳴楽器 1 Idiophone Idiophones

打奏体鳴楽器 11 Schlag-ldiophone struckidiophones

摘奏体鳴楽器 12 Zupf-Idiophone pluckedidiophones

擦奏体鳴楽器 13 Reib-ldiophone frictionidiophones

吹奏体鳴楽器 14 Blas-ldiophone blownidiophones

膜鳴楽器 2 H㎝branophone H㎝branophones

打奏太鼓 21 Schlagtro田 田eln struckdrums

摘奏太鼓 22 Zupftro田 田eln pluckeddru阻s

擦奏太鼓 23 Reibtro田meln frictiondru皿s

歌奏太鼓(ミ ルリトン) 24 Ansingtro田 田eln(Mirlitons) singingmembranes(kazoos)

弦鳴楽器 3 Chordophone Chordophones

単純弦鳴楽器またはツィター 31 EinfacheCholて]ophoneoder si皿plechordophonesor

Zithern zithers

複合弦鳴楽器 32 Zusa皿 皿engesetzteChordo一 c㎝positechordophones

phone

気鳴楽器 4 Aerophone Aerophones

自由気鳴楽器 41 FreieAerophone freeaerophones

本来の吹奏楽器 42 (Eigentliche)Blas一 windinstrunlentsproper

instrumente

雷鳴楽器★ 5 Elektrophone Electrophones

増幅楽器★ 51

電気楽器★ 52

■ 要 目 表

分 類 名 番号 ド イ ツ 誼 英 訳口口 口口

体鳴楽器 1 Idiophone Idiophones

打奏体鳴楽器 11 Schlag-ldiophone struckidiophones

直接打奏体鳴楽器 111 Unmittelbargeschlagene idiophonesstruckdirectly

Idiophone

間接打奏体鳴楽器 112 Hittelbargeschlagene indirectlystruckidiophones

Idiophone

摘奏体鳴楽器 12 Zupf-ldiophone pluckedidiophones

枠型摘奏体鳴楽器 121 InRa㎞enfor皿 inthefor阻ofafra皿e

板型または 122 InBrett-oderKa田 皿form inboard-orcomb-form

櫛型摘奏体鳴楽器

擦奏体鳴楽器 13 Reib-ldiophone frictionidiophones

擦奏棒 131 Reibstabe frictionsticks

擦奏板 132 Reibplatten frictionplaques

擦奏容器 133 ReibgefaBe frictionvessels

吹奏体鳴楽器 14 Blas-ldiophone blownidiophones

吹奏棒 141 Blasstabe blownsticks

吹奏板 142 Blasplatten blownplaques
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ホ ル ンボ ステル ニザ ツ クス楽器分 類表

分 類 名 番号 ド イ ツ 瓢 英 誠口口 口口

膜鳴楽器 2 M㎝branophone H㎝branophones

打奏太鼓 21 Schlagtr㎝ 皿eln struckdru皿s

直接打奏太鼓 211 U㎜ittelbargeschlagene drU皿SStrUCkdireCtly

Tr㎝ 狙eln

振奏太鼓(間 接打奏太鼓) 212 Rasseltr㎝ 田eln rattledru皿s

摘奏太鼓 22 Zupftr㎝ 皿eln pluckeddrums

擦奏太鼓 23 Reibtro田 圃eln frictiondru皿s

極付き擦奏太鼓 231 Stab-Reibtro㎜eln friction(壮 ㎜swithstick

紐付き擦奏太鼓 232 Schnur-Reibtro㎜eln frictiondru皿withcolて1

手擦り式擦奏太鼓 233 Hand-Reibtro㎜eln handfrictiondrums

歌奏太鼓(ミ ル リ トン) 24 Ansingtrom血eln(懸irlitons) singi㎎me阻branes(kazoos)

自由ミル リ トン 241 FreieHirlitons freekazoos

管型または器型 ミルリトン 242 R6hren-undGefaBmirlitons tube-orvessel-kazoos

弦鳴楽器 3 Chordophone Chordophones

単純弦鳴楽器 またはツィター 31 EinfacheChordophoneoder si田plechordophonesor

Zithern zithers

棒型(胴)ツ ィター 311 Stabzithern barzithers

管型(胴)ツ ィター 312 ROhrenzithern tubezithers

筏型(胴)ツ ィター 313 FloBzithern raftzithers

板型(胴)ツ ィター 314 Brettzithern boardzithers

槽型(胴)ツ ィター 315 Schalenzithern troughzithers

枠型(胴)ツ ィター 316 Rah田enzithern framezithers

複合弦鳴楽器 32 Zusa田 田engesetzteChordo一 compositechordophones

phone

リュ ー ト 321 Lauten lutes
ハー プ 322 Harfen harps

ハ ー プ ・リュー ト 323 Harfenlauten harplutes

気鳴楽器 4 Aerophone Aerophones

自由気鳴楽器 41 FreieAerophone freeaerophones

側逸奏気鳴楽器 411 Ablenkungsaerophone displacementfreeaeroPhones

中断奏気鳴楽器 412 Unterbrechungsaerophone interruptivefreeaerophones

破裂奏気鳴楽器 413 Explosivaerophone plosiveaerophones

本来の吹奏楽器 42 (Eigentliche)Blas一 windinstrumentsproper

instru皿ente

刃型(エ ッジ)付 き吹奏 421 Schneideninstrumenteoder edgeinstrumentsorflutes

楽器 またはフルー ト Floten

リー ドパイプ 422 Schal皿eien reedpipes

(有責吹奏楽器)
トランペ ッ ト 423 Trompeten trumpets

電鳴楽器★ 5 皿ektrophone Electrophones

増幅楽器★ 51

電気楽器★ 52

★の雷鳴楽器はホルンボステル=ザ ックス楽器分類表に本来ある番号ではな く、楽器データベースのために
設定されたものである。なお 、雷鳴楽器を増幅楽器 と電気楽器に区分する方法は、U.ミ ヒェルス編 「図解

音楽事典(dtv-AtlaszurMusik)」 にも採用されている。
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ホ ル ン ボ ス テ ル

■ 糸田 目 表

=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

.=::=:こ::::::=::===:::::=:::=:1:㍑=:= '''":;::===='‥''''''""=:=::''"=:=:::::'="::::=:::;:::二==:;::==::==:=::
=:=::='…";:;;:;:::6:=::::::= ;=;:::=:::::==:;::㍍::;=:::==;:=='=:="層":='=:::1""==:::=:=::==":=:=::1:;層''"=1:1:1;::===:::1:===:=':;・;・:…'ド … 諸 P.

分 .'"'議 …………1…………,,…,…難.、 ≡..

::蕎i

_エ 壌 語
層iiiiiii;iiiiii・iiii ・':=・:1:1

_9_:.iiiiiiil=:iiiiiiiiiiiiiii''" ::1=iiiiiiiiiiiiiiiiiii=::::=::iiiiiiii・ ・………………._.・ ・:::………i…………………………………:1………=……………………1…………1……………:::=:=:1=::=:… …………………;i三iiil…iiil・

体鳴楽器 1 Miophor恰

.

打奏体鳴楽器 11 Sch】ag-ldiophone

1

直接打奏体鴫楽器 111 UnmittelbargeschIageneIdiophone

相互打奏体鴫楽器(拍 子木) 111.1 Gegθnschlag-IdiophoneoderKlappern

相互打奏棒(棒 型拍子木) .11 Gegensch|agstさbeoderStabklappern

相互打奏板(板 型拍子木) .12 Gegenschlagplatter|oderPlattenklappern

相互打奏溝付き板(溝 付き板型拍子木) .」3 Gegenschlagrinnennod6rRinnenklappern

相互打奏容器(器 型拍子木) .14 Gegensch|aggef…iBeoderGef6Bklappern

カスタネット .141 Kastagnetten

シンバル
'
,142 Becken

単打奏体鳴楽器(棒 などで打ち鳴らす) 111.2 禽ufschlag-ldiophone

"

単打奏棒 .21 Oufschlagstabe

(独 立)単 打奏棒 .211 (Selbstandige)自u『schlag5tabe

単打奏棒のセッ ト .212 Sch|agstabspiele

単打奏板 .22 nufschlagPlatten

(独 立)単 打奏板. ,221 (Selbst～indige)Oufsch!agplatten

単打奏板のセッ ト .222 SchlagP|attθnspiele

単打奉答 .23 佃fschlagr6hren

(独立)単 打奏管 .231 (Selbst6ndige)自uf5chIagr6hren

単打奏管のセット .232 Schlagr6hrenspiele

単打奏容器 .24 自ufschlaggefぎBe

ゴング .241 Gongs

(独 立)ゴ ング .241.1 (Selbstandige)Gong5

ゴ ン グ の セ ッ ト(ゴ ン グ ・チ ャ.イ ム) .24L2 Gongspi引e

ベル .242 Glocken

(独 立)ベ ル .242.1 (Selbst…indigθ)G|ocken

置 きベル ..11 Standglocken
'

吊りベル ..12 H誉ngeglocken

翼奏式吊りベル ..121 Schlage1-H…ingeglocken

舌奏式吊りベル ..122 Kl6ppelglocken

ベルのセッ ト(チ ャイム) ..2 G|ockenspiele(Unterteilungentsprechend)

置きベルのセッ ト ,.21

吊りベルのセッ ト ..22
『 槌奏式吊りベルのセ

ッ ト 、.221

舌奏式吊りベルのセッ ト ..222

接尾番号(体 鳴楽器):Gemeinsa舵Schlu飢eilung:

鍵 盤 付 き 一8hitKlaviatur

装 置 で動 か す もの 一9Hitmechanischemqntrieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

1

貰 語 楽器名 [※器猶喜たぱ地域]

Idlophone3
・

struckidiophor給s

,

.

エ エ

idiophonesstruckdirectlり,

conou3sionidiophonesorclapPers

concussionsticksorstickclapPers ク ラ ベ ス(≠ ■「バ)
し●く∂Aう し よつ差o

COnCUsSiOnPlaqUeSOrplaqUθClapPerS 笏 拍 子,拍 板,四 竹'

concus5iontrough50rtroughclapPer5

COnCUsSiOnVeSSelSOrVeSselC|apPer5

castanets カ ス タ ネ ッ ト,ワ ー(3Mン?一 一)
蹟ウ ポンuン

cりmbal5' シ ン バ ル,鋏,シ ー(三'ン7-),磁 鈴(φ]野)
'

タ ー ラ ム(唐 イジい)
「

≡r

percu55ionidiophones

peroussionstick5

(individuaDpercussion5ticks トライアングル

setsofpercussionsticks 木琴,鉄 琴

perCUS5ionp|aque5
ばく±く 奮▲ばん と7⑰"

(individuaDpercussionplaques 木鐸,魚 板,特 馨
ヒエンチン

SθtsofperCUS5ionplaques 編 碧,チ ェ レス タ,グ ン デ ル

percus5iontubes
「

(indi∨iduaDpθrcussiontub6s ウ ッ ド ・ブ ロ ッ ク
■命±

setsofpercussiontubes テ ユ ー ビュ ラ ー ・ベ ル,砧,ト ン ト ン(戸 イ死'の

percussion∨esse15 .

90119S
ら,勘

"ndi∨iduaD奪ongs
銀 紙 タムタム'ゴ ング

setsofgongs(gongchime5) 雲 霧,ボ ナ ン ・バ ロ ン お よ び ク ノン(イ ン戸 ♪ツア=ジ ρの

bells

(individual)be|1s
●ら

restingbells. 聾

5uspendedbe||s・ F

suspendedbe115struckfromtheoutside
「

橋銭,梵 鐘,半 鐘

claPPθrbells 鈴,デ イル ブ(ハ 〉ハ)

set田ofbe1|s(chimes)

ピエンリ■ン

編 鐘 ・

カ リ ヨ ン

自ufri×e3foruse吋ithanりdi∨i3ionofthisclassUdiophone3):

uithkeyboard

mechanica1|りdri∨en
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

o翁 類 名 番 ド 諸 襲 語写

タ

間接打奏体鳴楽器 112 nittelbargeschlaOeneIdiophone

振奏体鳴楽器(ラ ッ トルまたはが らがら) 112.1 SchUtte|-ldiophoneoderRasseln

r－

列型ラットル .11 Reihen「asseln

紐通しラッ トル .111 Schnurrasseln

棒ラットル .112 Stabrasseln

枠型ラットル .12 Rahmenra55eln

振 り子式ラッ トル. .121 Pendelras3eln

転滑式ラッ トル .122 Gleitrasseln

器型ラットル .13 Gef吾 ∫3ra3se|n

L一

掻擦奏体鳴楽器 112.2 Schrap-Idiophone

掻擦奏棒 .21 Schrapst員be

共鳴体なし .211 Schrap3t員beohneResonator

共鳴体付き .212 Schrapst5bemitResonator
..

掻擦奏管 .22 Schトaprδhren・

掻擦奏容器 .23 SchrapgefaBe

掻擦奏車輪または歯車ラットル .24 Schrapr6deroderRatschen

L〔

裂弾奏体鳴楽器 112.3 ReiB-ldiophOne

摘奏体鳴楽器 12 Zupf-ldiophone

枠型摘奏体鳴楽器 121 InRahmenform

L,

ク リ ク リ 121.1 Cricri

L・

口 琴(ジ ュ ー ズ ・ハ ー ブ ま た は ビヤ ボ ン) 121.2 rlaultromme|n
」

切り出し古式口琴 .21

「
Idio910ttenau|trommθln

.
.

取り付け舌式口琴 .22 Hetero910tte門ault「ommθln

(単 一)取 り付け古式口琴 .221 (Selbst…indige)hetero9|ottenau|tromme|n
,

.

取 り付け舌式口琴のセット .222 Hetero910tte「1aultromme15piele

接 尾 番 号(体 鳴 楽 器):GemeinsameSohlu8teilung:

鍵 盤 付 き 一8岡itK|aviatur

装 置 で 動 か す も の 一9nitmechanischem伽trieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ 噛ッ ク ス 楽 器 分 類 表

.

' 完}芸葉 斉ロ 蒸器名 〔楽器茜嵩蕎購魅勇]
.

,

indirect1りstruckidiophone5- ,

一
「

shakenidiophonesorratt|es 、

suspensionratt1e3
.

strungrattles ジ ン グ ル ・.

stickrattle3 シストルム.
framerattleg.

し●くじ▲う

pendantrattle8 錫杖'
31idingrLattle5 ア ン ク ル ン(イ ジズ2ツァ=シ ㌔め

ve6selratt|es マ ラ カ ス,カ バ サ
一 L

scrapedidiophones

scrapedsticks
F

5crapedstickswithoutre50nator
' 芝 り ざ さ ら,虜 ア メ グカ,イ ン 礼 コ ン ゴ,レ コ ・レ コ(ブ ラジ の

5crapedsticksuithresonator
「

言文(.φ 盈 メ 嘉r摩)

scrapedtubes 唐インド

scraped∨esse|3 グ イ ロ(♪ 」一.が)

,ト

scrapedwheelsorcogratt|es ク レ セ ル,イ ン だ.

フ7ン トウ
sp|itidiophone5
「

カ ー シ ク(4ソ 刃),バ ル カ 〉,喚 頭(φ 厘)

1

pluckedidiophones

1

－L

inthe『ormofa『rame

01ackid .iophones((>ricri) メ ラ ネ シ ア
－L

F

guimbarde5(Jew'θharp5}
、

・

idioglotguimbarde5
ム ッ ク リ(,PflP),ロ ボ(6' .淳)㌧ オ ン ナ(東 .砂アジ ノ),

メ ラ ス シ ア

heteroglotgu}mbarde5 マ ウ ル ト ロ ン メル(ズ ィ'ク)

(sing|e)heteroglotguimbardes ・/ン ド3φ 国,ヨ ー σ ツ ノr

5et30fheteroglotguimbarde5
ア ウ ラ(3一 σッ」}つ

suffixe5forugewithangdi∨i3ionofthigola3sGdiophone3)=

uithkeりboard

mechanica11りdri>en

.

一49一
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≠

ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

iiiiiiii………iiiiiliiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii…i…ii譲難 …………………糞………iiii……iiiiiiiiiii………………………………………………………………
……鰹 …≡ ……………;………;i
'1

………………、…………1…………1………1…………………………1………………iiiiiiiiiiiiiii　…1…　iiiiiiiiiiiiiiiiiii…………………iiiiiiiiiii………………　　iiiiiii………………鍵……………i…iiiiiiii

…

板型または櫛型摘奏体鳴楽器
"舗 一 合 ー ー 一 一',今=≡ ← 一 ー ー 一 一^～'_,-一 一 一 ≡ 一 一 ≡,一 一 ≡ 一 一 ー 一 一,',一 一 ←r-一 一^→ 一 一"≡ 一 一 一

122

∵ ≡≡ 一'一 ーー ー ーー ー ーー ー一'

.、l

InBrett-OderKammforml

:
一 一''"≡ ≡ 一'一 一'"≡ ≡'「 ≡-一 ← 一　 『一 　'‥"'一 ≡ ≡一 ≡ 一一 ≡ 一一'=一'→"'一 ▼一""^'「

細巻き舌式 122.1 ・・tau・gesch・U・ ・enZungeni

共鳴体なし

共鳴休付き

.11

.12

OhneRes。natorl

,、t㎞ 。賂,㏄i
_一=_____._一._____.______一 P"一 一 ー 一 一 ・ 一 → 梧 梧 一 一 ≡ ≡ 一.

'1

''"一 一 ー一 一 → 一''"≡ ≡'←^'一^←'''"≡''''"一"一"一'一'≡ ≡"← 一"…T'

切 り出し舌式(オ ルゴール) 122.2 ・・t卿esd・ ・tt㎝ 為 一 ・S…1d・ ・㎝i

l

擦奏体鳴楽器 13 ㎞、H、、_i
:

擦奏棒 131
i

Reibst6be:

一 ・"A.'← 一 一 ⇒ 一 一'一 ・ 一 一.一 一"・ 一 一 ー 一 一'-一 ー 一 ●"≡ 一 一'・"一'≡ 一'一 合 一 一 ≡ 一 合 一'≡ ←"

(独立)擦 奏棒
≡ 一 転 一 ≡ 一 一 一'"一 合 一 ≡ 一 合 一 一 ー ー 一 ≡ 一 一 ≡'≡ 一 一'一 一 一,可 ← ← ←''"一'一 ←'←'一"一'一'"〔'

.一'→ 一'・ 一 台'一'一'一 一'一.

131.1

』一'"一 ‥ ≡'^≡ ≡ ∵"^'

____一 一__一__一____.,___一_._:一
'1

(Selbst昌nd}ge)Reibst蓋be;

:
'一 六‥'"…'一 一''"卓 一'方'"一'F… 一'←'‥''"…'"…"^=方 言'

擦奏樟のセット 13L2 … 胎・・b・p・・1・i

直接摩擦式

間接摩擦式

.21

.22

HitunmittelbarerFriktion:

,1、t。 、t垣1輌 臼 、k,、㎝i

:
ト :

擦奏板
一 ー 一 ≡ 一 一 ≡ 一 一 輪 一 ー ー 一 ≡ ≡ ≡'－A-－A-一 ー ー ー ー 一 万 一 ≡ 一 一 ・ ≡ 一 一,一 一 一,一 ← 一 一'← 一 ← 姪 一 －r-一 一'一

.(独 立)擦 奏板

-一 一 一 一 ≡ ≡ ≡ 一'一 ー 一'一 一 ≡ 一 一 ≡ 一 ー 一 ≡ 一'≡"一 一 ≡'≡'一 ー ー ー ー ー 一'←"一 ≡ 一 一 ≡ 一 一 一'A-一 一 ー 一 一

132

-← ← 一'一 一"-r-一'← ←"

132.1

.一 一 ←A－ 一 一 白 ー 一'一 ← 一 一 一 ←.

烏 ・b・1・tt・ ・i

______,..______'_一__一_一 ーレ.

,誕,㎏ 緬 、卵,㎏ 、b,1、t㎞i

:
一'←''''''"一''''""'一"一"一'''''''''''''"右^≡'一''''"一 一 今 ←'「'

擦奏板のセット" 132.2 …bp・ ・tt緬 ・1・i

l

擦奏容器
,,一 一

.≡-一 一'一 一 香 一 ≡'一 ー 一 ≡ ≡ 一 一'一 ≡ 丙 一 一^一^9-^一 一 『,一,一 一 一 一 一 首 一 ≡ 一 一 一 一 ρ^一^一 ← 一 一 一

t33

-'一,-r-一 ← 一 ー 一 －A-一 一.

,。、b酬 舵i

:
一 ー 一 　 一 ー 一 　 一 　 一 ← ÷ 一"'"'一 一"『"一 ー ー ー 一 一 ー ー ー ー 一 一"←"一'"『 一 一 ー 一"六'一'T'

(独 立)擦 奏容器 133.1 ・飴1胎t緬 ㏄・㎞・bg・繊i

≡ ≡ ≡ ≡'－A　 ← 一 一 ← 一 ー 一 一,一 《 ～ 一'一 一 ー ー ー 一'一"⊥'"≡ ←'一 ー 一 ≡ 一'工 ← 一 ← 一 －A-一 一 ← 一'"一

擦奏容器のセッ ト

「'一 ← ← 一 一 一'一'←'吟 ←"←'

133.2

_一_,____一_.・ 一一.____,__一___,子

細 、b卵,巨B、p、 。1θ 、i

:

吹奏体鳴楽器 14
i

Blas-ldiophonel

l

吹奏棒
一 一 一^・ ← 一 ≡ 一 宇 一 一 培 一 ー 合 一'一'一'一 ●'← ● 一'一 一 〔 一,一 一"ρ'A← ← 《'一 戸 ー ー ー 一 方 ー 一^一^一 一 一,

141

.一'一 宗 ー 一 一'一 合 一"一'一 一 ・

、,,緬 、。i

:
'^≡ ≡'"≡'≡"一'一"一'"一''"一'≡'''"≡ 一≡ ≡"『 一 一"一 工 ≡一 一'"≡ ≡=← 丁

(独 立)吹 奏棒 141.1 ・Sl』・緬 漠・B虻 ㌔i
≡ ≡ ≡ ⇒ 一 一'一 ← ・,--一 一 一 一 ー 一 ← 一 ・ 一 一 一 づ ≡ 一 ー 一 一 ← ≡ ≡ 一 ≡ 一 一',-一 一,一 一 ● 一 一 一'一 ≡ 一 一 ← 一 合 一 一 ‥

吹奏棒のセット

.,一 ー 一,≡ 一 ー ー ー ー ー ー 一 ≡ ≡ 一 ㊨

141.2

_一____,_,一____一__.一.一 一__一 ー一… 一に

,,翻 、恒,、。,ei
:

吹奏板 142 iBlasplatten:

一'≡ 一 ≡ 一 ≡ 一 一'・ 一'一.一 一 ≡ ≡ ≡ 一 一 ー 一 一',一 一"『 一 一^〔 一^一 一 ー 一'一 ・ 一 ← 一 ー ー 一 一 ≡ 一 ≡ 一 ≡ 一 梧 ≡ ≡ 一

(独 立)吹 奏板

≡ 一 ≡ 一 一 ≡ ≡ 一 ≡ ≡ ≡ 一 一 一 ■ ≡ 一 ● ● ■ 一 ≡ 一 ● 一 ー ー ー 一 ≡ 一 ー 一 ← 一 ー 一 ≡ 一 一 一 ≡ ≡ 一 一 一 ≡ ≡ 一 一 ・ 一 ー 合 一 ≡ 一 ■ 一 ー 一

L-一 一 ≡ 一'一 ≡ 一 一 ≡ 一 ≡ ≡ 識 一 一 ・

142.1

.一 ≡ ≡ ■ ≡ 皐 ≡ 一 ≡ 一 ー 一 ←,≡ 一 、.

… 一… 一 … 一… … 一ー一… … … ….… … 一一… … … … 一… ト

闇 』 伽 、卵,B1励1、t㎞i
:

'"^"巳'"一 一's'‥ ⇒"一'^''''''''''""'一'"''""'"'一 ≡"'一'""≡'≡r'

'

.吹 奏 板 のセ ッ ト
ー

142.2 ・圃 ・・㎞ …1・i

i

接 尾 番 号(体 鳴 楽 器):GemeinsameSchluBteilun9:

鍵 盤 付 き 一8nitKla∨iatur

装 置 で 動 か す も の 一9nitmecWanischem禽ntrieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル'.=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

q

.

「

.

1

漢 .蚕
日取 楽器名 [楽器名震たぱ地域‖

≡

"

」

inboard-orcomb-rorm』 『 「

r

ωithIaced-on|ame||ae

withoutresonator

withresonator

サ ン ザ

ラ メラ フ ォ ン,ム ビラ,リ ケ ン ベ(ア2ゴ ラ.ヂイー'.グ ♪ビ,瑠 か)

uithcut-outlamellae(musicalboxes} オル ゴ ール

『rictionidiophones
L

-r

-

.r

frictionsticks

`
{

(individua1}frictionstick5 ザッ クスにより 「不詳」とされている

setsoffrictionstickS

レ}ithdirectfriction

uithindirectfriction.

ネ イ ル ・ヴァ イ オ リ ン 、

クラ ヴ ィ シ リン ダ ー

一「

一「

frictionP|aque5
F

(individua|}frictionp|aques ザックスにより 「不詳」とされている

set30ffrictionplaque5{li∨ika] ニ ュ ー ア ・〆 ノ↓・ラ ン ド、畠 ζ'メラ♪飢戸ノ 』

'r

≡「

Friction>essel5
.

(indi∨iduaDfrictionves5e|s
,、 、

フ ラ ジ ノ♪.
φ

SetSOffriCtiOnVeSSelS グラ ス ・ハ ー プ

bIOHnidiophones

〔r

-r

blownsticks .

(individual}b10t"1sticks ザックスにより 「不詳」とされている
ト

setsofblObJnst}cks エオルスクラヴィア
「

≡r

≡r

b|ounp|aques

ρ
_Cndi∨iduaDb|ounplaque声

・

ザックスにより 「不詳」とされている

setsofblounP|aques

,

ピア ノ ・シ ャ ン ト ウ ール
.

5uffixe3foru5euithanりdi∨isiotlofthiso|as3(idioPholles):
.

withkeりboard

mechanica|1りdri∨en
.

、
、

一51一



ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

口
分 ・・…・…・・……・:………類 癌 番 写 ピ ♂'簗 ・一 …語

腹鳴楽器 2 n㎝branophone

.

、

打奏太鼓 21 Schlagtro田meln

.

直接打奏太鼓 211

]

Unmittelbargesch|ageneTrommeln

鍋型(胴)太 鼓(デ ィンパニ) 21L1 Kessθ1trommeln(Pauken)

L←

(独 立)鍋 型(胴)太 鼓 .t1 (Selbstandige}Kesseltrommeln

鍋型(胴)太 鼓のセット .12 Ke55eltrommelspie|e

筒型(胴)太 鼓 211.2 Rδhrentrommeln

円筒型(胴)太 鼓 .21 Zりlindertrommeln

片面(皮)円 筒型(胴)太 鼓 .211 Einfe|1igeZりlindertrommeln

開端式 .211.1 Offene「Zりlindertrommeln

閉端式 .21L2 Ge3chlosseneZりlindertrommeln

両面(皮)円 筒型 く胴)太 鼓 、212 Zueife1|igeZリlindertromrneln

(個 々 の)円 筒型(胴)太 鼓 .212.1 (Einze|ne)Zりlindertromme|n

円筒型(胴)太 鼓のセッ ト .212.2 2りlindertrommelspiele

・樽型(胴)太 鼓
.22・ Fa8trommeln

片面(皮)樽 型(胴)太 鼓
'開 端 式

閉端式

両面(皮)樽 型(胴)太 鼓

(個 々の)樽 型(胴)太 鼓

樽型(胴)太 鼓のセット

・二重円錐型(胴)太 鼓
.23・ DoPPelkonustrommeln

・砂時計型(胴)太 鼓 .24中 Sanduhrtromme|n

・円錐型(胴)太 鼓 .25阜 Konustrommeln

・杯型(胴)太 鼓
.26牢 Bechertrommeln

・211.21の よ う に 下 位 区 分 さ れ る

1

冷Unterzuteilenwie211 .21 、
接 尾 番 号(腹 鳴 楽 器):GemeinsameSchluBteilung=

膜がにかわ付けされたもの 一6n taufgeklebtemFell

膜が釘付けされたもの 一7H taufgenageltemFeU

膜が紐でかが られたもの 一8岡 taurgeschnUrtemFell

紐(リ ボ ン)で 張 った も の 一81S◇hnur-(Riemen-}SchnUrung

引 き伸 ば し に特 別 な 仕 掛 け を 伴 わ な い も の 一8110hnebesondereSpanl、vorr}chtung

張 りつめた紐を伴うもの 一812n tSpannUgatur

張 りつめた輪を伴うもの 一813岡 tSpamlringen

櫻の支柱を伴うもの 一814n tSpallnkei|en
・紐 と 皮 で 張 っ た も の 一82・ ・Schnur-F。|1-SchnUrun9

・紐 と 板 で 張 っ た も の 一83・ ・Schnur-Brett-SchnUrullg

・紐 と 輪 鍔(フ ランジ)で 張 っ た も の 一84・ ・Schnur-Wu1台t-SchnUrullg

・紐 と 帯 で 張 っ た も の ラ85・ ・Schnur-Gurt-SchnUrung

・紐 と 止 め 釘 で 張 っ た も の 一86・ ・Schnur -pflock-SchnUrung・

(・-81の よ う に 下 位 分 類 さ れ る)(・UIlterzuteilen"ieoben-81)

膜が締めつけられたもの 一9H tangekIemmtemFel|

紐の輪によって締めつけられた膜を伴うもの 一91回 tSchnurklemmung

輪によって締めつけられた膜を伴うもの 一92阿 tReifeneink|emmUn9

装 置 な し 一9210hne岡aschinerie

装 置 付 き 一922nit回aschinerie

ペ ダ ル な し 一92210hnePeda16,

ペ ダ ル 付 き －g222nitPeda1θn

ノ
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

'

英 ・五り
【文 篶器名 [楽器名費瀦嫁地域‖

.

rk畑b「anophon6S

,
.

st「uckdrumg
'

drumsstruckdirectly
9

一 L ・

kettledrums(timpanD

(9eparate)kettledrumS

自et30fkettledrum5 テ ィ ンパ ニ,ナ ッ カ ー ラ
・

1一 」
F

tubulardrUfn3 ボ ン ゴ 『

cり|indrica|drums

single-5kinc～ バindricaldrums、

opencりIindrica|drums マラ ッカ

c|osedcり1indrioaldrumg 西 ・/ン ド」諸富

double-skincりlindrica|drums

(indi>idua1)cり|indricaldru爪s
・

小 太 鼓(ヨ ー0ツ」}つ

setsofcり1indrica|drums

barrel-5hapeddrums ア ジ ア,ア フ グカ.古 κ メ 手 シ ニ7

・

double-conicaldrums

,

ムリダンガム(星 行ンい)
こつづゐ

hourglass-shapeddrums 小 鼓(θ 琉),メ ラネ シ ア.更 ア フ ダ カ.ア ジ ア

conicaldrums ・〆♪ β

gob|et～shapeddrums ダラブツカ

*tobesub-di∨ided|ike211 .21 .

suffixesf。ruseNithanりdivisi。n。fthisclass(membran。phones):

withmembranegluedtodrum

uithmembranenailedtodrum

withmemb「ane|acedtodrum

cord-(ribbon-)bracing

withoutspecialdevicesforstretchin9

withtension|igature・
-

withtensionloops.、

uithNedge-bracing

■cord-and-hidebracing'

◎cord-and-boardbraoing .
・cord-and-flangebracing

申cord-and-beltbracing

ocord-andrpegbr'acing・
(皇Tobesub-di∨ideda6-81above)

uithmembranelapPedon

uithmembrallelappedonbりringofcord

脚ithmembranelappedonbvahoop

withoutrnechani5m

ωithmechanism・

withoutpeda|

withpedals

`
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

分 …,..類 ….灘 …, 凝_.,湾._ ...膳,…_猪 …_}鞍..,.語::・

'

r

神聖(胴)太 鼓(枠 太鼓) 21L3 Rahmentrommeln

「'

無柄式神型(胴)太 鼓 .31 Rahmentrommeln(ohnθStieD

片面(皮) .311 EinfeUigeRahmθnt【'ommeln

両面(皮) .312 ZweifelligeRahmentrommeln

有柄式枠型(胴)太 鼓 .32 Stieltrommθ|n

片面(皮) .321 Ein『e|1igeStieltrommeln

両面(皮) .322 2weifelligeStieltrommeln

摂養太鼓(間 接打奏太鼓;211直 接打奏太鼓のように 212 Rasseltromme|n(Unterteilungw}ebeiden

下位区分され る) unmitte|bargeschlaggnenTrommeln)

L,

鍋型(胴)太 鼓 212.1

L・

筒型(胴)太 鼓 2t2.2

円筒型(胴)太 鼓 .21

樽型(胴)太 鼓 .22

片面(皮) .221

両面(皮) .222

(個 々の) ..1

樽型(胴)太 鼓のセッ ト 。.2

二重円錐型(胴)太 鼓 .23

砂時計型(胴)太 鼓 .24

円錐型(胴)太 鼓 .25

杯型(胴)太 鼓 .26

枠型(胴)太 鼓 .3

接 尾 番 号(腹 鳴 楽 器):GemeinsameSohluBteilullg:

膜 が にか わ 付 け され た も の 一6nitaufgeklebtemFell

膜 が 釘 付 け され た も の 一7nitaufgellageltemFe|1

膜 が 紐 で か が られ た も の 一811itauf9θschnUrtemFθ11

紐(リ ボ ン)で 張 っ た も の 一8tSchnur-・(Riemen-)SchnUrung

引 き伸 ば しに 特 別 な 仕 掛 け を伴 わ な い も の 一8t10hnebesondereSpann∨orriohtung

張 りつ めた紐を伴うもの 一812H tSpannligatur

張 りつめた輪を伴うもの 一813n tSpannringen

撲の支柱を伴うもの 鳴14[ tSpannkeilen
・紐 と 皮 で 張 っ た も の 一82・ ・Schnur-Fel1-SchnUrung

・紐 と 板 で 張 っ た も の 一83・ ・Schnur-Brett-SohnUrun9 一

・紐 と 輪 鍔(フ ランジ)で 張 う た も の 一84・ ・SchnlＬr-Uulst-SchnUrul19

・紐 と 帯 で 張 っ た も の 一85・ ・Schllur-Gurt-SchnUmng

・紐 と 止 め 釘 で 張 っ た も の 一86・ ・Schnur-Pfl。ck-SchnUrung

"-81の よ う に 下 位 分 類 さ れ る)(・Unterzuteilenwieoben-81)

膜が締めつけられたもの －gn tangeklemmtemFell

紐の輪によって締めつけられた膜を伴 うもの 一91門 tSchnurklemmung

輪によって締めつけられた膜を伴うもの 一92門 tReifeneinklemmung

装 置 な し 一9210hnenaschinerie

装 置 付 き 一922門itHaschinerie

ペ ダ ル な し 一92210hnePedale

ペ ダ ル 付 き 一9222帽tPedalen
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

`

↓

.

1

1 ●五
` 英 斉既 楽器名 [楽 器 藁蓑だ{i董地 域]`
t

:
一: 、

framedrums

framedrums(withouthand|e)

single-skillframedrums ダブ,タ ンブリン.

double-5killframedrums ア ド ウ フ ェ(t.1・1カ 、1・),カ ー ノ、(gtT房rJie),.オ ア フ 〃 カ 『

framedr'Um吋ithhandle
9

8ingle～skinframθdrumsuithhandle 工,マ ≠ ぞ 一
だいもく

double-5kinframedrumsuithhandle ソ ー ゴ(摺 扉),題 目太 鼓(θ 硫),チ 〔 ツ ♪

rattledrums(sub-di∨isionsasfor'

_」

drumsstruckdirect|り,211)

一 ㌔

とう

でんでん太鼓,鰻
L

.

'

ダ マ ル(プ ベ ッメ)
.

,L

'
.

suffixesforu田euithanりdi∨isionofthisc|a55(membranopholle5):

uithmembranegluedtodrum

uithmembranenailedtodrum
i

withmembralle|acedtodrum
.

cord-{ribbon-)bracing

uithoutspecialde∨icesforstretching

withtensionligature.

withtensionloops

withし ψedge-braciI19

*OOrd-and-hidebracing

.cord-and-boardbracing

命cord-alld-flangebracing

*cord-and-beltb
.racing

'F

牢COrd-and-pegbracin9

(*Tobesub-dividedas-81above)
'

withmembrane|appedon

uithmembranelappedonbりringofcord

MthmembrallelapPedonbりaho。P

withoutmechanism

拉ithmechanism

withoutpeda|・
withpedals

1

、
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

... ■..,■ ==:二 .■ ■P '己' .7令 .・ ・, =:= ..,.■

分 類 茜 げ 逮 膓 語番 烹・,・ ■ ・・, ..:. .・9,.

摘奏太鼓 22 Zupftromeln

擦奏太鼓 臼 Reibtro㎜eln

榛付 き擦奏太鼓『 231 Stab-Reibtrommeln

差し込み式棒付き擦奏太鼓 23L1 nitdurchgestecktemStab-Reibtromme|n

固定差し込み式 .11 Fesselstab-Reibtrommeln

半固定差し込み式 」2 Halbfre{stab-Reibtrommeh1

可動差し込み式 .i3 Freistab-Reibtrommeln

取り付け式極付き擦奏太鼓 23L2 nitaufgebundenemStab-Reibtromme|n

紐付き擦奏太鼓 232 Schnur-Reibtrommeln

紐付き擦奏置き太鼓 232.1 StehendeSchnur-Reibtrommeln

片面(皮) .11. Ein『enigestehendeSchnur-Reibtrornmeln

両面(皮) .12. 2ωei『el|igestehendeSchnur-Re{btromm白ln

←

紐付き擦奏振り太鼓 232.2 GeschwunOeneSchnur-Reibtrommeln

rF

'

手擦り式擦奏太鼓 233 Hand-Reibtromme|n

」

歌奏太鼓(ミ ル リトン) 24 nnsingtro㎜elnmirlitons)

自 由 ミル リ トン 、 241 Freie「1irlitons

管型 または器型ミル リトン 242

'
'

Rδhren-undGef6Bmirlitons

接 尾 番 号(腹 鳴 楽 器):GemeinsameSchlu8tei|ung:

膜がにかわ付けされたもの 一6岡 taufgeklebtemFel|

膜が釘付けされたもの 一7n tau『genage|temFe|1

膜が紐でかが られた もの 一8n taufgeschnUrtemFe1|

紐(リ ボ ン)で 張 った も の 一81Schnur-(Riemen-)SchnUrung

引 き伸 ば し に特 別 な 仕 掛 け を 伴わ な い も の 一8110hneb8solldereSpann∨orriohtun9

張 りつ めた 紐 を 伴 う も の 一812'H tSpallnligatur

張りつめた輪を伴うもの 一81311 tSpannringen

襖の支柱を伴うもの 一814阿 tSpal111ke日en

・紐 と 皮 で 張 っ た も の 一82・ ・Schnur干e11-SchnUrung

・紐 と 板 で 張 っ た も の 一83・ ・Sohnur-Brett-SchnUrUng

・紐 と輪 鍔(フ ランジ)で 張 っ た も の 一84・ ・Schnur-Wu1ヨt-SchnUrUng

零細 と 帯 で 張 っ た も の 一85+申Schnur-Gurt-SchnUrung

・紐 と 止 め 釘 で 張 っ た も の 一86・ ・Sch聞r-Pflock-Schl1Urung

(・-81の よ う に 下 位 分 類 さ れ る)(・Unt白rzutenen川e。ben-81)

膜が締めつけられたもの 一911 tangeklemmtemFell

紐の輪によって締めつけられた膜を伴うもの 一9111 tSchnurklemmUt19

輪によって締めつけられた膜を伴うもの 一92n tReif8neinklemmung

装 置 な し 一9210hneHaschinθrie

.装置 付 き 一922mth8schinerie
ペ ダ ル な し 一92210hnePedale

ペ ダ ル 付 き －g22211itPedalen
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

英 語 楽器名 [楽 器名 ま涜{違》世域‖

〆

・
Pluckeddrums ゴ ー ピ ーヤ ン トラ(イ ンバ).

1

コ モ ク(・ア ー ナ ン ド ・ラ ハ リ)(イ ンい)

.

frictiondrums
1

frictiondrumsuithstick

,: 」

withinsertedstick

frictiondrLumstψithfixedstick ア フ グカ

frictiondrums吋ithsemi-fixedstick ア フ グカ

`

rrictiondrum5withfreestick べ≠ズエラ
.

－r

uitht…edstick ク イr力(ブ ラジ の,ヨ ーZ7タ ノr

,.

frictiondrumsuithcord

－r

stationarり 『rictiondrum6withcord ヨ ー0ツ ノr,ア フ グ カ

5ing|e-skinstationarりdrumsωithfriction-cord
.

double-skinstationarりdrumsuithfriction-cord

.,

←r

frictiondrUmswithwhirlingstick ヴァ ル ト ト イ フ ェ ル(い 〃),夏 ア ブ 〃 カ,ギ リ ギ リ ピ ー(イ ツいの

玩具)'

handfrictiondrums

singi㎎ 田embranes《kazoos) ヨ ーZ7ツ ノrべ 西 ア7グ カ

freekazoos

デークム デイーズ

tube-orvθssel-kazoos, 大写(虜 摩),雷 干(47菌)

suffi×esforusewithanりdi∨isionofthisolass(membranophones):

uithmembranegluedtodrum

withmembraner旧i|edtodrum'

uithmembrane|acedtodrum

cord-(r}bbon-)bracing

口ithoutspecia|deviceSfOrstretChing

脚ithtensionligature

withtension|oops

ωithuedge-bracing

琴cord-and-hidebracing

●cord-and-boardbracing

京cord-and-f|angebracing

宇cord-and-beltbracing

愈cord-and-pegbracing

(串Tobesub-di>idedas-81above)

withmembranelappedon,
「

withmemb「allelappedonbりringofcord

uithmembr6nelappedonbりehoop・

withoutmechanism

じJithmeohanism
F

withoutpeda1

withpeda|s
1
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

liiiiiiiiiii;iiii;… …………'iiii:「 撒 二:1;==:…蹴1:1=:::「=・ ・:・・・・…=…:・ ・…・・=:・・…:… ∴::lll… …;…lii

,、1……1…;i……;…1………1…・・:・・………………1……:………iiiiii…::

'::・i……;;=:="…iiii;iiiii灘iiiiiiiiliiii;ii……iii
…iii≡1…liiiiiii………,:iiii};…i・一 ・…iiiiiiiii二:;:

iiiiiiiiii…iiiiii=層i=iiii…i;i≡i…iii………・・……・・…・……、::::,:、、:=:、,__=… 、………,_,… ………,、、,,:……、…………::;、iiii……………1……………………1………………………………………………≡ii… ……i,=、…ii灘 ……………1…………… ≡ ……、、………………、………、、≡ ………………………、…≡ 、、……≡ ∴ 、…、………………羅=

弦鳴楽器 3 Chordophone

へ

単純弦鳴楽器またはツィター 31 Ein『acheChordophor給oderZithern

棒型(胴)ツ ィター 311 Stabzithem

楽弓 311.1 nusikb6gen

切り出し弦式楽弓 .11 Idiochol'de「1usikb6gen

切り出し弦式単弦楽弓 .111 Hono-idiochorderlusikb6gen

切り出し弦式複弦楽弓 .112
.'

Polり －idiochordeHusikb6genoderHarfenb6gen

取り付け弦式楽弓. .12・ Heterochof'de門usikb6gen

取り付け弦戎車弦楽弓 .121 nonoheterochordeHusikb6gen

共鳴体なし .12t.1 OhneResonator

調律用結び日なし .:11 OhneStimmsch|inge

調律用結び目付き ..12 1川Stimmsch日nde

共鳴体付き .、2 HitResonator

付属の共鳴体 ..21 11itullverbundenemResonato「

結合した共鳴体 ..22 nitverbundenew}Resonator

調律用結び日なし ..221 OhneStimmschlinge

調律用結び目付き ..222 nitStimmschlinge

取り付け弦式複弦楽弓 .122 PolりheterOChordeHUsikb6gen

調律用結び日なし 但 」 OhnθStimmschlinge

調律用結び目付き ..2 rlitStimmsohlinge

楽棒 311.2 nusikstabe

弓型楽棒 .21 Husikbogenst緬be

(本 来の)楽 棒 .22 (Eige【1tliche}rlusikst…ibe

単数共鳴器付き楽棒 .221 niteinereinzigenResonanzkalebasse

複数共鳴器付き楽樟 .222 門itmehrer'enResonanzkalebassen

接 尾 番 号(弦 鳴 楽 器):GemeinsameSohluBteilung:

ハ ン マ ー ま た は 鍛 よ ・ て 鳴 ら さ れ る も の ・-4nitH、mme卜 。d。,S。h|昌 、,1。,i。1、,t

素 手 の 指 に よ ・ て鳴 らさ れ る も の 一5相tFi。g。,。,i.1。,t

プ レ ク トラ ム に よ ・ て鳴 ら され るも の 一6伺itP|,kt,u。spl,1,,t

次 の よ うな 麟 法{こ よ ・ て 鳴 ら さ れ るも の 一7岡itSt,θ1。h,pi。1,,t

弓を伴う_71Bogen

車輪によ る 一72Rad

リボ ン(紐)に よ る・-73Band

鍵 盤 を 伴 う も の 一8nitKlav}atur

器 械 装 置 動 力 を 伴 う も の －gnitmechanischemOntrieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

::::
,層.. :=1:= 1:1=:=;:: 1;:: :: ::;=;:=:1:lll

:;:::===.=:;: =;
7層 令P・..・, ・P7P =㌶ :1:1

:=::;:1::::=:

葉 語
.P ,P層P7.・.,,■P■ 層,. ■層■■ ::

1 楽器名 歪楽器猫遥鮒灘翻劃1=;:
・.・ ・ :=::=^7.,7 :=:ll:ll; =::1 :: :;ll=:1:=::"

層.L ・「■P 層・.・「苛,7P■P●, 層7

Chordoph(》r㊤s >

F

.

si脆Plechordophoneso「zithers
ツ ィ タ ー

'

barzithers
.

一 L

'

musicalbous
`
idiochordmusicalbows ,

mono-idiochordmusicalbous
こ ユ ー・ヂ ニ ア ぷ ∫・一 ゴ

polり 一.idiochordmusicalbousorharp-bou5 西アフグカ

heterochordmusicalbous
-

mono-heterochordmusicalboしJs

ωithoutresonator

脚ithouttunin91100se
ガンザ(ア 〃の

withtuningnoose
ン ク ンゴ,ウ タ(唐 が},葺アノ夕汐)

withresonator

uithindependant・resonator
7xリ コミ

ブ ソ イ(ボ μ.の,梓 弓(θ 黄)

ωithresonatorattached

WithOUttUningnoOSe ハ デ,ソ モ(ρ メ),ピ リ ン パ ウ(7㌻ ジ の

uithtuningnoose
グ ボ(⇔ ウの,フ ン ゴ.ボ ブ レ,ウ マ ク ウ ェ ヤ ナ(戸 〃 ヵ蔵 膚 ぷ)

po1り －heterochordmusicalbou5

withouttuningnoose
カ ロ ヴ ェ(.tt■:,F)

－L

withtuningnoose
パ ゴ ロ(.〆 ♪アニア)

stickzithers

musicalbo図cumstick
夏蕨 アジア

(true)stickzithers

uithoneresonatorgourd
、

ト ゥ イ ラ(fL)i'),ス レ ッ ペ(?Pt:1)

withseveralre30natorgourds
' ヴ ィ チ トラ ・ヴ ィ ーナ ー(イ ツい)

su「fixesf・ ・use・ ・itha・ りdM・}・ ・ 。fthiscla・ ・(。h。,d。ph。,e。)、

soundedbりhammersorbeater3'

soundeduiththebarefingers

soundedbりplectrum

soundedbりbouing ,
.

uithabou

bりauhee| ..

bりaribbon[Band]

withkeりboard

withmechanicaldri∨e
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

7..ふ

ii;.=::: ..==: :::; =:;: 1:::; iii :=:= iiii iiiii
⇔

ド 渚募 籟 猫 養 堅 語"1 言
iii iiii 1:i= iiiiiiii iiiii ■,.■ iii・ ":::

.,'
・L・ ・ iiiii

:
;

管 型(胴)ツ ィ タ ー 312 R6hrenzithern i
:

完全管型(胴)ツ ィター 312.1 UoIlr6hrenzithern
「
:

切り出し弦式完全管型(胴)ツ ィター .11 Id・ 。・・。・d・ ・∪・11-・R6・ ・e・z・ ・…ni

:

取 り付け弦式完全管型(胴)ツ ィター' .12 H。t。,。 。h㏄d。 ・(∪。11.}Rδh,e,zit已mi

特別の共鳴体なし
、

.121 ・㎞ 』 ㎞ 帥部 品㎜ …i

特別の共鳴体付き .122 ・・tb・訓 曲・e・en㎏・。輌i

不完全管型(胴)ツ ィター 312.2 胎lb,6h㎜ 、th酬ni

切 り出し弦式不完全管型(胴)ツ ィター .21 Id・ 。・h。・d・H・lb・ δh・e・z・ ・h・mi

1一
〉

取 り付け弦式不完全管型(胴)ツ ィター .22 隔,酎 。。、。,d。 肋6、,≡ 、t㎞ni
:

"か 泌 i
筏型(胴)ツ ィター 313 FloBzithern

…

切り出 し弦式筏型(胴)ツ ィター 313.t Id、伽 嘘Fl輌 、t㎏,ni
:

取り付け弦式筏型(胴)ツ ィター 313.2

「

HeterochordeF|oBzithern

i

板型(胴)ツ ィター 314 B陀tt.、th㎝i
:

(本 来 の)板 型(胴)ツ ィタで 314.1 ,E、g。刷 、輪 、品,,、t己,ni

共鳴体なし .1i 。㎞ 』。頑,i

共鳴体付き .12 … 』 陥・㏄i

共鳴殻式 .121 川t㎞ 一 曲1・i

共鳴箱式(.箱 型(胴)ツ ィター) .122 rlitResonanzkasten(Kastenzither.)1
'

i
■

板型(胴)ツ ィターの変種 314.2 、船、⑭ 柵 輪,セ 、t㎞ni
:

地面ツィター .21 Erdzithernl

ハ ー プ型 ツ ィ ター .22 閲,・。㎎・・hが.i
」 1

接 尾 番 号(弦 鳴 楽 器):Gemθins∂meSchluBtei|un9:』

ハ ン マ ー また は棒 に よ っ て鳴 ら され るも の 一4川tHammer-oderSchlぎgelspielart

素 手 の 指 に よ っ て鳴 ら され るも の 一5酊tFillgerspielart
,

ブ レ ク トラ ム に よ っ て鳴 らさ れ るも の 一6川tPlektrumspielart

次 の よ うな 擦 奏法 に よ っ て 鳴 ら さ れ る も の 一7nitStreichspielart

弓 を伴 う 一71Bogen

車 輪{こよ る 一72Rad

リ ボ ン(紐)に よ る 一73Band

鍵 盤 を伴 う も の 一8HitKla>iatur

器 械 装 置動 力 を伴 う も の 一9川tmechanischemOl・trieb
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ホ ル ン ボ ス'テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

1

英 語 楽器名 1楽器i獄繰 1違地域 ]

tubezither3

一「

whole-tubezithers

idiochord(true)tubθzithers

.

ア ブ 〃 カ,ゴ ン ラ(イ ジメ、コ』'ア),ト ー ゴ ー(ノ 〃 と'ッ),

ヴ ァ リハ(Pが ガ,ぴの,ク リ ビ(♪ イyt'ン)

heterochord(true)tubezither6 ヴ ァ リハ(ス チー ル 弦,Pヂ カ㌻7万力

・uithoute×trar・esonator

－L

uithe×trare50nator サ サ ン ド(ノ ィε一鳩)
,

half-tubezithers・

A

idiochordhalf-tubezithers ・フ0〃 え .嘉
「

－r

クーチン ヒ●ンクム

heterochordhalf-tubezither5 箏,古 琴(φ 画),玄 琴(身 穿)

raftzither5

一 ナ

id}ochordraftzither5 イ ン 札 ヂ ニ ア,コ ♪ ゴ,ふ い ん ぐ る三 線( .ノτ重 ψ)

'

r

heterochordra『tzithers 誰ニアゲ堀ガ

boardzither5

一「
trueboardz}thers

.

withoutreSonator 扉'〃 兵 才

uithresonator

uithresonatorboul ニ ア ゲ堀 堀rア ノグカぷ「断)
ヤツ子ン

ωithresonatorbo×(bo×zither) ツ ィ タ ー.ダ ル シ マ ー,ピ ア ノ,揚 琴(φ 直),カ ー ヌ ー ン,

⊥L

カ ン テ レ(7イ ンカ メつ

boardzither>ariations

groundzithers マダ ガ,マカ 〃

harpzither5 扉ソ↓1ヌ才

.

6uffi×esforuse"ithanりdl∨isionofthiscla53(chordophone3):

soundedbりhammer50rbeater5

sounded(寸iththebarefingers'

soundedbりpleotrum

soundedbりbouing

withabow

bりauheel

bりaribbon[BandI

ωithkeりboard

回ithmechanicaldri～{e

1
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

iiiiiiiiiiiiiiiii;……………・・…・鐵 …≡ ………;…:=、,… …………………1…・"'・……・…・…・………………… …;… …………iiiiii三lil…iiiii; iii…1……;;1……1…1、…………1…iiiiiiii…………1…li…iiiiiii……i.'1…・:::…・iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii"…iiiiliiiiiiiiiiii

遼ii… ……1…………・……類'..名 番i、 ロ _、,=:灘 ….:,,.綴'"烹 ≡_ ._..… 、i、;篶、、、、:、藩,…,、 ≡ 、=…、、…、,,,:…,,…,,、:.,

::=::::…;'::"=….::::i=三:=iii::i::一 ・・==i=;∵=::=ii:::;:;:i==i:i:;:::::;;=:・ … ・,
層'i'

・・……・・'…==:、 … 、・こ、=
……;・………;…………'………iiiiiiiii_.__…i… ……………;…….'… ・・::1・__.・:・.一 ….,

⑨●

槽 型(胴)ツ ィ タ ー 315 Schalenzithern

共鴫体なし嚇 315.1 OhneResonator

「

共鳴体付き ・ 315.2 nitResonator,

枠型(胴)ツ ィター 316 Rahmenzithern

共鳴体なし 316」 . OhneResonator

「

共鳴体付き 316.2 nitResonator

複合弦鳴楽器 32 Zusa田me㎎esetzteChordophone

1

リ ュ ー ト 321 Lauten

.

弓型柄リュート 32L1 Bogenlauten

ヨ ー ク ・リ ュ ー トま た は リ ラ 321.2 JochlautenoderLeief'n

「

椀型(胴) .21 Schalenleiern

箱型(胴) .22 Kastenleiern

悼型柄リュート 321.3 Stiellauten'

「

差 し 込 み 柄 式 リ ュ ー ト(ス パ イ ク ・リ .31 SpieBlauten

ユ ー ト)

鉢(椀)型(胴)差 し込み柄 リュート .311 Schalen-SpieB|auten

箱型(胴)差 し込み柄 リュートまたは .312 Kasten-SpieBlautenoderSpieBguitarren

差し込み柄 ギター

筒型(胴)差 し込み柄リュート
く『オ 313 .R6hrenlauten

頸 柄 式 リ ュ ー ト(ネ ッ ク ・リ ュ ー ト) .32 Hal引auten

鉢(椀)型(胴)頸 柄 リュート .321 Schalen-Ha|slauten

箱型(胴)頸 桶 リュー トまたは頸桶ギ .322 Kasten-Ha|51autenoderHalsguitarren

タ ー
. `

接 尾 番 号(弦 鳴 楽 器):GemeillsameSchluBteilun9:

ハ ンマ ー ま た は 棒 に よ っ て 鳴 ら され る も の 一4怜tHammer-oderSchl6gθlspielart

素 手 の 指 に よ っ て 鳴 らさ れ る も の 一5HitFingerspielart

ブ レ ク トラ ム に よ っ て鳴 ら され るも の 一6剛tPlektrumspielart

次 の よ うな 擦 奏 法 に よ っ て鳴 ら され る も の 一7nitStreichspielart

弓 を 伴 う 一71Bogen

車輪によ る 一72Rad

リボ ン(紐)に よ る 一73Band

鍵 盤 を 伴 う も の 一8川tKla>iatur

器 械 装 置 動 力 を 伴 う も の －g剛tmechanischemOntrieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

:
.

`

,

,

1

ー

,;二.. 1::;: 、

:.:::1=:

楽器名
1;1;::=;

1:1=

::=;

=:

乙=

=1:,:;:1:=:==

:;=;:=:::1;;=

:::

」;:

:1;:

垂楽器藁蓑灘嫁鑓域1
::::

;==:=:ごll::1;

::;::==::==::

;.
'.

=;

築 7五
"口(

-

r

I

`

ー

1

ー

`

r

L

troughzithers 薫アフグカ

uithoutresonator

脚ithresonator

r

l

l

`

,

9

1

「

`
framezither5

.withoutresonator

withresonator 力 二(西 ア7タカ)

COmpOSiteChOrdOphOneS

－r

-「

-r

`

|utes
9

boωlutes(Pluriarc}

F

・

ア カ ム,カ ラ ン グ,ワ ン ビ(ア 〃 の

yoke|utesorl～ ノres

boし 」11yres

bo×lyre5

.

リラ,キ タ ラ,リ トゥ ン グ,ク ラ ール

キ タ ラ.ク ル ー ス

handlelutes

5pikelute3

spikeboレJIlutes

spikebo×|utesorspikeguitars

spiketube|ute6

neckedlutes

neckedbOw|{utes

neckedboxlutesorneckedguitar5

ぺ 〃 シ ア.・ 〆 ニノβ ♪ ・イ ン 声 ネ シ ア

=ラバ ー ブ(」 ツ㌻7.メ)
,三 ロ未拳泉

フ ー チ ン

胡 琴(¢ ア菌),イ ♪ ドシ ナ

マ ン ド リ ン.テ オ ル ポ,バ ラ ラ ー イ カ,琵 琶,ウ ー ド,

サ}ラ ンギ ー,シ 今一 ル,チ ヤ ラ ン ゴ

ヴァ イ オ リ ン,ヴ ィオ ラ ・ダ ・ガ ンバ,ギ タ}

suff}xe5「 。ruseuithanVdi∨isi・n・fthi5cla55(cl、 。rdoph。ne5),

30undedbりhammersorbeaters

80undeduiththebarefiIlgers

soundedbりplectrum

sound'edbりbObバng

川thabow

bgawh8el

bりaribbon[Band]

レJithkeりboard

withmechanioa|drive

■
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

9.,層9.P・ 層P,.・ ・,..・-.・.・.・.・ ・7L.・.,卜 ・■層・畠..P・.9..層9...・,7・. .・',・ 層., .・・,,・.・ ….・ ・・・…,…n'・,・ …,'門 ・・'"."L''''"‥"層'

,.::::;1:=:::===::::=:=:::1=::::;'''":=:=:====甲 … …'''"==1=::==:''"==::=::::::1:=::::::::==:::;::=:1=;==:::= :=:'‥'== ::1:=:6=:::1:==::……≡ 一 ・一 難 難 ……灘 ………灘 ……・・ 一 　 　 :1　…
分..… ….iiiii類iiiii..凝 ….,. 鐵. ,.i,.
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ハ ー プ 322 Harfen

●▲くψ"

「 一

曲類型ハーブ 322.1 BUge|harren

弓型ハープ .11 Bogenharfen

角型ハープ .12 Uinkelharfen

枠型ハ ープ 322.2 Rahmenharfen

「 ・

調律装置を持たないもの .21 OhneUmstimmung3∨orrichtung

全音階式枠型ハープ .211 DiatonischeRahmenharfen

半音階式枠型ハープ .212 ChromatischeRahmenhaf'fen

一平面内に弦を持ったもの ..1 「1iteinereinzigellSaitenebene

互いに交差する2つ の平面内に ..2 HitzweigekreUztenSaitenebenen

弦を持つもの

調律装置を伴うもの .22 Umstimmharfen

ハンドル型ハープ .221 nanualharfen

ペダル型ハープ .222 Pedalharfen

ハ ー ブ ・ リ ュ ー ト 323 Harfenlauten

`
接 尾 番 号(弦 鳴 楽 器):GemeillsameSchluBteUung:

ハ ン マ ー ま た は 棒 に よ っ て鳴 ら され る も の 一4nitHamm白r-oderSchl員gelspielart

素 手 の指 に よ っ て 鳴 ら され る も の 一5nitFingerspielart

プ レ ク トラ ム に よ っ て 鳴 らさ れ る も の 一6nitPlektrumspielart

次 の よ うな 擦 奏 法 に よ っ て 鳴 ら さ れ る も の 一7川tStreichspielart

弓 を 伴 う 一71Bogen

車輪による 一72Rad

リ ボ ン(紐)に よ る 一73Band

鍵 盤 を 伴 う も の 一8nitKla∨iatur
.器 械 装 置 動 力 を 伴 う も の －gnitmechani6chemOlltrieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

英 語

」

harPS

－r

openharps

archedharp5"

angularharPS

'r

rrameharps

uithouttuningaction

diatonicframeharp5

chromaticframeharp5.

uiththestringsinoneplane

ωiththeStringSint↓JOplaneSCrO3SingOne

another .

婦ithtuningaction

Nithmanua{action

withpedalaction

harP|ute5

.

suffi×esforuse碑ithanりdivisionofthisc|ass

soundedbりhammersorbeaters

soulldedwiththebarefingers

soundedbりplectrum

soundedbりboしdino

uithaboω

bりawheel

bりaribbon【Band】

uithkeyboard

u}thmechanica|dri∨e

1

「

'

.

楽器名 勝 蕃語蓑i凛違地卵

ロうしじ くこ

サ ウ ン ・ガ ウ(三,♪P－),鳳 首 笙 篠,ア ル デ ィ ー ン(f-y.e:7)

まて くき

塁 壁 後,ア ツ シ ↓∫ア.舌 κ エ ジ ブ ♪

φぜ ヨ ーeタ ノrの ハ ー ブ

古 い 半 音 階 式 ハ ー プ の 大 部 分

〃ヨ ンの半 音 階 式 八 一 プ

ハ ル ピ ネ ラ

現 代 のペ ダ ル ・ア ク シ ョ ン ・八 一 プ

カ ッ ソ,コ ー ラ(西 ア7タの

(chordophOne3):

一65一
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「

ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

7■■、P -.-

:;:;:
・.

::: :1:: .P、 1=1::
・ P.P. iiii

;…
,7. ,層■

獲 類 名 藷 語
;・・:i ;「::: iiii

番 〔 E 亘■.
7,7, :..: .ii iiii .:. iiiii

気鳴楽器
4 ☆erophone

'

自由気鳴楽器 41 Freie自erophor"∋

側逸奏気鳴楽器 411 自blenkUngsaerophOne

中断奏気鳴楽器 412 Unterbrechunggaerophonθ

自鳴中断奏気鳴楽器またはリード 412.1 SelbstklingendeUnterbrechungsaerophoneoder'

2ungen

打ち合わせリード .1i Gegθnschlagzungen

打ち付けリード .12 Oufsch|agzungθn

(独 立)打 ち付けリード .121 (Selbst員ndige)Oufschlagzungθn

打ち付けリードのセッ ト .122 Aufschlagzungenspie1θ

打 ち 通 り リ ー ド(フ リー ・ リー ド) .13 Durchschlagzungen

(独 立)打 ち通りリード .131 (Selbstandige}Durchschlagzungθn

打ち通りリードのセッ ト .132 Durchsch|agzungengpie|θ

リ ボ ン ・リー ド .14 Bandzungθn

非自鳴中断奏気鳴楽器 412.2

r-

NichtselbstklingθndeUnterbrechungsinstrumente

移動中断奏気鳴楽器 .2i 脚andelae【'ophone

旋回中断奏気鳴楽器 .22 し』irbe|aθrophonθ

破裂奏気鳴楽器 413 E×Plo3ivaeroPhone

接 尾 番 号(気 鳴 楽 器):Gemei・s・meS。hl、Bt。il、ng,

空 気 の 貯 蔵 器 を 伴 う 一6nitUindbeh引ter

硬 質 の 一61HitstarremUindbeh這lter
'

柔 軟 な 一62nitflexibe|e祠indbeh61te,

指 孔 ス トッ プ を 伴 う 一7nitGrifrlochversch|uB

音 栓 装 置 を 伴 う 一71剛tK|appenmechanik

紐 装 置 を 伴 う 一72HitBandmechan}k

鍵 盤 を 伴 う 一8剛tKlaviatur

装 置 を 伴 う 一9nitmechanischemふtrieb
'
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

糞 ●五
櫛ロヒ 楽器名 [楽 器潜 き藻ぱ垂{匡域 ‖

自erophones『

『reeaerophorK》S

diSp|acementft'eeaerophOneS 剣

－L

梧r

interrupti∨efreeaerophoneS

idiophonicinterrupti∨eaerophone30rreed5

COIlcussionreeds

percussionreeds

(individua|}peroussionreeds

setsofpercuS5ionrθeds

freereeds

Gndi∨iduaD.freereed5

,

set50ffreereeds

ribbonreeds

オル ガ ンの リー ド ・パ イ プ

ブ グ テ ィ!タ シ ュ'コ ∠7ン ど アf'カアρ、ノ

オ ル ガ ンの 古 式 の リ ー ド ・ス トッ プ

単 音 の 自 動 車警 笛

ハ ル モ ニ ウ ム,ハ ー モ ニ カ,笙,ア コ ー デ ィ オ ン,ケ ー ン(タ ィ'r=ラ.t.1)

フ グ テ ィ'ッ シュ ・コZ7ン ど'ア ↓'カノρり

non-idiophonicinterruptiVeinstruments

rotatingaerOPhones

whirlingaerophones

サ イ レ ン

ブ ル ロ ー ラ ー,う な り盤,翼 型 送 風 機,鳴 りか ぶ ら

Plosi∨eaerophones 空気銃

suffi×esf。ruseb'ithanりdMsi。n・fthi3class(aergph・nes)・

口ithairreservoir

withrigidairre5er∨oir・

withflexib|eai「reSer∨oi「

withfingerholestoPPing

withkeりs

.
uithBandmeohanik(presumablりaperforatedro日orribbon)

uithkevboard ・
uithmθchani《)aldri∨e
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ホ ル ン ボ ス デ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

口
分 穎 潴 嚢 難烹 E 惑 語..P,. P.,.. ...P 7.■7 .,.1 ,■ 7.・,

本来の吹奏楽器 42 《Eigentliche)Blasinstru団ente

刃型(エ ッジ)付 き吹奏楽器またはフル}卜 421 SchneideninstrumenteoderF|6ten

風路(ダ クト)な しのフルート 421.1 F16tenohneKernspalte

縦吹きフルー ト .11 Ungsnδten

単一の縦吹 きフルー ト 、111 EinzeU6ngsf|δten

開智型単一縦吹きフルート ..1 OffeneEinze116ngsf|6ten

指孔なし ..11 OhneGriff16cher

指孔付き ..12 回itGri『f16chern

閉管型単一縦吹 きフルート ..2 GedackteEinzellangs『16ten

指孔なし ..21 OhneGriff16cher

指孔付き ..22 HitGriff1～ ～chern

縦吹きフルートのセッ ト(パ ンパイ .112 L巨ngsf1δtenspie|eoderPanf|6ten

ブ)

開管型パンパイブ管型パンパイブ ..1 OffenePanf16ten

筏武闘管型パンパイプ .」1 Offene(Flo∫3-}Panf16ten

東武園管型(パ ン)パ イプ ..12 OffeneBUnde|一(Pan-)臼6ten

閉管型パンパイプ .、.2 GedacktePanf16ten

開智閉管複合型パンパイブ ..3 KombiniertofreneundgedacktePanf16ten

横 吹 き プ ル ー ト ー .12 Querf16ten

単一の横き吹フルート .121 Einzelquerf1.6ten

開智型横吹 きフルート ..1 OffeneQuerf16ten

指孔なし ..11 OhneGriff16cher

指孔付き ..12 rlitGrifflδchern

半開管型横吹きフルート ..2 HalbgedackteQuerfl6ten

開智型横吹 きフルート ..3 GedackteQuerf16ten

指孔なし ..31 OhneGriffl6cher

固定底付き ..311 nit『estem岡Undungsboden

移動底付き(ピ ストン・フ ..312 nitvθrschiebbaremH{jndungsboden(Stempglfl6ten)

ル ー ト)

指孔付き ..32 nitGriffl6chern

横吹 きフルートのセッ ト .122 QuerfI6tellspiele
㌦

開智型 ..1 OffeneQuerfl6tenspiele

閉管型 ..2 GedackteQuerf1δtenspiele

器型フルー ト(明 白な吹 きロのない) .13 Gef琶Bf61ten(ohneausgebildetenSchnabelD

接 尾 番 号(気 鳴 楽 器):GemeinsameSchluBteilung:

空 気 の 貯 蔵 器 を伴 う 一6nitUindbeh引ter

硬 質 の 一61怜tstarremuindbeh引ter

柔 軟 な 、-62tlitflexibe|emUindbeh6|ter

指 孔 ス トッ プ を伴 う 一7nitGriff1。chversoh|uB

音 栓 装 置 を伴 う 一71HitKlappθnmechanik

紐 装 置 を 伴 う 一72HitBandmechanik

鍵 盤 を 伴 う 一8岡itKlaviatur

装 置 を 伴 う 一9Hitmechani3chem禽ntrieb,
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

.

1

一

1

英 語 楽器名 韮楽器渇き党ぱ地域]

"indinstrumentsproper

L

r

F

edgeinstrumentsorflute5

f|ute5uithoutduct

end-blOωnrlutes

(sing|e)end-blONnflutes

opensingleend-blotdnf|ute3

withoutfingerho|es

uithf・ingerhole5

stoppedsing|eend-blownflutes

without『ingerholes

withfingerholes

setsofend-blo拉nflutesorpanpipes

$
OPθnpanPlpes

open(ra『t)panpipes

openbund|e(pan-)pipes

stoppedpanpipes

mixedopenandstoppedpanpipe6

side-b|oullflute5

〈single)side-blownflutes

openside-b|ownf|utes

withoutfingerho|es

～ψithfingerho|es

Part1り －stoppedside-b|oNnflutes

stoppedside-bloωnflutes

bJithoutfingerho|es

w}thfixedstoppedlouerend

withad.iustab|estoppedlo同erelld(pistonflutes)

ωithfingerholes

setsofside-blownflutes

setsofopenside-blownFlutes.

setso『stoppedside-blownflutes

vesselflute3(口ithoutdistinctbeak)

一

ペンガ〃
Pン み7オ

ぽ と ん ど呈1『 ガ,尺 八,ネ イ,ケ ー ナ,洞 爺(φ 勘 宍 κμ 掲)

ニ ユ ーヂ ニ ア
纏いしぷう

シ ュ リ ン ク ス,シ ー ク(ア ンデ,7老.方),排 舖

洞 鯖(φ 国.漕 κ)'

ツ刀 モ 〉諸.畠,ど え マ ー ク諸 富

ナ イ(1・-7-:P),ヨ ー0ッ ノr,扉 ア メ ↓∫カ

ソ刀 ぞ ン諸 、畠き 星「ア メ グ カ

テ ィ〆ぞ 一一〃 島
り●うt●

ヨ ー σ ッノrの フル ー ト,熊 笹,能 管(θ 黄)

旅.西 扉'〃.3才

.ザ ッ ク ス に よ り 「存 在 し な い と 思 わ れ る 」 と さ'れて い る

ニ ユ ■ ギニ ア

盈 ベ ンガ ル

誰8「 ブ ラ ジノρ ・
甘ん

ブ ラ ジ μ・,コ シゴ.着 ア ブ 〃カ,土 笛,損

…

馳

.

「

.

…

.

suffl×esforusewithanりdi∨isiono「thisclass(aerophones):

withairreser∨oir、 ・

wlthrigidairreservoir

脚ithfle×ib1θairreservoir

翻ithfingerholestopping

uithkeりs .

ωithBandmechanik(presumab|yaperroratedro||orribbon)

withkeりboard

withmeohanicaldrivθ
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

.

口分 類 泡 渚番 ち 艮 ソ 語
1

風路(ダ クト)付 きのフル}卜 42L2 F|6tenmitKern5palteoderSpalt『16ten

「 一

外側風路を伴うフルー ト .21 OuBenspaItf|δten

外側風路を伴う(単 一の)フ ルート .211 (Einzelne)向uBenspaltfl6ten

'開 智 型
.t Offene自u倉enspaltf{δten`

指孔なし ..t1 Ohn●Griff16cher

指孔付き ..12 nitGriff|60hern

半開管型 ..2 HalbgθdackteρuBenspaltf|δten

閉管型 ..3 Gedackte自u6enspaltfl6ten

外側風路を伴うフルートのセッ ト .212 自U8enspaItf|6ten5piel6

内側風路を伴うフルート .22 Innenspalt『1δten

内側風路を伴う(単 一の)フ ルート .221 (EinZelne)InnenSpalt『16ten

開管理 .」 OffeneInnen5paltflδten

指孔なし ..11
Ｔ

OhneGrif『160her

指孔付き ..12 rlitGriff16chern

半開管型 ..2 Halbgedackte[nnenspa|tfl6ten

閉管型 ..3 GedackteIIlnenspaltf|δten

指孔なし ..31 OhneGriff16cher

固定底付き ..311 Hitfeste佃 岡Undungsboden

移動底付き ..312 Hitverschiebbarem「1Undungsboden・

風路(ダ クト)付 きの器型フル ..4 Spalt-Gef目8f16ten 「

一 ト

指孔なし 、.41 OhneGriffl6cher

指孔付き ..42 rlitGriff|6che【 ・n

内側風路を伴うフルートのセット .222 Innenspaltf|δterlspiele

開管型 ..1 OffeneInnenspaltf1δtenspiele

指孔なし ..11 OhneGri『f16cher

指孔付き ・
..12 岡itGriff16chern

半開管型 ..2 HaIbgedackteInnenspa|tf16tenspie|e

閉管型 ..3 GedackteInnenspa|tf|6tenspie|e 1
接 尾 番 号(気 鳴 楽 器):Gemeihsameschlu8teilung:、

空 気 の 貯 蔵 器 を 伴 う 一6Hltωindbeh引ter

硬 質 の 一61HitstarremUindbeh引ter

・柔 軟 な 一62Hitflexibe|emUindbeh61ter

指 孔 ス トッ プ を 伴 う 一7HitGriffloch∨ersch|u6

音 栓 装 置 を 伴 う 一71nitκlappenmechanik

紐 装 置 を 伴 う 一72nitBandmechanik

鍵 盤 を 伴 う 一8nitKla∨iatur

装 置 を 伴 う －g回itmechanischemnntrieb

一70一
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

1

1
1

1 英 語 楽器名 韮擦i器箔建たぱ地域]'

`
.

一
r

f|utesωithductorductf1Utes

f|uteswit.hexternalduct

(single)r|utesNithθxterna|duct

openflUteswithexterna|duct

withoutfinOerhQles あ ん ま笛(θ,責),φ 盈,ば μ1ネ 才

レJithflngerholes ス リ ン(1':il、2シ,P)

partlり －StopPedf|ute5witheXternaldUct

stoppedflute3口ithexternalduct

setSo『flute5吋ithexternaldUCt ヂ ベ ッ ♪

f|utesuithinterna|duct
.

(sing|e}f|utesuithinterna|duot 呼子

open『lutes"ithinternalduct

uithoutfingerholes シ グ ナ ル 管(3-ar'.1}')

withfingerho|es リコ ー ダ ー

part1り －stoppedf|uteしdithinterna|duct ・/ン ド,・/ン 声言 シ ア'

stoppedf|utesωithinternalduct

withoutfingerho|e5・

uithfixedstoPPedlot4erend シ グ ナ ル 管(ヨ ー0㌢'.'}つ

uithadjustab|estoppedlo↓Jerelld ス ワ ニ ・ホ イ ッ ス ル

vesselflute3uithduct

uithoutfingerholes 鳩笛'
uithfingerho|es オカリナ

set30f .flute5withinterna|duct

5etsofopenf|utesじJithinterna|duOt

レJithoutfingerholes オルガンの開智フルー ・パイプ

射ithfingerholes 複管フラジオレッ ト

set50fpart|り 一5toPPedf|ute5口ithinternalduct オ ル ガ ン の フル}・ パ イ プ

setsofstoppedflutesuithinteド11a|duct オルガンの閉管フルー ・パイプ

5uffixes『oruse脚ithanりdlvisionofthisclass(aerophones):

withairre5ervoir・

uithrigidairreser∨oir

↓」}th.『1e×ib|eairreservoir

with『ingerho|estopPing

←ハithkeりs

withBandmechanik(presumab1りaperforatedrollorribbon)
..

uithkeyboard

u}thmechanicaldr}ve
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

o彊 類 名 番 崖 渚 薯 語石

リー ドバイブ(有 簑吹奏楽器) 422 Scha|meien

オー ボ エ 422.1 Oboen

「 一

(単 一 の)オ ーボ エ .11 Einzeloboen

円筒状の管を伴 う
馳

.111 nitzり1indrischerRδhre

指孔なし ..1 OhneGriffl6cher

指孔付き .・.2 nitGriff|6chern、

円錐状の管を伴う. .112 rlitkonischerR6hre・

オーボエのセット. .12 Oboenspiele

円筒状の管を伴 う .121 阿itzglindrischerBohrung

円錐状の管を伴う .122 HitkonischerBohrUng

ク ラ リ ネ ・ソ ト 422.2 Klarinetten

"

(単 一 の)ク ラ リネ ッ ト .21 Einz61klarinetten
「

.

円筒状の管を伴う .211 .岡itzり1indrischerRδhre

指孔なし ..1 OhneGriff|δcher・

指孔付き ..2 nitGr・if『|60hern

円錐状の管を伴う .212 岡itkonischerRδhre

ク ラ リネ ッ トの セ ッ ト .22 Klarinettenspie|e

フ リーrリ 三 ド .3

9
Durchsch1agzungen～Schalmeien

「'

単式 .31 EinzelneDurchsch|agzungen-Schalmeien

複式 .32 DoppelteDurohschlagzungen-Schalm◆ien
■

接 尾 番 号(気 鳴 楽 器):GemeinsameSchluBteilung:

空 気 の 貯 蔵 器 を 伴 う 一6岡itUindbeh引ter
「

硬 質 の 一61Hitstarremωindbel、alter

柔 軟 な 一62Hitfle×ibelem妬ndbeh田ter

指 孔 ス トッ プ を 伴 う 一7nitGrifflochverschluB

音 栓 装 置 を伴 う'-71怜tKlappenmechanlk

紐 装 置 を 伴 う 一72nitBandmechanik

鍵 盤 を 伴 う ～8nit'Klaviatur

装 置 を 伴 う 一9HitmechanischemOntrieb
「

一72一



ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

英 語 楽器名 陳 暮冬薫熱潟芭醐

reedpipθs

,

－r

oboes

(sing|e)oboθs
'

withcりlindricalbore

ωithoutfingerho|es ブ グ テ ィ!ツ シ ユ ・ コ0ン ど'アrカ ノタソ
「

uithfingerholes ア ウ ロ ス,ク ル ム ホ ル ン
λオナ

uithconicalbore 普 通 に い う オ ーボ エ,ス ル ナ ー イ ー,シ ャ ハ ナ ー イ,唄 晒(φ 盈)

setsofoboes』

Nithcりllnd「ica|bore 双管アウロス

一 レ.

1Jithconicalbore ・/ン 声

Clarinets

F

L

(sil191θ)clarinets

ωithcりlindrLica|bOre

withoutfingerholes
.

ブ 〃 デ.,・タ シ ユ 〃 コ0ン ど'ア ↓'カナヂ ノ

withfingerho|es 普通にいうクラリネット
.

withconicalbore サ ク ソ フ ォ ー ン

5etsofc|arinets ズ ン マ ー ラ(戸 ラブ 、〃 」な ど),ミ トバ ジ ュ(イ ラク)

'τ

reedpipeswithfreereeds ・/ン ド .きシ ア

sing|epipeswithfreereed

doublepipesuithfreeroed .

suffixesforuseuithanりdi∨isionofthisolass(aeropholles)=

withaiI'reger>oir

withrigidairreservoir

ωithfle×ib|eairreser∨oir

with「iIlgerholestoPPing

uithkeりs

uithBandmechanik(presumab|りaperforatedrollorribbon)

uith .keりboard

uithmechanica|dri∨e
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

=:=:1 ::::: :;= :1:; iii iii iiii iii =:=::

懸 類 慈 口 藷援 ド 諸 ぴ
,〔

.=::: =;::= .'■ ■ ::=: ::::: iii iiii iii iiiii

トラ ン ペ ッ ト 423 Trompeten

自然 トランペッ ト 423.1 Naturtrompeten

r可

ほら貝型トランペッ ト .11 Schneckentrompeten

上端吹き .111 「1itendstandigemト{undloch

マウスピースなし ..1 OhnenundstUck

マウスピース付き ..2 HitHundstUck

側面吹き .112 nitseitenst6ndigem門undloch

管型 トランペット
'

.12 Rδhrentrompeten
'

上端吹きトランペッ ト .121 L員ngstrompeten

上端吹き直状管 ..1 L6ngstuben

マウスピースな し ..11 OhneHundstUck

マウスピース付 き ..12

、
岡itnundstUck

上端吹 きホルン .◆2 L6ngshδmer

マウスピースな し ..21 OhnenundstUck

マウスピース付 き ..22 岡itHundstUck

側 面 吹 き'トラン ペ ッ ト .122 Quertrompeten

側面吹き直状管 ..1 Quertuben

側面吹 きホルン ..2 Querh6rner

」

半音階式 トランペッ ト 423.2 ChromatischθTrompeter1

指孔式 トランペッ ト .21 GrifflochtrOmpeten

スライド式トランペット .22 Zugtrompeten

ヴァルブ付き トランペッ ト .23 Uentiltrompeten

信号らっぱ .231 Signalh6rner

ホルン .232 Ua1.dhδrner

トラ ンペ ッ ト .233 Trompeten
,

接 尾 番 号(気 鳴 楽 器):GemeinsameSchlu6te日un9:

空 気 の 貯 蔵 器 を 伴 う 一6nitUindbeh61ter

硬 質 の 一61岡itstarremWindbeh61ter

柔 軟 な 一62HitflexibelemWindbe悩lter

指 孔 ス トッ プ を 伴 う 一7川tGrifrlochversch|uB

音 栓 装 置 を 伴 う 一71剛tKlappenmechanik

紐 装 置 を 伴 う 一72岡itBandmechanik

鍵 盤 を 伴 う 一8剛tKla∨iatur

装 置 を 伴 う 一9nitmechanis◇hem細trieb
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

莱 語 蒙器名 [楽器茜き蘂 灘慢湧],・

trumpets

－r

naturaltrumpets

7

conches

elld-blown

uithoutmouthpiece . イ ン ド

withmouthpiecθ ほら貝(θ 硫)

side-bloωn'

.

才 ア カニ ア

tubu|artrumpθts

end-b|Ountrumpets
,

end-blounstraighttrUmpet3 .

uithoutmouthpiece デ ィ ジ ェ リ ド ゥ ー(ノ ー,ぴラクノ)

withmouthpiece ぱ と 元.ど」}き 万

end-b1α ・Jnhorns

uithoutmouthpiece
A

アジア

withmouthpiece ル ー ル

side-blountrumpets

side-b|ot∂nstraighttrumpet5 蔵アメグカ

r輪

5ide-blownhorns ア フ グ カ 「 ・

`

Ohromatictrumpet5
F

trumpetsuithfingerho|es ツ.イ ン ク,看 護 ビ ュ ー グ ル

slidetrumpets ス ラ イ ド ・ トラ ンペ ッ ト,ト ロ ン ボ ー ン

trumpetswithva1∨es ヨ ー σ ッ ノr

va1∨ebugles

valvehOrns

valvetrumpets トラ ペ ッ ト,コ ル ネ ッ ト

suffi×esforuse"ithanりdivisionofthisolass(aerophones}=

withai「 ・re6er∨oir

uithrigidairreser∨oir

uith『1e×ibleairreser∨oir

withfingerholestopping

uithkegs.

ωithBa|1dmechanik(presumab1りaper『oratedro|lorribbon}・

withkeりboard

withmechanica|drive

,

、

シ
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

口
蚕iiii≡iii類._.頚 穫._..r写 艮'"…'"猪 、

・ぴ
語iiii

雷鳴楽器★ 5 Elektrophone

増幅楽器★

※ 「/」に続けて形状によ る2次 分類(通 常のHS番

号)を 付加する

51

電気楽器★ 52

★の雷鳴楽器はホルンボステル=ザ ックス楽器分類表に本来ある番号ではな く、楽器データベースのために

設定されたものである。なお、雷鳴楽器を増幅楽器と電気楽器に、区分する方法は、U.ミ ヒェルス編 「図解

音楽事典(dt∨-AtlaszurMusik)」 に も採用されてい る。
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ホ ル ン ボ ス テ ル=ザ ッ ク ス 楽 器 分 類 表

=:iiiiili

…iiii漿ii、 …ii語iiii iiii巣離ii漣 灘i鷲i灘 翰iiii

日 ㏄tropho鴫s
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RUMc760Uer.2

《資 料2》

A∨MC760分 類表

この分類表は、A∨/MARCの た めに、DDC2Z版 に 基いて作成されたものである。基本的には、NDCと の整合性をはかるために、

DDCの78e番 代を76e番 代 に置き換えた。日本での使用に適するように、日本音楽の項が加えられ、それに伴う若干の手直しが行われて
いる。(日 本音楽関係の詳細は検討中)

チV－ ト式AVMC本 表(楽 器分類に関係する部分のみの抜粋)

「分類番号」禰以外に引用される分類番号のうち、76e-769は 、特に指示 のない限 りAVMC番 号であ るが、その他の番号は、その

都度 、DD.C、NDCの 別が示 される。なお、AVMC番 号が存在するのは76e-769の み であり、AV/MARCに おいては、その他
の番号は原則としてNDCを 使 用する。

ファセット構成法 と例

[構 成 法](酋 禰 犠i導ii)+(表6b)

[例 】 《カンタータな ら

(酎 離 籍 湾i)+・(762.瀦9

[構 成 法]ほ 磁)十(表8a}

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

763

.9

.96

.97

.98

.99

>766-768

766

◎単声のための音楽
声

概 要

763.e61-.ZO9音 楽 細 目

.Zt-.eg[一 般 原 理 お よ び 形 式 】

単声の組合わせ

単声

高声

中声

低声
.6-.8女 声 、児童、男声

.9他 の種類の声

◎ 単 声(他 の 種 類 の 一 一)(声 楽)

◎ 語 り(単 声 の 一 一)(声 楽)

◎ ヲユア レっヒゲ ザ)ゲ(単 声 の 一 一)

◎ 口 笛(単 声 の 一 一)(声 楽)

@声 の 楽 器 的 使 用(単 声 の 一一)

カズ 一

儀 声(楽 器)

テ"イージ"エリト"ウー

ミルリトン

ロアラー(楽 器)

(声 楽)

(声 楽)

◎個々の楽器およびその音楽
独奏楽器
独奏器楽曲

◎鍵盤楽器、機械楽器、電子楽器、打楽器

機械楽器
鍵盤楽器(不 特定の一一)
鍵盤楽器(独 奏曲)
弦鳴鍵盤楽器
打楽器
電子楽器

(iiiiiiiii;}=ファtット要 素/網 掛 け 部 分 を 結 合 す る

網 掛 け さ れ て い る音 楽 細 目 は 、内 容 が 標 準 細 目 と 共 通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

→=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O
●

★

竃≡藷iiiii竃繍瀧㌶ 〕「
AVMG基 本 標目語

統一語:AUMCの 合 成標目語

〈h>参 照語:DDC2Zの 基本標目語

(統 一語に採用 されなかったもの)
<m>参 照語:あ るクラスの主要な部分である下 位論題

くU>参 照語:ユ ニットにな っている標目語の一単位

くv>参 照語:別 名注記の論題
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nuMC760>er.2

AVMG760要 目表

音楽
一般原理および音楽形式

声楽
単声のための音楽

楽器と合奏およびその音楽
1パ ートに1つ の楽器のみの音楽

鍵盤楽器、機械楽器、電気 ・電子楽器、打楽器
弦楽器

管楽器

日本の音楽

⑯

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
1

Singlevoice,「1usic「or 単声用声楽形式で、特定の声種またはその組合せのための
〈m>Uoice,The も の の 刀 アお よ び 」、。ヰ 譜 →763

単声用声楽形式で、特定の声種またはその組合せを扱った

著 作 ・録 音 →762.1-.4

特定の声楽形式や、特定の声種またはその組合せの演奏技

術→当該の声種、組合せ、形式

例)重 唱曲の呼吸技術→763.5148

歌 劇 の0乎 吸 技 術 →762,1148

.・　 一 一一_プー 一 '一}一 ー 一口一==牛=
So|ovoice,Othertgpeof《Uocalmusic)

Speakingsolovo}ce{Uooalmusic)

Sprechgesang,Solo(Uocalmusic)

しJhistle,Solo(Uoca|music)

Uoicein5trument,Solo(Uocalmusic) X3例)テ"イ ーシ"エリト〉ウー、 ミルリトン(カ ズ ー)

<s>Kazoo X1偽 声(人 声の共鳴 による音響効果)お よび大声を含む
<s>Uoicedisguiser(rlu3icalinstrument)

<s>Didjeridu

〈S>nirUton

<}>ROarer(門USiOa|inStrument)

プーミプ 一 ▼ ←

Instrumentandtheirmusic,Spec}fio 01独 奏楽器のための音楽
Soloinstrument 01補 助的であることが明白な他の1つ の楽器の伴奏を伴
nusicforsoloillstrumentsaccompaniedbりoneother なう独奏楽器のための音楽
instrument 現代楽器の先駆形は固有の番号のある場合を除き、現代楽

器と一緒に分類する

例)オ ーボ エの先 駆 形 ショームに は 固 有 の 番号 が な い

→ オーボ1と 共 に768 .52

‡"9一の先 駆 者 で あ るビ ウエラ →0767.86(固 有 の 番 号)

×767.87(‡"歩 一)

全般的著作→764

室内楽 →765

声 の楽器的使用→763.99

Keりboard,mechanical,e|ectroPhonic,Percu5sion 01鍵 盤 楽器に関する全般的著作、弦鳴鍵盤楽器に関する
instrument 全般的著作 、不特定の鍵盤楽器用音楽はここに分類す

<U>「4eChaniCa|inStrUment る
Keりboardinstrument,UIlspecified

〈i>Kegboardinstrument(So|omus{c)

Keりboardstringedinstrument

<u>Percussioninstrument

<u>E|ectrophonicinstrument
1

音 楽 細 目 使 用可 の も の01「 こ こ に分 類 せよ 注 記(Classhere…)」/朝 「一 般 的 観 点 注 記(Generalaspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も のx1「 含 む(Including-)注 記 」/刃 「包 含(c。ntains・ ・)注 記 」/幻 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全 下 位区分に適用可の観点)一 いa意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語 の場合)-inv倒 置語
くc>参 照語:「 ここに分類 せよ注記」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) -drc正 置語
〈S>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 ～sng単 数形の語

<i>参 照 語:DDC20の 相 関 索 引 の 語 －plu複 数 形 の 語(特 に 必 要 な 場 合 のみ)
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ファセット構成法と例

[構 成法](顯 飼+(表8a)

[構 成法]{鱒 騰馨捲i}十{表8a)

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会Z78=(766ii…i紺i〕

2a)関 係 者092={二766毒 魏i}

2b)ウ"ア イオリニ=ZF767.2Z92

2c)ウ"ア イオリ)製{乍 者767.21092

(肇 登蒙:;lizai]十(764.i緩 §i〕 十{760iii穎 褒i}

3a)演 奏 技 術143={76ilii:i蓑 暮i)

3b}楽 器 演 奏 の 技 術193=(764ぷ 酷9

4a)ソt"形 式183={764.鑓 鋤

分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

766(Cont.)

>766.2-.5

>766.2-,4

.2

.2992

.28

.3

.4

、4092

.5

.5092

.55

.59

.6

>766亀64-.69

.64

.65

.66

7

8

6

6

.69

ヒ。アノ

クラウ、イコート"

j)一フ・きノ]一ト"

鍵 盤 管 楽 器 赫 ガ ン

機 械 楽 器 お よ び 風 力 に よ る楽 器

電 気 ・電 子 楽 器

打 楽 器

太 鼓 お よび 打 楽 器 効 果 用 の装 置

⑨鍵盤楽器

◎弦鴫鍵盤楽器
■

◎ ヒ.アノ

Oヒ ●アニスト

<i-tla>ヒ ◆アノ奏 者

◎ フ・リへ.アート、・ヒ・アノ

◎ クヲ)㍉}ド

⑥A－ フ・ヲ=1一ト、

スヒ。ネット

チェンバ ロ

On－ プ ヲ]一ド 奏 者

◎ 鍵 盤 管 楽 器

オルガ ン(楽 器)

Onガ)奏 老

くi-tli>オ ルカ"ニスト

◎ リード ・オ多ガ)お よ び リーガ ル

アメリカン・オルカ×ン

‡tiヒ"ネ・ット・オルカ'、ン

∫、一モニウム

リーガ ル

⑥ 電 子 社 ガ ン

鍵 盤 電 子 楽 器

◎機械楽器および風力楽器
機械楽器(独 奏曲)
機械楽器
風力楽器

⑥機械楽器
◎機械で打つ体鳴楽器
カリヨン
機械化されたベル

◎ 機 械 摘 奏 体鳴 楽 器

オルゴ ール

ヲンフォ二君ン

◎機 械 鍵 盤 楽 器

自動 ヒ。アノ
ヒ。アノラ

◎ 機 械 弦 鳴 楽 器

◎機 械 管 楽 器

フェアー・オルカ")

◎ 風 力 楽 器

くtli>正方リアン楽 器

(iiiiiiiii}=ファセット要 素/網 掛 け 部 分 を 結 合 す る

網 掛 け さ れ てい る音 楽 細 目 は 、内 容 が 標 準 細 目 と共 通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

→=も 見よ[]=使 用 しない.

◎
O

●

★

難iii講難 舞 〕「
AVMC基 本 槙目語

統一語:AUMCの 合成標目語

〈h>参 照 言吾:DDC20の 基 本 接 目 言書

(統 一 語 に 採 用 され な か った も の)

<m>参 照 語:あ るクラスの 主 要 な 部 分 で あ る下 位論 題

<u>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目語 の 一 単 位

くv>参 照 語:別 名 注 記 の論 題
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統一語と参照語(欧 米語形)

Keyboardinstrument

Keりboardstringedinstrument

Piano

<i>Pianist

〈i>Pianist

Preparedpiano

C]avichord

Harpsichord

Spinet'

〈sりn>CembaIo

〈i>Harpsichordist

Keりboardwindinstrument

〈m>Organ(Musicalinstrumθnt)

〈i>Organist

<i>Organist

Reedorganandregal

<V>Americanorgan

<v>Cabinetorgan

〈v>Harmonium

〈u>Regal

Electronicorgan

Keyboardelectrophone

Mechenicalandaeolianinstrument

〈i>Mechanicalmusicalinstrument(SoTomusic)

〈u>「1echenicalmusigalinstrUment

〈U>Aeo|ianlnstrument

Mechanica|in3trument

Mechanicalstruckidiophone

〈S>Cari|10n5

<s>Meohanizedbells

Mechanica|p|uckedidiophone

〈s>Musicbox

〈s>Sりmphonion

Mechanicalkeりboardinstru凧ent

〈s>Plaりerpiano

<S>Pianola

nechani(》a|.stringedinStrument

Mechanicalwindinstrument

<s>Fairorgan

Aeolianinstrument

Aeo|ianinstrument

注記

全般的著作→766

機械鍵盤楽器→766.66

体鳴鍵盤楽器→766.83

全 般的著作→766

Olウ"ア ーヲ"ナル、スヒ。*vト は こ こ に 分 類 す る

]ンチェルティナ→768.84

アコーテ"イオン→768.86

リート"・ttガ ンの 別 名:ア 刈 カン オ励"ン 、 ‡ヤビ ネット・肋 ガ ン、J、一モニウム

Ol鍵 盤電子楽器に関す る全般的著作はここに分類する

演奏手段として使用される鍵盤電子楽器はここに分類す る

作曲手段として使用される電子楽器 →766.74

電気 的増幅や電子的変化が加えられていても通常の発音方
式による楽器と同じ場所に分類する 例)電 気ヒ'〃766.2

全 般 的 著 作 →766.6

対 例)機 械 化 され た べ 私 カリヨン

01機 械 的 な 体 鳴 楽 器 に 関 す る全 般 的 著 作 は こ こ に』分 類 す

る

機 械 で 弾 く体 鳴 楽 器 →766.65

対 側)机]"一 ル、シンフォニわ

鍵 盤 に 自 動 演 奏 機 能 が 追 加 さ れた 機 械 楽 器

対 側)自 動 ヒ。アノ(ヒ ●アノう),

機 械 的 な 鍵 盤 管 楽 器 →766.68

機 械 的 な 弦 鳴 鍵 盤 楽 器 →766.66

×3伊1)フ ェアー・オルカ"ン

送風によって鳴る楽器

音 楽 細 目 使 用 可 の も のOl「 こ こ に 分 類 せ よ注 記(Classherθ …)」/磯 「一 般 的 観 点 注 記(Genera|aspe。ts)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も の ×1「 含 む(!ncluding・ ・)注 記 」/刃 「包 含(contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Examples=)注 記 」

〈9>参 照 語:「 一般的観点注記」の論題

(全 下位区分に適用可の観点)
<c>参 照 語:「 ここに分類 せよ注記」の論題

くs>参 照語:「 立ち見席注記」の論題

〈i>参 照語:DDC2Uの 相 関索引の語

〈d>参 照言吾:「 定義と範囲の注記」の論題
－tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)

-tTi音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)

-sng単 数形の語

－p|U複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

－sりn同 意 語

－inv倒 置 語

－drc正 直 語
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ファセッ ト構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構 成法]〔 顛燦番馨9十(表8a) 766.7 ◎雷鳴楽器
参考:表8aよ り 電子楽器一 M-一 一>WWM▲ 電気楽器
《1a)演 奏会078={76撰i紺;} 雷鳴楽器(独 奏曲)
2a)関 係者092二={76後 装捲i)

ヤ

2b)ウ"ア イオリニスト767.2092= .73 ◎単声雷鳴楽器
(整磁 遡+(76安 瀬 ハ <sりn>単 声 電 子 楽2号

2c)ゲ ァイオリン製 作 者767.21092= オンド ・マルトノ

{蒙δ墾i:i瑳i}+(764.差 違i}+(76鍍:i摸 〕 テレミン

3a)演 奏 技 術143=(76…i:i溺 惑…) .74 ◎ ヲ)セサィザ ー

3b)楽 器 演 奏 の技 術193={764ぷ 甜9

4a)ソ 灼 形 式183=(764.璽i哀 鋤 ～
〉∨⌒ ～ 電子音楽

.75 ◎テープ(雷 鳴楽器)

具体音楽
磁 気 テープ

ミュジ ーり・コンリレート

.76 ◎ コ)ヒ◆ユー9(雷 鳴 楽 器)

〈sりn?〉]ン ピ ュー9音 楽

」一

[構 成法](酋 鱒C番 鍔9十(表8a} .8 ◎打楽器
参考:表8aよ り 打楽器(独 奏曲)

一 、82 @体 鳴楽器(振 動する発音物質)
1a)演 奏 会078=(766…i:(類i) 板(楽 器)
2a}関 係 者092={76鹿 瀬i) さお(楽 器)

2b)ウ ∨アイオリニスト767.2092= 槽(楽 器)

(顯惑溺+(76聡 滋9 筒(楽 器)
2c)ウ"ア イオリン製{乍 者767.21092= プ ロツク(楽 器)

{文6塗‖滋i}十(764.i韮 蔓)十(760≡ 蓑2i垂 ` 棒(楽 器)
3a)演 奏 技 術143={76:i:i頴 馨) : 棒(楽 器)
3b)楽 器 演 奏 の 技 術193={764達 蕗) 容器(楽 器)
4a)リ ナタ}杉式183=(764.邊 蓉護} : .83 ◎鍵盤体鳴楽器

:,－w^▼ 一}〃 ～－A～ ～w、 チェレス9

>766.84-.87 ◎複式体鳴楽器
.84 ◎打奏体鳴楽器(複 式)

複式打奏体鳴楽器

[構 成 法]{葉 櫛 室i瀦i)十{766.88磁L.884鞠 .842-.848 ◎発音固体(個 々の形状の一一)

[例]D擁 状体鳴楽器
766.843=(生 漆i差滋aii}十(766.88蔑} .842 Oさ お(複 式打奏体鳴楽器)
2)榛 状体鳴楽器の演奏会 さお(打 奏体鳴楽器)
766.843078= .843 O棒(複 式打奏体鳴楽器)

766.843+{76薩lii海i) ゲ ィフ"ラフォーン

ゲ0ッ ケンシュヒ◆一ル

万 一ル・ド ラム

西 インド 諸 島 の が 一由 ド ラム

棒(打 奏体鳴楽器)
マリン1、"

木琴
メンザ ン【?】

.844 O槽(複 式打奏体鳴楽器)
槽(打 奏体鳴楽器)

{iiiii麹=7アセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細 目は、内容が標準細目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

◎ 統一語

O統 一

● 統蕪i購 難 翼翼〕「:1:::::罵 奎購 ㌶ 鴇 題
AVMG基 本 標 目語<u>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る 襟 目語 の 一 単 位

★ 統一語:自uncの 合成標目語 く∨〉 参照語:別 名注記の論題
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統一語 と参照語(欧 米語形) 注記

日ectrophone σ1電 気的に制作された、または操作された音声による音
<m>Electronicinstrument 楽は、ここに分類する
〈m>Electricinstrument 鍵 盤 電 子 楽 器 →766.59に
〈i>Electrophoneg(Solomusic) 鍵盤楽器以外の楽器を電気的に増幅 させた り変化させた り

した も の → 当 該楽 器 例)電 気 ‡"ター→767.87(‡"タ ー)

rlonophonicelectrophone 単一音程の音を作る能力のある電子音発生装置
HOnOphOniCeleCtrOniCinStrUment 時 制)わ ト"・軸 トノ、 テレミン

〈s>Ondesmartenot

<s>Theremin

Sりnthesizer 01電 子音楽はここに分類する

作曲手段として用い られる電子楽器はここに分類する

演奏手段として使用する鍵盤式電子楽器 →766.59
日ectronicmu5ic テープo→766.75

コンヒ。ユー9→766.76

Jape(Electrophone) 01ミ ュジ ーク・〕ンル ート(具 体音 楽)は こ こ に分 類 す る
.

Concretemusic

<i>門agnetictape

nusiqueconcrete

Computθr(Electrophone}

Computernusic

PercussioninstrUment 太 鼓 →766.92-.98

〈i>Percussioninstrument(Solomusic) 打奏弦鳴楽器→767.7
Idiophone(Uibratingsonoroussolid) 01定 まった音程を持つ打楽器に関する全般的著作はここ

〈 >Platθ(rlusicalinstrument) に分類する
く >Rod(岡usica|instrument) 音程が定まらない打楽器→766.88
く >Trough(「1usicalinstrument) 機 械 体 鳴 楽 器 →766.64
く >Tube(「4u3icalinstrument} 鍵 盤 体 鳴 楽 器 →766.83
〈 >Block(nusicalinstrumθnt)

「 複 式 体 鳴 楽器 →766.84-.87
〈 >Stick(「4usica|instrument) 単 式 体 鳴 楽 器 →766.88
〈i>Bar(～1usicalinstrument)

〈i>Uessel(門U5ica|instrument)

Keりboardidiophone 01允 レ瀞はここに分類する

Ce|esta

Setidiophone 全 般 的 著 作 →766.84
Percussedidiophone(Set) 01発 音 しない物体で打つ、または発音しな い物体を打つ

<sりn>Setpercussedidiophone 、 ことで発音する固体 例)地 面を棒で打つ

複式体鳴楽器(ひ とつの楽器として構成された、複数の類

似発音固体)は ここに分類する

弾 く体 鳴 楽 器 →766.85

摩擦する体鳴楽器→766.86

打 ち合わせる体鳴楽器→766.87
一し

Sonoroussolidofspecificshapes(Setpercussθd

idiophone}

Rod(Setpercussedidiophone)

<i>Rod(Percussedidiophone)

Bar(Setpercussedidiophone)

〈 〉Uibraphone

〈 >Glockenspie1

〈 >Steeldrum

く 〉 ωestIndiansteeldrum

〈 >Bar(Percussedidiophone)

〈 〉 岡arimba

く >Xりlophone

岡endzan

Trough(Setpercussedidiophones) 、

<i>Trough(Percussedidiophone)

音 楽 細 目 使 用 可 の も の 朝 「こ こ に 分 類 せ よ 注 記(Classhere…)」/四 「一 般 的 観点 注 記(Generalaspeot5)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も のx1「 含 む(Including・ ・)注 記 」/親 「包 含(contains・ ・)注 記 」/沼 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 くd>参 照 語 :「 定義と範囲の注記」の論題 －syn同 意 語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳 語 (統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
〈c>参 照 吾:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tU音 訳 語 (統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 置語
<s>参 照 話ロ:「 立ち見席注記」の論題 一5ng単 数 形の語
くD参 照語 :DDC20の 相関索引の語 －pm複 数 形の語(特 に必要な場合のみ)
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ファセット構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構 成 法](莚 爺ii樋 〕+(766.88磁 ←.884勾 766,845 O筒(複 式打奏体鳴楽器)
[例]D棒 状体鳴楽器 筒(打 奏体鳴楽器)

766.843==(蒙 斑 三窪簿)十{二766.889:3 .846 O容 器(複 式打奏体鳴楽器)
2)棒 状体鳴楽器の演奏会 容器(打 奏体鳴楽器)
766.843078= .848 O∨'(複 式打奏体鳴楽器)

766.843+{76函 灘 〕 アンクルン

チ申イム

ベル(打 奏体鳴楽器)

[構 成法]{溺 灘 湾i…〕+{表8a) .85 ◎摘奏体鳴楽器(複 式)

」s

棒(複 式摘奏体鳴楽器)
棒(摘 奏体鳴楽器)
親 指 ヒ。アノ

さお(摘 奏体鳴楽器)

さお(複 式嫡妻体鳴楽器)
リペ

リンザ'

.86 ◎擦奏体鳴楽器(複 式)

【構 成 法]{蕗 畿蕗 …}+、{766.884夢.884顧 .862-.868 ◎発音固体(個 々の形状の一一)(複 式擦奏体
[例]1}複 数 の 容 器(訳 注=グ 諏 ・)、一モニカ) 鴫楽器)

766.866= .862 Oさ お(複 式擦奏体鳴楽器)
{二墾醗 ξ簿6i)十(766.8846〕 さお(擦 奏体鳴楽器)

2)複 数 の 容 器 の り}、一助 .863 O棒(複 式擦奏体鳴楽器)
766.866144= リンド へ。一∫、。一・フ"ロ ック

766.866十{76迷:‖il蘂i養iii 棒(擦 奏体鳴楽器)
.864 O槽(複 式擦奏体鳴楽器)

' 槽(擦 奏体鳴楽器)
.865 O箇(複 武擦奏体鳴楽器)

筒(擦 奏体鳴楽器)
.866 O容 器(複 式擦奏体鳴楽器)

グ ラス弓、一モニカ

容器(擦 奏体鳴楽器)

[構 成法](蕎 庄…醗i}十(表8a} 。87 ⑥相互打奏体鳴楽器

[構 成 法]{難 饒 鱒 …}+(766.884壬.884駒

[例]1)拍 子 木766.873=

.872-、878 ◎発音物体(個 々の形状 の一一)(相 互打奏

体鳴楽器)
(髪洗i:i蕗i}十(766.884§:〕 .872 Oさ お(相 互打奏体鳴楽器)

2)拍 子 木 演 奏 の リn－助 ウインド ・チャイム

766.873144= 】

クラベ'ス

766.873+{76籔:㈱ .873 O棒(相 互打奏体鳴楽器)
カスタネ'ット

ヲンバ ル

.874 O槽(相 互打奏体鳴楽器)

.875 O箇(相 互打奏体鳴楽器)

.876 O容 器(相 互打奏体鳴楽器)

(緬幽1捲)十{表8a) .88 ◎単式体鳴楽器

`
(…灘〕=フ 沌ット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

§竃≡iiiiili鶯i欝欝 〕「:::1霞:懸 垂璽讃蓉辮 ム題
A∨MC基 本 標 目語 〈u>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目 語 の 一 単 位

★ 統一語:OU目Cの 合成標目語 〈v>参 照語:別 名注記の論題

F
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「
.

統一語と参照語(欧 ・米語形) 注記
」

`

Tube(Setpercussedididphone5)

<i>Tube(Percussedidiophone)

Uesse1(Setpercussedidiophones)

〈.i>Uesse1(Pθrcussedidiophone)

Be||《Setpercussedidiophones)

<i>Ongklung

〈i>Chime

<notini>

Be||(Percussedidiophones)
・

L

≡ L

PIuckedidiophone(Set}. x3通 常 は金属の弾性のある棒で、一方の端を固定し他方
〈i>Bar(Setpluckedidiophones) を は じ い て 振動 さ せ る 例)リ ンザ(親 指 ヒ。アノ)
〈i>Bar(Plucked`idiophones)

〈s>Thumbpiano

〈i>Rod(PIucked.}diophones) ,

<i>Rod(Setpluckedidiophone5)

<i>Sape

<s>Sanza

Frictionidiophone(Set) 摩擦して一定の音程を発生する物体

Sonoroussolidofspecifi .c6hapes(Setfriction
idiophone)

Rod(Setfrictionidiophone)
.

,<i>Rod(Frictionidiophone}

〈i>Bal'(Setfrictionidiophone)

<i>Sandpaperb|ock

<i>Bar(Frictionidiophone)

〈i>Trough(Setfrictionidiophone)

〈i>Trough(Fr{ctionidiophone)

.<i>Tube(Setfrictionidiophone)

〈i>Tube(F「'ictionidiophone) ・

Ues5el(SetfrictionidioPhone)・

1 <?>HarmOniCaCIUSiCa|9|a55eS) ・

F「

2 〈i>「4usicalglasses

<i>Uesse1(Frictionidiophone}

Concussionidiophone 2以 上 の類似の発音物体を打ち合わ せて振動させる

Sonoドousobjectofspecificshapes{Concussion

idiophOlle)

<i>Rod(Conoussionidiophone)
L

、

〈i>Windchime

〈i>C|aves

Bar(Concus5ionidiophone)

〈i>Castanet'

〈i>Cりmbal

Trough(ConCUs5}011idiOphone}'

Tube(Concussionidiophone)

Ue5se|(Concussiollidiopholle)

Singleidiophone 単一の発音物質によ る体鳴楽器

d音 程が定まらない打楽器に関す る全般的著作はここに

分類する'
音程が定まらない個々の打楽器 →当該楽器

音 楽 細 目 使 用 可 の も のd「 こ こ に分 類 せ よ 注 記(Classhere…)」/磯 「一 般 的 観 点 注 記(Generalaspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の ものx1「 含 む(Incbding・ ・)注 記 」/刃 「包 含(contains'・)注 記 」./対 「例(E×amples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
くc>参 照語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －t|i音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語 の場合)-drc正 直 語

くS>参 照 語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単 数形の語

〈i>参 照語:DDC20め 相 関 索 引 の 語 －p|u複 数 形 の語(特 に 必 要 な 場 合 のみ)

、
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ファセット構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

(醸劔套番懸}+(表8a} 766,884 ◎打奏体鳴楽器(単 式)

「
.8842 ◎万イヲりまたはさお(単 式打奏体鳴楽器)

さお(単 式打奏体鳴楽器)

トライア)グル
766.8842-.88485「n70$T」 の 入 力 形 .8843 ◎棒 、板、ブnワク(単 式打奏体鳴楽器)

スティックまた は さ お 板(単 式打奏体鳴楽器)
(複式打奏体鳴楽器) 鉄敷

棒 、 板 、 ブ ロック 鉄 床[カ ナトコ]

(複式打奏体鳴楽器) ゴ)グ

槽(複 式打奏体鳴楽器) ブ0ック(単 式打奏体鳴楽器)

筒(複 式打奏体鳴楽器) 木魚
容器(複 式打奏体鳴楽器) .8844 ◎糟(単 式打奏体鳴楽器)
ベル(複 式打奏体鳴楽器) .8845 ◎筒(単 式打奏体鳴楽器)
nンド ・ベ ル .8846 ◎容器(単 式打奏体鳴楽器)
(複式打奏体鳴楽器) .8848 ◎べ島(単式打奏体鳴楽器)

L .88485

カウベル

⑥n)ド ・べ島(単 式打奏体鳴楽器)
.885 ◎がらがら鳴る体鳴楽器

カバ サ【?]

シ又トラム

マラカ又

ラ・リトル

.886 ㊨掻擦奏体鳴楽器
グ イロ

洗濯板-
アットボ ール・ラトル

ラテェ・ット

.887 ◎摘奏体鳴楽器(単 式)
口琴

さお(単 式摘奏体鳴楽器)
ジ ューピ ・ハ、一プ

棒(単 式摘奏体鳴楽器)
.888 ◎擦奏体鴫楽器(単 式)

さお(単 式擦奏体鳴楽器)
槽(単 式擦奏体鳴楽器)
筒(単 式擦奏体鳴楽器)
鋸[刀 ‡"リ](音 楽)

桂(単 式擦奏体鳴楽器)
三ユージ"力 由 ソー

容器(単 式擦奏体鳴楽器)
.9 ◎太鼓および打楽器効果用の装置

〈tli>

ドラム(音 楽)

打楽器効果用の装置
.9092 O太 鼓奏者(音 楽家)

<i-tli>ド ラマー(音 楽 家)

>766.92-.98 ◎太鼓
膜鳴楽器

.92 ◎打奏太鼓
'

.93 ◎鏡形太鼓
タフ"ラ

ティ)n㊨ 二

ナ・ッカーラ

才ーカー

.94 ◎筒形太鼓
小太鼓
リイド ・ド ラム

ス‡ア・ド ラ4

ピii≡}=ファセット要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

§1三蕪i懸 灘灘 鍵 〕「:::1隠 ㌶ 竃難 ㌶ ㌶題
AVMC基 本 標 目語 〈u>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る 標 目 語 の 一 単 位

★ 統一語:自uncの 合 成懐目語<v>参 照語:別 名注記の論題
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.

統一語と参照言吾(欧 米語形) 注記
1

Percussedidiophonθ(Single) {列)シ ン∫、"ル766.873
Stickorrod(Singlepercussedidiophone) 幻 例)ト ライアング ル

〈u>Rod(Singlepercussedidiophone)

〈S>Trlangle

Bar,p|ate.b|ock(Sing|epercussedidiophone) X3例)鉄 敷 、 ゴ ング

<u>P|ate(SinOIepercussedidiophone)

〈S>θn∨i1 」

〈S>ρnvi1

〈s>GOI19

<u>Block(Singlepercussedidiophone)

〈i>Templθb|ock(Singleperoussedidiophone) -

Trough(Sing|epercus田edidiophone)

Tubθ(Singlepercussedidiophone) .

Uesse1(Sing|epercussedidiophone) へ"ル→766.8848

Ben(Sing|epercussedidiophone)

〈i>Coube11

HandbeU(SinOIepercussedidiophone)

Rattledidiophone 対 側)マ ラ放 、シストラム
〈i>Cabaca

<s>Sistrum
'

〈S>naraca5 .

〈i>Rattle.

Scrapedidiophone 2つ の物体か らなり、こすりつけられる片方には音を発生
<i>Guiro させるための刻みを入れてある体鳴楽器
〈s>Uashboard

〈s>Footba1|ratt|e

<i>Ratchet X3例)洗 濯 板 、 フ・外 ボ ール・ラ防

Pluckedidiophone(Single) ×3例)口 琴(シ"ユ ーズ'、・,、一フo)

〈s>Jeu'sharP

〈i>Rod(Sing|epluckθdidiophone)

〈s>Jew'sharp
.

〈i>Bars(Sing|ep|uckedidiophone)

Frictionidiophonθ(Single) ×3例)ミ ュージ カルツ ー

〈i>Rod(Singlefrictionidiophone)

<i>Trough(Singlerrictiollidiophone)
・

<・i>Tube(Singlefrictionidiophone)

〈s>Saw《Husio)

〈i>Bar(Sing|efrictionidiophone)

〈S>nusicalsa口
F

層

〈i>Uesse|(Singlefrictionidiophone)

Drumanddeviceusedforpercus5ioneffects

Drum.

<u>Percussioneffects,Deviceu6edfo「

〈i>Drummel'(「1usician)
'

〈i>Drummer《Husician)・

Drum
噛 腹鳴楽器、膜を張って振動させる

〈i/c>Flembranophone
全 般 的 著 作 →766.9

Struckdrun1 鍋 形 太 鼓 →766.93

筒 形 太 鼓 →766.94

枠 太 鼓 →765.95
Kettle-shapeddrum 刈 例)テ ィン∫、。二、ナ励 一ラ、 卯"ラ

〈s>Tab|a

1 <s>Kettledr'um

2 <s>Timpani

Naqara

〈s>Naker .

Tubu|ardrum X3例)小 太 鼓(サ イト"・ト"ラム)

<s>Sidedrum 、 吟

<s>Sidedrum
　

<s>Snaredrum'
.

§魏 騨 ㌶ 立不可のもの 脹 ξ{1濡 濡 劉s噺 酋(」/磯 「一般的観点注記(GeneralaspectsC。ntains'・)注記 」/Xt「例(E×ampTes=))5記 」

<g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sgn同 意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-in∨ 倒置語
〈c>参 照 語:「 こ こ に 分 類 せ よ 注 記 」 の 論 題 －tli音 訳 語(統 一 語 ・参 照 語 が 意 訳 語 の 場 合) -drc正 直 語

くs>参 照 語:「 立 ち 見 席 注 記 」の 論 題 －sng単 数 形 の語

〈i>参 照 語:DDC20の 相 関 索 引 の 語 －plu複 数 形 の語(特 に 必 要 な場 合 のみ)
1

一87一

、



AUMC760Uer.2

ファセット構成法 と例

[構 成法](頁 硯滴巷葺ii}+(表8a}

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会e78={76腐 藩 、)

2a)関 係 者092=(76爾 泌i)

2b}ウ"ア イオリ二又ト767.2Z92=

(顯 楚筆…leES十(760ii滋 ハ

2c}ゲ ァイオリン製 作 者767.2teg2=

(?● 蒙i套'IS.}十{764.葡 漕i八 十{76登i:i穎 註〕

3a)演 奏 技 術1A3=(76iiiii… 遜li}

3b)楽 器 演 奏 の 技 術193={764渓 糖9

4a)ソ ナタ}形式183={764.Ii暮 鐘〕

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

766、95

6

7

9

9

.98

.99

767

.2

.2②92

3

44

.4092

.5

.6

.62

.63

.64

◎ 枠 太鼓

大太 鼓

9ンs、、、リ)

タンプ'リン

ボ ンゴ

◎ 振 奏 太 鼓

⑥摘 奏 太鼓

◎擦 奏 太 鼓

クイカ

ラゲ1'リト

t1メルボ ット

ロメルボ◆ット

ロメルボoット

◎ 打 楽 器 効 果 用 の 装 置

空 気 銃

りイレン

む ち

モーター・ホーン

◎弦楽器

弦楽器(独 奏曲)

弦鳴楽器

擦弦楽器

旋律楽器(不 特定一一)

リュート属

概 要

767.2

.3

.4

.5

.6

.7

.8

.9

ゲ ァイオリン

ウ"イオラ

チェ日

夕'、フ"ルへ、'一ス

そ の 他 の 擦 奏 弦 楽 器

嫡 妻 弦 楽 器

摘 奏 リュート属
〕、一プ お よ び 楽 弓

◎ ウ、アイオリン

ウ"アイオリ)属

Oウ"ア イオリン奏 者

ウ"アイオリニズト

◎ ゲ ィオラ

◎fエn

Ofエ ロ奏 者

チェリスト

◎ タ、フ、`へ、一ス

ペ ース

]ン トラ」、"ス

◎ 擦 奏 弦 楽 器(そ の 他 の 一 一)

アルへ・ツジ、、オーネ

ウ"イオール

カ"ト"ウルカ

リーラン‡"

nル9"ン ゲ'ル・フィト"ル

ラバ ーブ

りo一ズ[?1

ペ ナ1?1

◎ デ ス‡セント・ゲ ィオー`

◎ トレプ'島・ウ"イオール

◎ テナー・ゲ ィオ一匹

」

(iiiiiiiiii}=ファtット要 素/網 掛 け部 分 を結 合 す る

網 掛 け さ れ て い る 音楽 細 目 は 、 内容 が 標 準 細 目 と共 通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

→=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O

●

★

竃≡議i竃鱗羅鍵 〕「
AVMC基 本標目詰

紐一語:∩UMCの 合成標目語

〈h>参 照 語:DDC20の 基 本 標 目語

(統 一 語 に 採 用 され な か っ た も の)
<m>参 照 語:あ るクラスの 主 要 な 部 分 で あ る下 位 論 題

〈u>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目 語 の 一 単 位

〈v>参 照 語:別 名 注 記 の 論 題
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統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Frame-shapeddrum 胴の長さが皮面の直径より短いもの
<s>Bassdrum X3例)大 太 鼓 、タ)バ リン

〈s>Tambourine

〈s>Tambourine

〈i>Bongo

Rattledrum 複数の小球や吊り下げ物が皮面を打ち鳴らす太鼓
Pluckeddrum 膜の下に弦が結ばれていて、弦を掻き鳴らすことによって

膜に振動が伝わる太鼓
Frictiondrum・ 膜を直接摩擦するか、接触した棒や紐が摩擦することで膜

〈S>Quica が振動する太鼓
<s-sりn>Raguette ×8例)ク イカ、0メ ルボoット

〈5>Roeme|pot

〈s>Rommelpot

〈s>Rommelpot

Percussioneffects,DeviceusedFor X3例)む ち 、 モー9-・ホーン、サイ⇔ 、空 気 銃

<s>Popgun

〈s>Siren

<s>"hip

〈s>notorhorn
－L

Stringedinstrument 01不 特定旋律楽器のための音楽
<i>Stringedin3truments(SoIomusic) リュート属(弦 が共鳴する胴から頸部へ張られ ている楽器)に
〈h>Chordophone 関する全般的著作はここに分類する
<m>BOuedstringedinstrumθnt 弓玄【1島鍵盤楽器→766・
nelodりinstrument,Unspecified 機械弦鳴楽器→766.67
LuteFamily'

一

Uoln、

、

01ウ"ア ィオリン属 に関 す る全 般 的 著 作 は こ こに 分 類 す る

∪ ol nfami1り ウ"イオラ→7673

〈i>u o| nist チェ0→767.4

〈i>u o| nist ダ ブ ルベ ーヌ→767.5

u o|a

1 Ce|10

2 <Sりn>U oloncello

<i>U obnce|1ist

〈i>u 010ncellist

Doub|ebass

〈i>Bass

Contrabass

Bouedstringedinstrument,Other ダ ブ ルベ ー又→767.5

<i>qrpeg9}Olle

〈m>Uiol

く >Gadu|ka

〈 >Sarangi

く >Hardangerfiddle

く >Rabab.

〈 >Saroz
.

く >Pena

Descantvio1

Treble∨iol

Tenorviol

音 楽 細 目使 用 可 の も の01「 こ こ に 分 類 せ よ注 記(classhθrθ …)」/磯 「一 般 的 観 点 注 記(Generalaspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も のx1「 含 む(Including・ ・)注 記 」/昭 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(E×amples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
〈c>参 照 語:「 こ こ に分 類 せ よ 注 記 」 の 論 題 －tli音 訳 語(統 一 語 ・参 照 語 が 意 訳 語 の場 合)-drc正 置 語

<S>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単 数形の語

〈i>参 照 語:DDC20の 相 関 索 引 の 語 －p|u複 数 形 の 語(特 に 必 要 な 場 合 の み)
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AUMC760Uer.2

ファセット構成法と例 分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

[構 成法](頁 繊 番i葺ii)+{表8a} 767.65 ◎ デ ィオラ・ダ ・ガ ンバ

参考:表8aよ り バ ス・ゲ ィオール

w

{1a}演 奏 会678=(766i漂 蓑)
:2a)関 係 者092=(76藤 糖 〕

}
.66

.69

◎ ゲ ィオラ・ヂ モ～レ

◎ ハーデ ィ・ガ ーデ ィ

ゲ ィエール

32b)ウ"フ イオリニスト767.2092=

{励 醐 鮮 者{響難 璽 …醐
　, .7 ◎嫡妻弦楽器

打奏弦鳴楽器
ツィター

{(撤 ・溺+(764纐 書+(7蹴 鞠

ミ3a)演 奏 技 術143=(76i凝 縦i}

13b)楽 器 演 奏 の 技 術193=(764基 鱒 ハ
{
～

>767.72-.75
.72

◎ ワィター

◎ 棒 ツィター、 筒 形 ツィター、 槽 状 ツ汐 一

}4・}リ ナタ形 式183={764・ 遼遠錫 i 槽 椥'イ チ
'・.ヘ へ～ 、一～ ⌒{一 〉 い 一 ♂一⑭ ♂♂-M-___ゾ ♂▼.

筒 形 ツィチ

トトンビ ト[?]

.73 ◎ 枠 ヲィ9-、 地 面 ヲィター、与 プ 型 ワィ歩 、筏 形 ツィ∪

筏 形 ツィター

カニ

地 面 ツィター

」、一プ 型 ツィター

ムゲ ェト

ンクラトン[?]

オn"[?]

.74 ◎平板ヲィ歩

● サンティル

ダ ルジマー

打 奏 平 板 ツィター

ツィンバ ロム

洋琴
洋 琴[ヤ ンチ)]

.75 ◎嫡妻平板ッィチ

アが ラヲア㍉ ダ ル沢 一

オート」、一フ。

コンリート・ツィタ～
∫ソールタリー

琴
琴[チ ン]

チ0リ アン・リィター

フ。リルテリウム

.78 ◎ ライア

ケラール[?]

クルース

オブ カノ[?】

ベ ゲ ンナt?]

、 .8 ◎ 嫡 妻 リュート属

長 い 悼 の リュート

短 い 悼 の リュート

.82 ◎背面が丸いリュ尋属

ウード

‡夕日ーネ

グ ルミ【?】

ジタール

タンフ㌧ ラ

ヒ.一オ(琵 琶)

ケローヌ1?]

.83 ◎ リュート

.84 ◎ マ)ド リン

.85 ◎背面が平らなリュート属

クウィトラ[?1

ケチト・ッヒ心[?]・

1 サ)ジエン(三 弦)

シ9一 ン

L

(iii■〕=フ ァ鞠ト要素/網 掛け部分を結合する →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細 目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

§1馴i鞭i騰 舞}「::灘:1㌶ 鱗 ㌶ 鴇題
AVMC基 本 棟 目語 くu>参 照 語:1ニ ットに な っ て い る標 目 語 の 一 単 位

★ 統一語:ρU配 の合成標目語 く∨〉 参照語:別 名注記の論題
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∩UMC76日ver.2

・
.

統一語と参照語(欧 米語形)・ 注記
.

.

・Uioladagamba

〈h>Ba5gvio1'=

Uio|ad'amore・

Hurdり －gurdり

<h>Uielle

Plectralinstrument 01ッ ィ9-、打奏弦鳴楽器に関する全般的著作はここに分類
Struckstringedinstrument する
2ither 摘 奏 リュート属 →767.8

」、一フoお よ び 楽 弓 →767.9

Zither 全 般 的 著 作 →767.7
Stick,tube,troughzither

<u>Troughzither
.

<u>Tubezither

<i>Totombito

Frame,ground,harp, .raftzither
〈U>Raftzither

〈i>Kani

<u>Groundzither

〈u>ト{arpzither

く 〉 岡∨et

〈 >Nkraton

く >Oba

Boardzither X3例)ツ インバ ロン、 ダ ルシマー、 リンティル、洋 琴

〈s>Santir 01打 奏 平 板 ツィターは こ こに 分 類 す る

〈s>Du|cimer 摘 奏平 板 ツィター→767.75

Struckboardzither』

〈s>Cimbalom

〈5>`Yokin

〈S>Yangch,il1
F

Pluckedboardzither X3例)アn◆ ラヲアン・ダ ルシマー、 オート∫、一フo、 コンサート・ツィター 、 り一ルタリー

〈s>∩PPalachiandulcimer
(フ 。リルテリウム)、 和 リアン・ツィ外

<S>Outoharp

<s>Concertzither

〈5>Psa|terv(English}

Kin

〈i>Ch'in

〈5>Tリro|eanzither

〈S>Psalterium(しatin)

Lりre
-

〈 >Kerar

く >Crwth

く >Obukano F

〈 >Begana

Plectra|1utefami1り 『 01長 い 悼 の リュード 短 い 樟 の リュートは こ こに 分 類 す る

Lon9-rlecked|ute

Short-necked|ute

Round-backediutefami1り ×3例)ジ ダール、 タンフ"一ラ

< >Oud リュート→767.83

〈 >Chitarrone マント"リン→767.84

〈 >Gurumi
s

〈s>Sitar

<5>Tambura

〈i>P'ip,a'

<i>KerOUIle

Lute'

岡andolin.

Flat-backed|utefami1り x3例)琵 琶 、汐 一)
く >Kuitra" ヒ"ウェラ→767.86

く >Ketjapi ‡"ダー→767.87

く >Sanhsien ,、"ンシ"ヨ ー→767.88

〈s>Cittern 三 味 ホ泉→769.783

音 楽 細 目 使 用 可 の も の01「 こ こ に 分 類 せ よ 注 記(Cla5shere…)」/磯 「一 般 的 観 点 注 記(Generalaspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の ものx1「 含 む(Includlng・ ・)注 記 」/親 「包 含(C。ntains・ ・)注 記 」/対 「例(E×amp|es:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 一3りn同意語

(全 下位区分に適用可の観点)一 いa意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
<C>参 照 語 「ここに分類せよ注記」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合)-drc正 置語
<s>参 照 語 「立ち見席注記」の論題 －sng単 数形の語
〈i>参 照 語 DDC20の 相 関索引の語 －plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

`
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AuMC760Uer.2

ファセッ ト構成法 と例

【構成法](頁 鱗 番湾i;)十{表8a}

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会e78={76灘i難i)

2a)関 係 者092=(7磁liii泌i}

2b)ウ"ア イオリニスト767.2092==

20)ゲ アィオリ)製 作 者767.21eg2=:

{蒙 益情ii滋〕 十{二764.毒 鐘i9十(76滋Di蓑 自iハ

3a)演 奏 技 術143=(76i鳶i繕i}

3b)楽 器 演 奏 の 技 術193=(764ぷ 騰 ハ

4a)リ ナタ形 式183=(764.梧 紗

分類番号 統一語 と参照語(日 本語形)

767.85(Cont.)

.86

.87

.87Z92

.875

、88

98

9

.9092

.92

。93

>767.94-.98
.94

.95

.98

768

.1923

.2

.21923

.29

卜"ンブ ラ

ブ ズ ‡

琵 琶

◎ ビ 虹 ラ

◎ ‡、ター

O‡"ST－ 養 老

‡"タリスト

◎ バ ラライカ

◎ バ ンヂ ヨー

Oバ)ジ ョー奏 者

◎ ウクレレ

◎n－プ お よ び 楽 弓

楽 弓

On－ プ 養 老

◎ 楽 弓

カラング

ジ ‡"ジ‡"

ズ ズ 【?】

ワンビ 【?】

ホ、ド、ンコ"[?】

◎7・ 島リアーク

複 弦 楽 弓

⑥fiープ

◎ 弓 形 ル プ お よ び 角 形 白 プ

角 形 ∫、一プ

弓 形1、一フ。

ウーシ　エ[?]

⑨ 砕 心 プ

アイリ・yシュJ)-7e

オーケストラ・J)-7e

ケルト・ハーフ。

◎,昨一フ●・リュート

]ラ

フ"リ・ッヲ"・ハ、一フ・

◎管楽器
管楽器(独 奏曲)
気鳴楽2§
O管 楽器(製 作)

概 要

768.2

.3

.4

.5

.6

.7

.8

.9

木 管 楽 器 お よび 自 由気 鳴 楽 器

フレ ト属

り一ド 楽 器

二 重 リード 楽 器

単 一 り一ド 楽 器

リクソフォン

フリー・り一ト"楽器

金 管 楽 器(リ ップ ・リード 楽 器)

◎木管楽器および自由気鳴楽器
自由気鳴楽器
木管楽器(独 奏曲)
O木 管楽器(製 作)

◎自由気鳴楽器

ブルロアラー

{i淫ii)==7アセット要素/網 掛け部分を結合する

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通

→=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

→=も 見よ[]=使 用 しない

◎

O

●

★

竃≡曇iii翻鱗響 竃〕「
A∨MC基 本 標目語

統一語:9UMCの 合 成標目語

<h>参 照 語:DDC21の 基 本 権 目 語

(統 一 語 に 採 用 さ れ な か った も の)

〈m>参 照 語:あ るクラXの 主 要 な 部 分 で あ る 下 位論 題

くu>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目語 の 一 単 位

くv>参 照 語:別 名 注 記 の 論 題
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0UMc760∨er.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

<i>Dombra

<i>Bouzouki

<s>Biua ウクレレ→767.89

Uihuela

Guitar

〈i>Guitarist

<i>Guitarist

Balalaika

Banjo

<i>Banjoist

Ukule|e

Harpandmusicalbow

<u>門U5icalbow

<i>Harpist

nusicalbow ひとつの弓に1本 以上の弦を張った弦楽器
く >Kalangu

〈 >Jig‥jigi フ。"ア ーク→767.93

〈 >Zuzu
ノ

く >Wambi

く >Bodongo

Pluriarc 複数の弓に弦を張った弦楽器
〈i>Compoundmusicalbo回

!

Harp 全 般 的 著 作 →767.9
Bo吋harpandang|eharp 形 状 が 曲頸 で 共 鳴 器 つ きの ∫、一フ。
自ngleharp

Orchedharp
,

Uuj

Fr釧eharp 支柱が頸の端か ら共鳴器に連結している心プ
Irishharp X3例)オ ーケストラ・n－フ◆

、 ケルト'n－ フ◆

Orchestralharp

Celticharp

Ham-1ute 弦 が 駒 を通 っ て 胴 と 垂 直 にな っ てい るリュヰ 形 の 」、一プ
Kora 打 倒)コ ラ
Bridgeharp

s

国indinstrument 鍵 盤管 楽 器 →766.5
<i>ωindinstrument(Solomusic) 機 械管 楽 器 →766.68
〈h>∩erophone

〈i>Windinstrument(Construotion)

、

・

'しJoodレJindinstrumentandfreeaeroph
one 個 々 の 木 管 楽 器 →768.3二768,8

〈u>Freeaerophone

<i>Woodwindinstrument(Solomusic}

<i>Wood`ψindinstrument《Con3truction)

FreeaerOPhone 空気流が窪みや管へ導かれるのではな く、直接外気に出 る
〈i>Bull-roarer かまたは空気は止 まったままで楽器の方が動いて空気を振.

動 させる気鳴楽器 対 側)ブ 加アラー

-
打楽器的効果のために用いる気鳴楽器 →766.99

音 楽 細 目 使 用 可 の も の01「 こ こ に 分 類 せ よ 注 記(Classhere…)」/遡 「一 般 的 観 点 注 記(General・aspect6)」
・音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も の ×1「 含 む(Incl

uding・ ・)注 記 」/刃 「包 含(C。ntains・ ・)注 記 」/蛤 「例(E×amples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記 」の論題 〈d>参 照 語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)弓n∨ 倒置語

1:;曇1竃 磁 覧総 當 ▲の論題:1誌 霧 隠 語'参照語が意訳語の場合)輪 端 書
<i>参 照 語:DDC20の 相 関 索 引 の 語 －plu複 数 形 の 語(特 に 必 要 な 場 合 の み)
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AUMc760Uer.2

ファセット構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構 成法](爾 燦藩 凝i)+(表8a〕

参考:表8aよ り

1a)演 奏 会e78={76麟i難i)

2a)関 係 者092={766る 瀬i)

2b)ウ"ア イオリニスト767.2992=

〔獺 楚蘂宴〕 十(76亘 蓑碧i慈ハ

2c)ウ"ア イオリン製 作 者767.21092=

(蒙6塗;i茎εi}十(764.葦 葺i〕 十(76透i:i穎 漠i〕

3a)演 奏 技 術143=(76籔i紺i)

3b)楽 器 演 奏 の 技 術193={764ば 鱒)

4a)ソ ナタ}}多式183==(764 .遼遠葦9

>768.3-.8
.3

.32

.32092・

.33

4

5

3

3

.36

.363

.364

.365

.366

.367

.37

.38

.4

.49

◎ 木 管 楽 器(個 々 の 一 一)

◎ フレ ト属

島 フルート

◎7s-F

横 吹 き フルート

Oフ ルート奏 者

◎ ヒ・ヲ=田お よ び ファイフ

ファイフ

横 笛

◎fi∨ ス・フ'一ト

◎ 隙 溝 フs－ト、 縦 吹 き7s-F、 切 り 込 み つ き7t－ ト

切 り 込 み つ き フ仁 ト

ケーナ

スリング

縦[次 ぎ フルート 、

ナーイ

フラジ、ヨレ・ット

フラジ"オレ,ット

へ.二一・ホイッ又ル

◎ り}■ 一 、
'◎ リフ●ラ二一ノ・リコ一夕"一

◎ デ ス‡●ント・リコーザ ー

ソフ。ラノ・リコ一夕"

◎ トLフ、t・fJ]夕 、一

アルト・リ]一夕、、一

◎ テナー・リコー9、一

◎ バ ス・り}ダ ー

⑥ 複 管 刀レ ト

アルボ カ

ト"ウ"オイニツェ

ナイ

ハ、oン・J).イフeス

ハ、●ンハ、。イフ。ス

◎ 容 器 フレ ト

才力リナ

ング ル[?]

シワヤ[?]

◎ り一ド 楽 器

◎J>、Vク 、2、。イフ●

〈syn>)、 ■`ク'kJ、◆イフ◆

ウイレアン・n。 イフ◆

ガ イタ

]ル ヌミュース^

コルナムーり"㌧

シンク∨ルリート"・J、"・yク"J、◆イフo

タ"フ"ル リート∨・ハ'㍉ック"∫、◆イフ⑬

トゥルム

ノーリンフ"ラ イアン・sh。イフ。

1二才ン・n。イプ

.5 ◎ダブ島り一ド楽器
クルムホルン

ラケット

.52 ⑥ オーボ エ

ジョー4

又防 一イ

ヘッケルフォーン

ゲ リン【?工

{iii…iiiiii〕=ファ抄 ト要 素/網 掛 け 部 分 を 結 合 す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を 示 す 付 加 語

網掛けされている音楽細 目は 、内容が標準細目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

1竃三量iilii購難 鐸 〕「:1:1:::騰 蝶 謬 露 顕
A∨MC基 本 標 目語 くu>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目 語 の一 単 位

★ 統一語:鮒ncの 合成標目語 くv>参 照 語:別 名注記の論題
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AUMC760∨er.2

1

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
.

↓Joodwilldinstrument,Specific・ 全 般 的 著 作 →768.2
Flutefami|り

F 轟 フルートは こ こ{こ分 類 す る
Noseflute ヒ。ッコロお よ び ファイブ(横 笛)'→768.33

Flutθ ,、"ス・フルート→768.34

1 <h>Side-blounf|ute 竜 笛 →769
2 〈h>Ｔrans∨ersef|ute

〈i>Flutist

P ccoloandfife

<u>F fe

<u>F fe

Bassflute

Duct,erld-blown,notchedf|ute
口 固)万 ジ オレット、 へ。ニー・ホイッスル

<u>Notchedrlute
リコー9"一 →768.36を 見 よ

〈S>Quena
尺 八 →769.8331

く⇔Su日ng

〈u>End-b|ONnflute

〈i>Naり

〈s>Flageolet

〈s>Flageolet

〈s>Pennりwhistle

Recorder(「1usica|instrument)

Sopraninorecorder

Descantrecorder

〈h>Sopranorecorder

Ｔreblerecorder

〈h>0|torecorder'

Tenorrecorder

Bassrecorder

↑1u|tip|ef|ute
複数のW－ トがひとつの楽器.としてまとめられたもの

〈i>創boka
.

〈i>Dv。 りnicθ

〈i>Nai

〈m>Panpipes 」

<sgn>Panpipes

∪籠selflute
.

〈s>Ocarina
対 側)勅 リナ

〈i>Nguru

<i>Shiwaりa

Reedhlstrument
夕"フ噛ルリート"楽 器 →768.5

シンク"ルリート∨楽 器 →768.6

フPり 一ド楽 器 →768.8
Bagpipe 対 側)コ 肘4一 ザ 、ノーリンブ ライアン、ウイレ乃(ユ ニオン)パ イプ
Bagpipe

<S>Uilleanpipe
朝 シング 回一ト"お よび ダ ブ 洞 一ド の バ グ,、。イブ は こ こ に分 類 す

る
〈i>Gaita

〈s>Cornemuse

〈s>Cornemu5e

Single-reedbagPipe・

Double-reedbagpipe

<i>Tulum

〈s>Northumbr}anpipe

<S>Unionpipe

Double-reedinstrument X3例)ク ルム就 ン、ラ句 卜
〈s>Crumhorn

n"ク ㍉、.イフo→768.49
〈5>Rackett

Oboe .

〈 >Shaωm

く >Surunai

〈 >Heckelphone

〈 >Jyeling

1

喜難 離 塁立不可のも謝8;7濡 濡 謡 胤 霧 隠 烈 灘 雰(Generalaspe。ts)」「例(Examples:)注記」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －sりn同意語
(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置 語

くo>参 照 語:「 ここに分類 せよ注記」の論題 ・-Ui音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) -drc正 直語
<s>参 照 語:「 立ち見席注記」の論題 一帥g単 数形の語
くi>参 照語:DDC20の 相 関索弓1の語 －plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)
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禽UMC760Uer.2

ファセット構成法と例 分類番号 統一語と参照語(日 本語形)

[構 成法 〕(京職i灘湾iii)+{表8a) 768.53 @イ)ゲ リヲヲユ・枯)

参考:表8aよ り ]一ランゲ レ

w コー両 アング レ

1a)演 奏 会 078={76窃 …灘 ガ ホ⇔(イ)グ リッジュ一 一)

2a)関 係 者092={76琢 ÷i蕗i} .58 ◎バ スー〉

2b)ウ"ア イオリこズト767.2092= ド ゥルジアン

{綴i溺+{76薮i灘 ハ .59 ⑨ ダ ブ 島・バ 又一ン

2c)ウ"ア イオリン製f乍 者767.21092= コントラバ スーン

(皇 欲:ii往覆 十{=764.iii尊i三}十(76垂 ‖:=穎褒i〕 .6 ◎労ゲ島り一ド楽器

3a}演 奏技 術143=(76藁 淑8i〕

3b)楽 器演 奏 の技 術193={764註 甜 〕 .62 ◎ クラリ‡ヲト

4a}ソ搏 形 式183={764.速li〕 ムルリ[?]

.62092 Oク 刃 ‡ワト奏 者

.65 ◎ バ ㍗ クラリ‡ヲト

.7 ◎ サクリフォ)

.7092 Oサ男方)奏 者

.72 ◎ リプ ラノ・サクソフォン

.73 ◎ ア跡 ・サクリ7オ)

.74 ◎ テナー サクリ7オ)

.75 ◎ バ ス・サワソフォ)

.8 ◎ フリー り一ド楽 器

.82 ◎ マウス・オ島ガ)

口机ガン

笙[シ ョン]

n－モニカ
、

.84 ◎])サ ーティ寸

バ ンド ネオン

.86 ◎ 万 一デ ィわ

.863 ◎ ボ タ)・ア]一デ ィわ

畑 デ オン

.865 ⑥ ピ アノ・アコーデ ィオン

.9 ◎金管楽器
金管楽器(独 奏曲)
リップ ・り一ド 楽 器

.92 ◎ トランペ ット

アルへ"ン紗 ン

アルフ。*ルン

.92092, Oト ランへ●ット奏 者

.93 ◎ トDボ ー)

.93092 O団 ンボ ー)奏 者

.94 ◎赫)

フレンチ・ホルン

紗 ン(フ しンチ一 一)

.94092 Oホ動 奏者

.95 ◎ビ ューグ 島

.96 ◎ コル才ット

.96092 Oコ ル‡ツト奏 者

.97 ◎ プリエーゲ"⇔

サクリルン

.974 ◎ テナー・ホ⇔

Eb管 紡 ン

Bb管 ホルン

バ リトン(イ ‡"リスと ドイツに お け るBb管 紬 ンの

呼び名)
.975 ◎1一 フォニア4お よ びn、 リト)(ア メリカ)

<sりn>ユ ーフオニウム

n"リトン(ア 刈 力と フランスに お け るEb管 赫 ンの

呼び名)
.

{i……iiiii9=ファセット要 素/網 掛 け部 分 を 結 合 す る →=見 よ()=注 記 ・補 足/観 点 を 示 す 付 加 語

網掛けされてい る音楽細目は、内容が標準細目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

◎ 統一語
O統 一語

● 統一難i翻 霧i欝劃 「::灘:{㌶ 難 讃膿 議題
A∨MC基 本 榛 目語 くu>参 照 語:ユ ニットに な っ て い る標 目 語 の 一 単 位

★ 統一語:則HCの 合 成槙目語 く∨〉 参照語:別 名注記の論題
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AUMC760ver.2

統一語と参照語(欧 米語形) 注記

Englishhorn

〈i>Corang|ais

<i>Coranglais

<inv>Horn,English1

Ba已soon タ"フ ∨ル・n"ス ー)→768.59

<i>Dulcian

Doublebassoon

<i>Contraba5Soon

Single-reedinstrument 1、"ク1、。イフ。→768.49-

りクソフォン→768.7

Clarinet 1、"ス・クラリネット→768.65

<i>Hurli
T

〈i>Clarineti5t

BaSSclarinet

Saxophonθ

〈i>Saxophonist

Soprano5a×ophone

01tosaxophone

Tenorsa×ophone

Bass5axophone

Freereed 個 々 の フリー・リート"の組 合 わ せ か らな る楽 器
Houthorgan 口 例)笙
岡outhOrgal1 口 固)笙

〈s>Sheng

〈m>Harmorlica(nouthorgan)

Concertina`』 ×3例)ハ 、、、ント"‡ オン

<s>Bandoneon

自ccordion

Buttonaccordion

<m>「{elodeon

Pianoaocordion

Brassinstrument

<i>Brassinstrument(Solomusic)1・

<h>Lip-reedinstruments

Trumpet,

〈i-Sりr)〉 ∩1penhorn

〈i>自lphorn

〈i>Trumpetθr(11usician)

Trombone
F

<i>Trombonist

Horn インク"リ'リシュ・ホルン→768.53

<h>Frenchhorn

〈h-inv>Horn,French

〈i>Hornplaリer

Bugle

Cornet

<i>Cornetist

Flugelhorn

<h>Saxhorn

Tenorhorn X3例)Bb管 絃 ン(イギ リ又や ト"イッで は1、"リトンと も呼 ば れ る')

〈S>E-f|athorn Eb管 絃 ン(北 ア刈 力や フカ スで はル ト・ホ脇 と も 呼 ば れ る)
<5>B-flathorn

<s>Baritone{BritishandGermanb-f|athorn)

Euphoniumandbaritone(ρmerican}

Euphonium

<u>Baritone(AmericanandFrenchE-flathorn)

1

音 楽 細 目 使 用 可 の も の01「 こ こ に 分 類 せ よ 注 記(C|as5here 一 ・)」/C2「 一 般 的 観 点 注 記(Genera|aspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号 組 立 不 可 の も のx1「 含 む([ncluding・ ・)注 記 」/刃 「包 含(contain5-)注 記 」/田 「例(Examples:)注 記 」

〈g>参 照語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 市りn同 意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置 語
〈c>参 照 語:「 こ こ に分 類 せ よ注 記 」 の 論 題 －tli音 訳 語(統 一 語 ・参 照 語 が 意 訳 語 の 場 合)-drc正 直 語

〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 市ng単 数形の語

〈i>参 照 語:DDC20の 相 関 索 引 の 語 －plu複 数 形 の 語(特 に 必 要 な 場 合 のみ)
1
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AuMc760Uer.2

ファセット構成法と例 分類番号i紺 語と参照語(日 本語形)

[構 成法](蔭 繊 番蕩ii}+(表8a) 768.98 ◎ チューバ

ゲ ァーク"ナ ートゥーバ

スーザ フォーン

ワーグ ナー テューバ

.99 ◎その他の金管楽器
オフィクレイド

]ル才・外

tルn。ン(楽 器)

ツィンク

Cii狛=フ ァtット要素/網 掛け部分を結合す る →=見 よ()=注 記 ・補足/観 点を示す付加語

網掛けされている音楽細目は、内容が標準細目と共通 →=も 見よ[]=使 用 しない

§1≡lii潔i驚1纏 〕「::灘:磐 ㌶ 鱗 雲 議 題
A∨MC基 本模目語 〈u>参 照語:ユ ニットになってい る標目語の一単位

★ 統一語:0UHCの 合 成標目語 く∨〉 参照語:別 名注記の論題
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1

統一語と参照語(欧 米語形) 注記
.

Tuba

〈i>ωagnertuba

〈i>Sousaphone

〈i>Uagnertuba

Brassinstruments50ther 対 側)ツ ィンク、 オフィクレイト"、 セル」、。ン
〈s>Ophicleide

<s>Comett

<s>Serpent(Husicalinstrument)

<s>Cornett

音 楽 細 目 使 用 可 の も の01「 こ こに 分 類 せ よ 注 記(c|asshere…)」/也 「一 般 的 観 点 注 記(Generalaspects)」

音 楽 細 目 使 用 ・番 号組 立 不 可 の も のx1「 含 む(lncluding-)注 記 」/刃 「包 含(Contains・ ・)注 記 」/口 「例(Examples:)注 記 」

<g>参 照 語:「 一般的観点注記」の論題 くd>参 照語:「 定義と範囲の注記」の論題 －syn同 意語

(全 下位区分に適用可の観点)-tla意 訳語(統 一語 ・参照語が音訳語の場合)-inv倒 置語
〈c>参 照 語:「 ここに分類せよ注記 」の論題 －tli音 訳語(統 一語 ・参照語が意訳語の場合) -drc正 置語
〈s>参 照語:「 立ち見席注記」の論題 －sng単 数形の語

<i>参 照語:DDC20の 相関索引の語 －plu複 数形の語(特 に必要な場合のみ)

1
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《資料3》 音 標 符 号 付 ロ ー マ 字/特 殊 ア ル フ ァ ベ ッ ト仮 表 示 付 加 コ ー ド表
(1)音 標符号付ローマ字 ○…大文字・小文字の両方に使用 ▽…大文字に使用 △…小文字にイ

表
示
形

コー

ド

1対 応するp－ マ字
A
/
a

B
/
b

C
/
C

D
/
d

E
/
e

F
/
f

G
/
9

H
/
h

1
/
i

J
/
j

K
/
k

L
/
1

M
/
m

N
/
n

O
/
O

P
/
P

Q/

q

R
/
r

S
/
S

T
/
t

u
/
u

V
/
V

W
/
W

X
/
X

Y
/
y

m
/
Z名 称

つ 00 疑似クェスチョン ○ ○ ○ ○ ○ ○
、

01 グ レープ(低 アクセント) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
!

02 アキュー ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
〈
03 サーカムフ レクス(曲 折 アクセ ン ト) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

～
04 チル ド(波 形符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

一

05 マクロン(長 音符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
)

06 ブ リーブ(短 音符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
■

07 上部 ドッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ▽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ω_
・ ●

08 ウムラウ ト(ダ イエ レシス) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
∨
09 ハチェック(発 音区分符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

o

10 上部サー クル(オ ングストローム) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

百.= 11 第1リ ガーチュア(連 結符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 第2リ ガーチュア(連 結符) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
, 13 右上コンマ ○ ○ ○ ○ ○
ノノ

14 ダブルアキュー ト ○ ○ ○
一 〕一 一 〒

　

Ψ 15 Candrabindu ○ 〇一

〇

〇
一 一 ～σ 〇一 〇一

〇

〇
一 一 一 一 .

○ _二

ふ 16 セディラ ○ ○
- A-一 一.一 一

○

` 17 右フック ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

レ
18 下部 ドッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ■
19 下部ダブル ドット ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

o
20 下部サークル 一 ー-一

○ ○ O ○ ○ ○

一 21 二重下線 ○ ○

=
22 蹄 ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O

9 23 左フック(末 尾) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

己 24 右セディラ ○

25 Upadhmaniya ○
×
26 第!ダ ブルチル ド ○

)

27 第2ダ ブルチル ド ○
9 28 上部中央コンマ ○ ○

(2)二重音標符号付ローマ字/(3)特 殊アルファベ ・ソト/(4)音 標符号付特殊アルファベッ ト…省略
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